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はじめに  

 

本論は、ライフ・ヒストリー(Life history)1調査・研究法によって、最近の三井三池炭鉱2の労働者における、

彼らの生活・労働についての自己イメージを明らかにすることを目的とする。 

炭鉱労働者に関するこれまでの研究は、人文科学・社会科学およびルポルタージュなど多くの著作物があ

る。日本でも九州や北海道の炭鉱について書かれたものが多数あるが、その多くが奴隷的搾取や、労働争

議・事故・災害といったテーマについての労働者側と会社側との対立を描くことにのみ集中してきた。それらは、

炭鉱労働者が「搾取され、結果、立ちあがる」といったステレオタイプ化された労働者像を再生産してきた。 

しかしながら、これまで、筆者が三井三池炭鉱のある大牟田市に居住し、炭鉱労働者やその家族に接してき

た限り、「奴隷的搾取」や、「会社への徹底的な対立姿勢」といったものは印象になかった。 

そこで、これまでの研究や著作物における炭鉱労働者像と、筆者の印象とのギャップの接点を見出すため

に、労働者に生活や労働について自ら語ってもらい、「労働者個人の発言によって、彼らが、自らイメージして

いる「労働者」像、つまり、彼らの「自己イメージ」を明らかに出来ないか？」と考え、ライフ・ヒストリーという調査･

研究法を採用するに至った。 

 したがって本論は、三井三池炭鉱の労働者に、直接ライフ・ヒストリー調査を行い、三井三池炭鉱労働者の

姿を生き生きと描き出し、彼ら自身の日常の労働と生活についての彼らなりの考え(自己イメージ)を探ることを

試みたものである。 

第 1 章では、これまでの炭鉱労働者研究を検討するとともに、個人の「語り」を重視し、「語り」の中に文化を

読み取る、ライフ・ヒストリーの特徴と問題点について、その客観性の問題を中心として筆者の見解を述べる。 

第 2 章では、調査地である三井三池炭鉱の、石炭発見から 1997(平成 9)年 3 月末の閉山まで、労働者を

中心とした概略史を提示し、さらに、調査時の三井三池炭鉱の労働の概略を述べる。 

第 3 章では、筆者が行った三井三池炭鉱労働者の 7 例のライフ・ヒストリー調査・研究を提示する。労働者の

日常の労働や生活についての「語り」を、第 1 章で提示した見解に基づき、会話と筆者のコメントを併記して記

述する。 

第 4 章では、第 3 章で提示したライフ・ヒストリーから導き出される自己イメージと、これまでの著作物の労働

者像との相違点を明らかにし、その要因を提示する。 
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第 1 章 炭鉱と生活史 

  

 第 1 節 炭鉱労働者研究 

  

(1) 海外における人類学的研究 

 海外における鉱山労働者の民族誌あるいは社会科学的研究は、次のようなものに大別される[Godoy 

1985]。 

 1) 鉱山の経済的側面を扱ったもの 

 2) 鉱山集落の人口統計、社会、政治といった社会組織についての議論 

 3) 鉱山における儀礼、信仰、イデオロギーを扱ったもの 

 この中には、文化人類学的なフィールドワーク、それも個人に対してのインタヴューに基づいた鉱山労働者

の民族誌も含まれている3が、それらはあくまでも労働者の「社会あるいは集団」としての諸側面を論述する論

証としてライフ・ヒストリー、あるいは労働者たちの「語り」を使用しており、研究志向として労働者個人そのもの

に視点の主座が置かれていないのが現状である。 

  

(2) 日本における炭鉱労働者研究 －北部九州を中心とした労働者の「描かれ方」－ 

 ここでは、日本における炭鉱労働者についての著作、特に、石炭が主要エネルギーだった近現代において、

炭鉱が集中していた北部九州の炭鉱(三井三池炭鉱も含まれる)についての著作物を中心として、労働者の

「描かれ方」を検討したい。 

 北部九州は、炭鉱が多かった地域(筑豊・三池・長崎を含む肥前)だけに書かれた著作物は多い。それらの

作品は次のような志向に大別されよう。ここでは研究志向を分かりやすくするため、次の四項目に大別した。そ

れは、次の通りである。 

  

(A) 文学・歴史・ジャーナリズム4  

 マルクス主義がその研究の根底にある、いわゆる「底辺」労働者状況、あるいは事故の告発として、または労

働運動の記録として書かれたルポルタージュ、歴史研究、文学作品であり、これらの作品のほとんどは、エネ

ルギー転換期、またはそれ以前の時期の筑豊の炭鉱の労働者のイメージが非常に色濃くでている。そのため、

著作には「炭鉱労働者」は、いわゆる「底辺労働者」であり、「飲酒好きで、粗暴だが人情味が厚い」とか、「搾

取され、差別されながらも、団結して、たくましく、健気に生きぬいている民衆」といったイメージが描かれてい

る。また、三池炭鉱の労働者もこれらの作品の中に含まれるが、その描かれ方は、筑豊とほぼ同様の「悲惨な

底辺労働者」状況の告発、あるいは、三池争議における、三池労組の団結と抵抗および事故の際の告発など

である。 

  

(B) 労働問題を中心とした社会科学的アプローチ5  

 これらの書物は、経済学的、労働問題研究的視点から、筑豊や三池炭鉱を中心とした日本の炭鉱を「学問

的に」分析したものである。ただし、その視点は「労働者対資本家」といった対立構造を基本としており、時代

的にも明治期から三池争議期までのものがほとんどである。また、統計的資料、数量的資料を多用しており、
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集団の全体的傾向、あるいは産業や経済のハード面をとらえることには非常に有効だと考えられるが、個人の

日常や内面的なものへのアプローチには不向きな研究法である。実際、これらの研究は労働者の生活そのも

のを描きだしたものとは言い難い。 

 しかしながら、社会科学的研究の中にも、非常に興味深いアプローチがあり、その書物については、後の(D)

で述べる。 

  

(C) 三池争議体験手記・三池争議資料 

 三池争議に関してはおびただしい数の書物が出版されているが、以下の二者のどちらかの立場にたったも

のがほとんどである。 

(a) 労働運動(三池争議)を行なった労働者と指導家による書物6 

 三池争議を行なった側の経緯と総括から、争議の個人的な体験記まであり、主に三池争議の正当性を主張

し、争議の盛り上がりによる民衆の力を描いて、「不当弾圧」を行なった国家・資本および分裂して結成された

新労組などを批判したものが多い。 

(b) 三井鉱山、警察、新労組など弾圧側あるいは批判側の書物7 

 三池争議への批判、特に、急進思想的および暴力的な労動組合を批判した書物が多い。また、争議を沈静

化すべく活動した体験記や、争議を起こした労組への同情と批判の混在といった内容も含まれている。 

(a)および(b)の中で、三池争議期の個人の生活を描いたものもいくつかある。しかしながら、それらはライフ・ヒ

ストリードキュメントとしては充分価値があるものの、各著者の政治的意図があまりにも大きく、また、それらは、

ライフ・ヒストリーが、ライフ・ヒストリー研究としての分析の対象とはなっていない。 

  

(D) 人類学・社会学によるアプローチ 

 人類学や社会学で、炭鉱労働者にアプローチした研究であり、(B)より人間の文化・社会の諸側面を重視し

た研究である。 

(a )  山本勇次の研究 [山本 1991] 

 山本は、高島炭鉱の閉山直後期において、「飲酒」という側面に的を絞った調査・研究を行ない、炭鉱労働

者の労働者文化と飲酒依存性に関して、主に医療的データおよび観察的データから分析している。山本は、

労働者文化を「炭鉱文化」と呼び、それを、「彼ら(炭鉱労働者)に共有され且つ、サラリーマン文化の視点から

示差的特徴と認知される諸属性」(カッコ内本論筆者による補足、[山本 1991:20])と定義した。そこから、山本

は、「炭鉱文化」を「サブカルチャー」としてとらえることを提唱した。また、山本は、「サブカルチャー」である「炭

鉱文化」の対抗文化として、「サラリーマン文化」をとらえている。筆者は、以前はこのような山本の論に賛同し

ていた[永吉 1994]。 

 ただし、[永吉 1994]では、山本のいう「炭鉱文化」あるいは「炭鉱社会」を、スタティックに、過去に失われて

しまったもののように捉えすぎていた感がある。また、山本の使用した、「サブカルチャー」が果たして現在の三

井三池炭鉱労働者に形成されているのかどうかという疑問もある。 

(b) 布施鉄治の研究 [布施 1982] 

 布施は、北海道の夕張炭鉱において、労働者個人の生活の諸側面を調査し、階級・階層、および社会変動

という視点から研究している。そのデータは膨大かつ綿密であり、対象を労働者の生活においている。しかし
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ながら、非常に統計的な、どちらかというと量的かつ表面的なアプローチであり(この点は山本勇次も、「布施氏

の研究は炭坑夫家族の物質的側面を偏重して文化的側面を軽視している」[山本 1991:34]としている)、本

論筆者の意図する個人の意識やイメージについて、インタヴューによって迫るといった、質的アプローチとは

異なっている。 

(c) 二瓶泰光の研究 [二瓶 1971] 

 二瓶は、三池争議直後の大牟田において、200 名の労働者を調査し、社会学的に分析している。そして、そ

の調査方法としては、個人の主観に対するインタヴューを行ない、研究方法も質的な研究を行なっている。し

かしながら、この調査は 1961 年の三池争議直後に行なわれたものである。また、その意図は「ストライキという

状況における職業、組合および紛争という諸概念のある次元を解明するという目的のもとに、かれらのストライ

キという危機的状況を探るよう計画されたものである。」[二瓶 1971:1]としている。また、その質問や分析も三

池争議に関することが中心となっており、筆者の視点や目的とは異なる。さらに、「調査者の主観をまじえず

に」、「できるだけ主観的判断を避ける」[二瓶 1971:はじめに:3、1]といった調査が果たして成立するのか疑問

である。しかしながら、個人の主観を面接によって探るという手法は、まさにライフ・ヒストリーそのものであり、筆

者の今回の調査の質問内容などの参考とした。 

  

 本節で述べたことを総括すると、炭鉱労働者の描かれ方は様々であるが、炭鉱労働者のライフ・ヒストリー研

究という視点からみれば、以下のようになる。 

 1) 国内・海外を問わず、人類学・社会学の炭鉱労働者研究の文献は注目される。 

 2) 個人を題材にした出版物は、ライフ・ヒストリー的記録はなされているものの、政治的バイアスがかかって

いるものと考えられる。 
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 第 2 節 ライフ・ヒストリー研究 

   

 (1) ライフ・ヒストリーと現在 

 人類学におけるライフ・ヒストリー研究は、様々な人文・社会科学の領域を参考に、1920 年代から、主として、

自叙伝からの民族誌記述への利用や、「文化とパーソナリティ研究」として研究されてきた。しかしながら、「長

年にわたってライフ・ヒストリーに関心がもたれてきたけれども、まとめて体系的にとりあげるという試みは、それ

ほどなく、学際的な共同研究もほとんどなく、もっぱら分析よりも記述に注意が集中してきたのである。ライフ・ヒ

ストリーの話のなかで最高のものとしてみなされている業績においてさえも、その研究者の、フィールドワーカ

ー、著者ないし編者、あるいは分析者としての役割はどうなのか、あまり考慮されていなかった。」[ﾗﾝｸﾞﾈｽとﾌﾗ

ﾝｸ 1993:40]のである。この「研究者の役割の考慮」といった問題は、日本においては、ライフ・ヒストリー研究

が次第に盛んになってきた 1980 年代後半になって、問題とされるようになってきた。 

 また、この 20 年ほどの急速な国際化・情報化によって、人類学者がかつて研究対象としてきた、いわゆる

「未開」社会はほぼ消滅し、新しい人類学者の研究対象のひとつとして「個人」が注目されてきた。松田素二は、

現代の人類学の視点として、「自己、身体、相互行為といった人間社会の細部に内向する動き」があり、「これ

まで、ある集団の文化の担い手としてのみえなかった一人ひとりの個人が慣習や制度の拘束から独立した可

能性と創造性をもつ人間として、みえてきた。」[松田 1995］と、現在の人類学における個人研究志向を指摘

している。 

  

(2) ライフ・ヒストリー研究の問題点 －客観性･解釈･研究者の主観－ 

 ライフ・ヒストリーに付随する問題として、その客観性の問題が挙げられよう。 

 ここで、注目したいのは、佐藤健二[佐藤 1995:17-18]の指摘である。佐藤は、今までの研究者が、事例研

究(ライフ・ヒストリー)と統計的研究法の対立の中に、「主観」と「客観」をはじめとする様々な二項対立をあては

め、ラベル(レッテル)張りによる、いたずらな二項対立を構成してきたことを批判している。 

 筆者は、ライフ・ヒストリーと統計的研究法は、対立するものではなく、むしろ、相補的なものと考える。そのう

えで、筆者の今回の調査・研究はライフ・ヒストリーに重点をおいている。そうしたことから、ここでは過剰な二項

対立に留意しながらライフ・ヒストリーの客観(性)と主観(性)の問題に言及したい。 

 まず、ライフ・ヒストリーの客観性の問題を検討してみよう。よく批判される点は、ライフ・ヒストリーそれ自体が、

話者自身の発話に基づくために、どれほどの客観性をもちうるのか、ということである。ライフ・ヒストリーは、イン

フォーマント(話者)の個人的かつ主観的な発話に基づくものであり、その内容も、話者の個人的・主観的な体

験あるいは意識の反映であると考えられるため、話者の会話内容が客観的でなく、虚偽や話の変形が入りこ

む余地も大きい。 

 しかし、筆者が強調したいのは、ライフ・ヒストリーという調査・研究法は、「ほかでもなく主観的なものの領域を

明らかにしようとする」[プラマー 1991:24]ことであり、また、「情報提供者の主観的世界に入りこむことが試み

られている。彼ら自身の言葉をとおして彼らの存在の重さを率直に受けとめ、そうすることによって、直接的か

つ親密にかかわり合って得た生活の話がはじめて提供されることになる。」[同:23]ということなのである。 

 このように、ライフ・ヒストリーは、インフォーマント個人の主観的な領域を研究することに他ならない。したがっ

て、ライフ・ヒストリーは単に人類学者による客観的な文化のデータの補足にすぎないのではなく、ライフ・ヒスト
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リーそのものに、インフォーマントの主観を通して観た社会・文化のデータが存在しているという側面があると考

えられる。 

ライフ・ヒストリーにおける、「主観」と「客観」との問題については、さらに考察すべき問題を含んでいると考え

られる。例えば、話者の発話が、どのような状況でなされたか、また、話者の思考様式や思想･信条が、どの程

度その発話に反映しているかといったことも考慮に入れなければなるまい。このような、「語り」の背景にあるバ

イアス、あるいは、「語り」の解釈・読解についての問題を考慮に入れながら、ライフ・ヒストリーを作成する必要

があるかと思われる。<「語り」の解釈・読解についての問題>とは「語り」から「語られた言説からは構成されな

い「意味の領域」が出現する」 [冨山 1995] ということである。つまり、発話や記述の意図とは別に、会話の聞

き手や文章の読者(いずれも調査・研究者である筆者も含まれる)によって、別の(時には正反対の)解釈がなさ

れる場合があることも考慮しながら調査・研究をする必要があろう。  

また、ライフ・ヒストリーの客観性で指摘される最大の問題点は、ライフ・ヒストリーを聞き出すために質問した

り、語られたライフ・ヒストリーを書き留め、ひとつのテクストとして編集していくといった作業を行なっている研究

者自身の作業に起因するものである。それは、ライフ・ヒストリーの中に、研究者の主観(あるいは考え、意図)が

入りこんだり、反映されているために起こる問題である。つまり、「果たして、その個人の生活を正確に反映して

いるのであろうか？」という客観性への疑問であり、同時に、ライフ・ヒストリーが研究者によって操作されてしま

う危険性の問題である。 

 この問題に対する解決へのひとつの糸口は、「研究者の主観」というものは、すでに、ライフ・ヒストリーの記述

の中に表現されていると同時に、その「研究者の主観」は、「客観的でない」という理由ですべて切り捨てるべ

き存在ではなく、むしろ、インフォーマントの主観とともに研究されるべき対象として存在しているということであ

る。 

 このことは、「ライフ・ヒストリーは、書き手と、対象者という、二人の人間の輪郭の融合された一種の二重(ダブ

ル)の自叙伝としてみなされるだろう。」[ラングネスとフランク 1993:136]という見解や、「語りは、語り手の経験し

たことに還元されるのではなく、語り手の関心と聞き手の関心の両方から引き出された対話的混合体なのであ

る。ライフ・ヒストリーはさしずめ語り手の「表の伝記」と聞き手の「裏の伝記」の二重の伝記でなりたっている。」

[中野 1995:228]といった指摘にみられる。 

 つまり、ライフ・ヒストリーを記述するということは、インフォーマントになりかわって、他者の代弁をするというこ

との他に、インタヴューという状況において、インフォーマントの主観と研究者の主観がぶつかり合い、相互作

用する過程の中で生み出された、ある種の<リアリティ>を、研究者の主観によって再現し、描きだす行為なの

である。 

 こうした見解をふまえ、ライフ・ヒストリー記述をより正確なものにするためには、インフォーマントと研究者の両

者の主観とも明らかにし、分析の対象とする必要があるのではないだろうか。 

 その具体的手法として、本稿では、ライフ・ヒストリーを解釈・編集する際に、筆者の解釈・編集作業が分かる

ように記述し、また、ライフ・ヒストリーそのものを作成する際に、「語り」のみではなく、その「語り」の「場(状況)」

が明らかになるような記述方法を採った。そして、その「語りの場」において、単なる感情移入ではなく、フィー

ルドにおける経験の中での「他者的存在との関係ならびにそれに関する彼(=筆者)自身の理解」[クラパンザー

ノ 1991:234-235]をしようと試みた。 

 最後に、ライフ・ヒストリーを記述することの重要性について、佐藤健二は、「書きとめることによって、語られた
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ことばをひとつひとつ切り離し、その順序を操作したり、同じことばを比較したり、批判的な読みこみを生み出し

たり、あるいは仮定法を含む問いのもとで考えたりすることができるようになる」とか、「人生を順序だてて書きと

め、可視化し一覧できる体験は、調査者にとっても被調査者にとっても、文字化・表化というプロセスを経て対

象化された新しい認識の生産に出会う体験なのである。」[佐藤 1995:39]と指摘している。また、ラングネスと

フランクも、研究者が、自己や他者の生活を書くことは、自己の分節化や、他者への感情移入による自己変革

を促すことを指摘[ラングネスとフランク 1993:214-216]している。このように、ライフ・ヒストリーを記述することは、

読者に伝達するためだけでなく、研究者自身や、インフォーマント自身にとっても、自己を対象化して振り返る

という意味で意義あるものと考えられる。 

 以上、ライフ・ヒストリーの有効性とその問題点について述べてきたが、筆者の主張をまとめると次のようにな

る。 

1) ライフ・ヒストリーは、インフォーマント(話者)の主観的領域をその研究の中心とする研究法である。  

2) ライフ・ヒストリーの記述においては、インフォーマント(話者)の主観的領域とともに、研究者の主観的領域

が入りこんでいる。したがって、ライフ・ヒストリーを客観的なものにするためには、研究者は、ライフ・ヒストリー分

析・解釈の際に、研究者の主観的領域の存在を意識・自覚したうえで、研究者の主観的領域をそれぞれ記述

しなければならない。 

 この 2 点の実行を試みたのが、第 3 章の事例である。 
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第2章 三井三池炭鉱概略史 

 

 三井三池炭鉱は、福岡県南端の大牟田市を中心に、その周辺の福岡県三池郡高田町、熊本県荒尾市に

位置しており8、その鉱区は有明海海底に及んでいる9。ここでは、三井三池炭鉱の労働者を論ずるうえでの基

本的前提となる、三井三池炭鉱の歴史を社会問題を中心としてその展開を述べ、さらに、現在の状況を述べ

てみよう。 

  

第1節 石炭発見～三池争議前まで 

 

 三池炭鉱の石炭は、伝承によると、1469(文明元)年正月に、三池郡稲荷村の伝治左衛門夫婦が石炭(燃え

る石)を発見したことに始まる。ただし、当時は、煙の多さなどから、薪の代用燃料程度の利用価値であったと

いう。 

 江戸時代には、1721(享保 6)年、平野山に柳川藩が間部(「マブ」と読む、坑道をさすことば)をつくり(これ以

前は露天堀のみ)、のち、三池藩が稲荷山に間部をつくって採炭を開始した。さらに、1860(万延元)年には三

池藩直営の生山(いもうやま)坑での採炭・販売を行い、九州一円はもとより、瀬戸内地方の塩田の燃料として

も使用されたという。当時の坑夫の様子を知る手がかりの一つは、三池藩が 1790(寛政 2)年に制定した「石山

法度」に、飲酒による喧嘩口論および賭博の禁止がうたわれている[上妻 1980]。また、安政年間には、柳川

藩平野山と三池藩生山の境界争いが発生している。 

 明治期になると、1873(明治 6)年、明治政府は「日本坑法」を公布し、三池藩、柳川藩(小野家)双方に買収

費を与え、三池炭鉱を官収し、施設・設備の近代化(通気・排水などの動力化)を行なった。しかし、まだまだ採

炭や坑内運搬は人力・馬力(一部では蒸気巻揚機導入)に頼っていた。そして、1888(明治 21)年、政府は、三

井に三池炭鉱を払い下げた。 

 以後、三池炭鉱は三井資本のもとに経営されていくのだが、初期(官営～昭和初期)には、主に囚人がその

労働力として使用されており、数々の悲劇を生み出してきた。次いで 1900 年頃の産業革命による囚人労働の

衰退と同時期に、良民坑夫(一般坑夫)が導入され、「世慣レナイ土百姓」つまり、筑後･肥後地域の農村･山間

部の小作人を雇用し、低賃金と納屋制(納屋に住まわせ、労働者を納屋頭が隷属的に管理する)による搾取が

行なわれた。後に、納屋制は廃止され、直轄坑夫制になったが、純朴な農民を九州全域から雇用していった。

また、良民坑夫と同時期に、女性坑夫が雇用され、その多くは、切り羽から炭車まで石炭を運搬する「後向き

(あとむき)」或いは「後山(あとやま)」として、「先山(さきやま)」である夫や兄とともに労働し、夫婦あるいは兄妹

で炭鉱住宅に住んだという。女性坑夫は、15 歳前後から坑内で労働を始め、上半身裸でヘコのみを付けて、

天秤棒を担いで苛酷な労働に従事した。 

 また、主に戦前・戦中期においては、与論島からの移住者への労働および生活における民族的な差別問題

や、朝鮮民族や中国系民族も同様に(それぞれに歴史的経緯は異なるが)マイノリティとして扱われ差別を受

けてきた。このような民族的差別は、福岡県筑豊地方の炭鉱にもみられ、産炭地に共通してみられる状況であ

ったと考えられる。 
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 第 2 節 三池争議と労働組合10  

－大正期の争議と戦後の“総資本対総労働”－ 

 

 1918(大正 7)年には、富山の米騒動をきっかけとして、労働者の暴動･ストライキが起こり、さらに 1924(大正

13)年には争議を起こした(なお、この争議も「三池争議」と呼ばれる)。  

 第二次世界大戦後の 1946(昭和 21)年には、労働組合の「三池炭鉱労働組合」が結成されるが、1955(昭

和 30)年に石炭鉱業合理化臨時措置法が成立してエネルギー政策の転換が決まり、筑豊地方の炭鉱の相次

ぐ合理化・閉山を目のあたりにした時点の 1953(昭和 28)年、三池炭鉱労働組合は、いわゆる「英雄なき一一

三日のたたかい」と呼ばれる合理化反対闘争を展開した。この闘争の際に労働者の妻たちで「三池主婦会」

(結成当時は「炭婦協」の呼称)が結成され、数々の闘争を支援していった。そして、三池炭鉱労働組合は、結

果的にこの争議に勝利した。    

しかし、会社側は、1959(昭和34)年に1200名の指名解雇という第一次合理化案を提示した。それに対し、

三池炭鉱労働組合(三池労組、第一組合、旧労組ともいう)は、1960(昭和 35)年、「三池争議」を起こした。こ

の争議は、合理化反対闘争に加え、安保反対闘争の要素も加わってまさに「戦後最大の労働争議」として加

熱し、暴力事件や刺殺事件にまで発展し、権力の介入もあった。この争議では、前述の三池主婦会が男女の

枠を越えて争議行動を行なっていった。また、あまりにも思想的・行動的に先鋭化した第一組合への反発から、

第二組合(三池炭鉱新労働組合)を結成し、組合は分裂した。そして、第一組合(旧労組)側は、1960 年 10 月、

結果的に敗北し、三池争議は終結した。したがって、争議直後、合理化により 1200 名もの解雇者を生み、離

職者の再就職問題など、新たな問題も生んだ。合理化当時の様子は、上野英信[上野 1995(1977)]、鎌田慧

[鎌田 1982]などのルポルタージュに著されている。中には、上野が描いているように、中南米に出稼ぎに行く

人もいたようである。残念ながら、今回の調査では、そのような事例を体験した、あるいは、身近に知っているイ

ンフォーマントは見つけられなかった。 
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第３節 三池争議以後 －事故・災害と閉山－ 

 

(1) 事故・災害・職業病・鉱害・公害など 

炭鉱の坑内は、言うまでもなく危険が高く、一瞬のうちに数百名もの人命を奪う場合もある。ここでは、代表的

な大事故を挙げておく。  

 1) 三川鉱炭じん爆発事故 1963(昭和 38)年に三川鉱で炭じん爆発がおこり、死者 458 名、ＣＯ(一酸化炭

素)中毒患者 800 名以上を出している。なお、事故の経過から裁判までの過程など、膨大な資料が存在する

(例えば[原田 1994]など)。  

 2) 有明鉱坑内火災事故 1984(昭和 59)年に有明鉱で坑内火災がおこり、死者 83 名、ＣＯ中毒患者 16

名を出した。   

 また、炭鉱労働者の職業病としてのじん肺11があることも付け加えておく。  

 この他にも小事故や小災害(怪我など)があり、今回調査したインフォーマントから戴いた資料などによると、

調査当時の平成 7 年の 1～6 月には、重傷者 3 名、軽傷･微傷者(休暇を取ったもの)0 名、軽傷･微傷者で出

勤可能なもの(治療を受けている間は現場ではなく、「保安教育」を受ける)が 23 名、受診のみ 4 名、それに、

受診しなかったもので捻挫 2 名、届けのみ 9 名になっている(インフォーマントＣさんからの社内資料)。   

 このような、事故・災害や職業病に対して、会社側は、ある程度の防止策は行なっている。ところが、いったん

事故・災害や職業病が起こった際の対応のまずさは、労働者側(特に三池労組)の資料や、いわゆる「社会派」

ルポライターやジャーナリスト、労働問題研究者および被災者を診療してきた医師などによって告発されつづ

けている。 

 今回のインフォーマントの中にも、三川鉱炭じん爆発のＣＯ裁判の原告幹部や、新労組組合員でありながら

事故隠しを批判する人たちが存在したことも記しておく。 

 なお、大牟田市やその周辺では、石炭コンビナート工場による大気汚染・水質汚濁・カドミウム土壌汚染、坑

道跡の地盤沈下(鉱害)も問題となった。 

  

 (2)戦後の状況から閉山まで 

 戦後直後の昭和 20～30 年代前半、三井三池炭鉱は、国家が推進していった傾斜生産方式による重化学

工業のエネルギーの源泉としてもてはやされ、戦後日本の復興の原動力となった。また、炭鉱労働者に食料

などの特別配給も行なわれ、労働者が炭鉱に魅力を抱いた時期であった。石炭が「黒ダイヤ」と呼ばれ、大牟

田市が「炭都」として全国に名高かったのもこの時代であった。 

 しかしながら、1960(昭和 35)年の三池争議以降、日本での化石エネルギーの需要が石炭から石油に転換

されていき、高度経済成長が進んでいくと、1963(昭和 38)年度の第一次石炭政策が施行されたこともあいま

って、筑豊をはじめとして全国の炭鉱で大幅な合理化および閉山が相次いだ。その流れは圧倒的なもので、

1973(昭和 48)年頃のオイルショックで石炭が多少見直されるものの、1960 年代からずっと炭鉱の「凋落」は進

んだ。 

 このような合理化の影響を受け、三井三池炭鉱は、大規模炭鉱として逆に再建、保護策をうける対象となり、

出炭量は1970(昭和 45)年には670 万トンとピークを迎えた。1973(昭和48)年10 月からは三井三池炭鉱は、

三井鉱山株式会社より分離し、三井石炭鉱業株式会社のもとで運営されるようになり、また、1977(昭和 52)年
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10 月には隣接の炭鉱である有明炭鉱株式会社を吸収合併した。     

 しかしながら、一方で、三井三池炭鉱は、三池争議直前の 1958(昭和 33)年頃から労働者数を減少させる方

向で運営されている。三池争議、炭じん爆発事故を経て、労働者数は減少していった。特に、そうした事件、

事故をきっかけに、熟練労働者が辞めさせられたり、自発的に辞めていき、資本側は、未熟練で非政治的な

若い労働力を少しづつ投入していった。さらには、第八次石炭政策が1987(昭和62)年度から実施され、三池

炭鉱は、この政策実施の 2 年ほど前(1985 年度)から出炭の合理化を開始し、政策実施年度の 1987(昭和

62)年度、続いて 1988(昭和 63)年度、さらに 1989(平成元)年度と 3 年連続の人員合理化を行ない、常用労

働者数は 1986(昭和 61)年度には 3219 人から 1989(平成元)年度には 1481 人と 3 年間の合理化で約 54％

もの人員を削減している。特に、1988(昭和 63)年度に限っては、定年退職の年齢が満 53 歳(通常は 55 歳)

に引き下げられた。 

 さらに、1989(平成元)年 10 月には、それまでの第一鉱(旧三川鉱)、第二鉱(旧有明鉱)を三池鉱として統合

し、人員の入出坑口が有明立坑12(三池郡高田町に存在)に一本化された。このため、人員の入出坑口は大

牟田市から消滅し(三川斜坑は材料運搬と揚炭の坑口となった)、それに伴い、かつて「炭都」として名高かっ

た大牟田の「まち」の衰退も著しくなった。 

 そして、国の石炭政策は、1992(平成 5)年度から新政策が施行され、2001 年に終了する。これは、国内炭

鉱保護政策を終了させることに他ならず、国内炭の価格と海外輸入炭との価格差は、国内炭が海外炭の約 3

倍になることが予想される。それによって、国内の炭鉱は国際競争力に勝てないかぎり、事実上消滅すること

になる。 

 三井三池炭鉱も、1995(平成 7)年の三井石炭鉱業(株)社長の閉山念頭発言に始まり、1997(平成 9)年 1 月

時点で同年 3 月の閉山が確定的となり、2 月 17 には連日の閉山報道の中、会社は正式に閉山を決定、3 月

18 日にはすべての組合が妥結した。そして、1997(平成 9)年 3 月 30 日、閉山となった。 

 筆者がインタヴューを試みた 1995(平成 7)年の春～秋にかけても、複数のインフォーマントから、「来年度か

再来年度には閉山を覚悟している」旨の発言が聞かれた。今回の調査は、まさに三井三池炭鉱が「風前の

灯」であり、迫り来る「閉山」という現実に直面している時に行なったのである。 

 なお、1995(平成 7)年 3 月現在で、常用労働者 922 人(直接員 473 人、間接員 449 人、坑外員 131 人)、

臨時請負労働者(いわゆる「下請」、「組夫」)193 人、職員 333 人であり、年間生産量は約 235 万トンであっ

た。 
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第４節 最近の三井三池炭鉱における労働 

 

 ここでは、調査を行なった 1995(平成 7)年当時の三井三池炭鉱の労働の概況を述べたい。 まず、三井三

池炭鉱は大牟田市・高田町・荒尾市沖の有明海海底にその鉱区が及んでおり、当然ながら採炭現場も有明

海海底である。現在の坑口は、労働者入出坑口が有明立坑であり、揚炭・資財搬入・搬出口が三川斜坑13で

ある。あとの坑口は通風口である。「坑道」と呼ばれる部分は、採炭・開発現場と地上の人・資財・石炭・採掘後

の岩盤などの移動に使用する。移動には軌道(炭車・人車)とベルトが使用され、軌道の動力は地上のモータ

ーでワイヤを使っている(人車は電車使用)。 

 石炭の採掘は、大きくは掘進と採炭14という行程で行われる。 

掘進は、主にロードヘッダという機械を使ってトンネルを掘っていき(このトンネルを維持するために枠を取り

付けていく作業も伴う)、平行に二本トンネルを掘る。さらにこれらと直角に前二者のトンネルの奥同士をつなげ

るような形でトンネルを掘る。トンネルを掘っていく際には、少しづつ掘っては枠をはめて補強するという形が採

られ、また、ロードヘッダ自体が小規模な採炭活動ともなっている。 

 トンネルを掘った後、奥同士をつなげたトンネルの壁面(これを「ハライ面」や「切羽」という)に自走枠・ドラム

カッター等を取り付け、また、本線坑道までの運搬コンベア・電気配線などを行い、採炭していく。 

 採炭は、ドラムカッター等で実際に採炭していく作業である。採炭された石炭はベルトを通して坑外まで運ば

れる。 

 三井三池炭鉱は、主として、 1)「採炭」、 2)「掘進」、 3)「機械」、 4)「電気」、 5)「仕繰」、 6)「運搬」、7)

「通気」の七つの職種が存在する。その仕事の内容は以下のとおりである。 

 1) 「採炭」－採炭作業および付帯作業。 

 2) 「掘進」－採掘のための坑道掘削。 

 3) 「機械」－機械の維持管理・新設・撤去。担当箇所により「切羽機械」、「一般機械」、「本線機械」に分か

れる(以下の職種も同様に担当箇所によって分かれている)。 

 4) 「電気」－電気設備の維持管理。 

 5) 「仕繰」－坑道の維持管理。 

 6) 「運搬」－石炭・ボタ(岩石)・資材・人の運搬業務。 

 7) 「通気」－坑内の総合的な通気管理。 

 以上が七つの職種だが、それぞれの職種において、それらの職種関連の材料等を現場まで運搬する作業

なども仕事のひとつである。 

 勤務については、三井三池炭鉱では、掘進、採炭など 24 時間体制で操業しており、「採炭」及び「掘進」の

職種は、三交替制で、朝 6:30 始業(繰り込み)の「一番方」、昼 14:30 始業の「二番方」、夜 22:30 始業の「三

番方」があり、一週間交替で「一番方」から「二番方」へ、「二番方」から「三番方」へ、「三番方」から「一番方」へ

とそれぞれシフトしている。これらは、「甲方(こうがた)」、「乙方(おつがた)」、「丙方(へいがた)」の三グループに

編成され、一週間毎に交替している。また、「機械」・「電気」・「運搬」・「仕繰」・「通気」の職種でも上記同様三

交替制を編成しているが、「常一番」といって 8:00～16:00 の勤務態勢も並立している。なお、特筆される施設

として、入出坑口には、「繰り込み場」と呼ばれる、その日一日の労働を指示する場所や、労働者のための風

呂の施設がある。 
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第 3 章 炭鉱労働者のライフ・ヒストリー 

  

第１節 調査方法 

 

 調査は、1995(平成7)年の1月から8月まで、のべ20回行なわれた。インフォーマントの中には、以前(1993

年)に筆者の卒業論文のために行なったの調査で面接した人も含まれる。そして、ライフ・ヒストリー中の会話デ

ータは 1995 年 1～8 月当時のものである。 

 また、調査は、基本的にはインフォーマントの家に筆者が訪ねていき、一回当り約 2 時間のインタヴューを行

ない、1 人当り 2～3 回のインタヴューを実施した。なお、インタヴューは労働者と筆者の 2 人で行なう場合が

多かったが、労働者の妻がインタヴュー現場に労働者と共にいて発言する場面もあり、そうした場合は妨げず

に妻の語りも拾った。 

 インタヴューでは、筆者が設定したいくつかの質問について、基本的に自由に語ってもらい、その中で筆者

が感じた疑問点をさらに質問していくという方法をとった。インタヴューの内容メモは現場で筆記し、カセットテ

ープにも録音をした。「筆者とインフォーマントとの関係性」を重視するため、出来るだけ、インフォーマントが、

「何を筆者に伝えたいのか？」、「何をイメージしているのか」を考え、また、「<インタヴューをしている>という状

況とは一体何なのか」などを考えながら、質問をしたり、のちにテープを聞いたときに想起したりした。 

 なお、11 人へのインタヴューを試みたが、筆者の力量やインフォーマントの性格などから、「彼らの自己イメ

ージを全般的に語ってもらった」と思われる内容のインタヴューは 7 例で、この 7 例を今回提示する。なお、前

述のとおり、現在の三井三池炭鉱には、主に「採炭」、「掘進」、「機械」、「電気」、「仕繰」、「運搬」、「通気」の

七つの職種があり、それらの職種が分散するよう人選を試みたが、結局、「採炭」と「通気」の職種の人のライ

フ・ヒストリーは挙げられなかった。また、インタヴューを行なった労働者はすべて常用労働者であり、臨時請負

労働者(いわゆる「下請」や「組夫」と呼ばれる労働者)へのインタヴューは行なっていない。 
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第２節 ライフ・ヒストリーの記述と解釈の方法 

 

 次節より、具体的なライフ・ヒストリーの記述と解釈(分析)を行なう。その前に、解釈にいたるまでの過程を明ら

かにしておく。それは、次のような[i]→[ii]の 2 段階になる。 

 [i]「ライフ・ヒストリー記述」 

 録音テープ起こしを行ない、録音テープの再生の中から、ライフ・ヒストリーに関係する部分をピックアップし、

その会話部分をインフォーマントの会話体をできるだけそのままで、トピックごとに編集し、トピックの表題を付

けたものを「ライフ・ヒストリー記述」と呼ぶことにする。 

 [ii]「ライフ・ヒストリー解釈」 

 上記[i]「ライフ・ヒストリー記述」を、会話内容をもとに、インフォーマントのことばの内容を残しつつ、調査の状

況など考慮し、労働者の自己イメージについての解釈を加えたものが、[ii]「ライフ・ヒストリー解釈」である。 

 具体的な方法は、[i]「ライフ・ヒストリー記述」で付与したトピック(見出し)に従って、さらにトピックを編集しなお

し、会話、調査の状況、筆者の解釈を筆者のことばで補いながら簡潔に記述するというスタイルを採用した。 

 そうしたトピックの選択・編集および、解釈は、筆者の基準によってなされている。その基準は、インフォーマ

ントによる、労働者の日常の炭鉱労働および、労働や人生における結節点に対する労働者のイメージ(たとえ

ば、就労前後、危機意識、事故被災、恐怖感、坑内・坑外でのエピソード、ふりかえって、など)の語りの内容そ

のものによる基準と、「筆者の共感が知覚された」という基準の 2 つである。さらに、「彼らが筆者に何を伝えた

いのか」とか、「彼らは、どうしてそのような発言ないしは表現をしたのだろうか」とか、「このような共感はいった

いどのような状況で生まれてくるのか」といったことに注目し、筆者の経験と照らし合わせたうえで「解釈」してい

る。  

 表記方法としては、はじめに「生い立ち・基礎データ」として、その人の炭鉱就労までの話を中心に、現況も

含めて客観的な内容のみを記述し、次にライフ・ヒストリーの記述と解釈を行なう。 

 このライフ・ヒストリーの記述と解釈には次のようなスタイルを採用した。それは、 

 <トピックを挙げたのち、[i]「ライフ・ヒストリー記述」を記し、一行空けてすぐに[ii]「ライフ・ヒストリー解釈」を述

べ、次のトピックに移項する> 

というスタイルである。 

また、[Ａ]「ライフ・ヒストリー記述」の具体的な記述方法は、基本的には 

＜──･･･<筆者の質問のことば>･･･「･･･<話者の語り>･･･」＞ 

という方法を採用した。なおトピックで明らかになっている筆者の質問は場合によって削除している。 
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 第 3 節 事例 

  

  事例 1 Ａさん   

 

＜生い立ち、基礎データ＞ 

 Ａさん(インタヴュー当時のデータ； 年齢：54 歳、職種：本線機械、勤務年数：20 年間勤務、現役／退職の

別：現役 以降の事例はデータのみで項目省略)は、1941(昭和 16)年 11 月 19 日、台湾で生まれた。

1946(昭和 21)年に両親とともに叔父叔母の住む熊本県荒尾市のＯ社宅15へと引き揚げた。叔父は三池炭鉱

の労働者(電気と掘進を経験し、じん肺を患った)であった。 

 彼は、1956(昭和 31)年度、荒尾市の中学校を卒業し、1957(昭和 32)年に自動車整備学校に１年間通い、

1958(昭和 33)年に久留米の自動車整備工場で働き始めた。さらに、1960(昭和 35)年、大阪で自動車整備

工として働き始めるものの、1962(昭和 37)年に、体調を崩し、1965(昭和 40)年には大牟田ヘ帰り、大牟田市

内の製麺工場に就職した。1969(昭和 44)年にＨさんと結婚し、翌 1970(昭和 45)年に長男(なおこの長男は

筆者の小中学校時代の友人)、1971(昭和 46)年に次男をもうけた。1972(昭和 47)年に合板会社で働き始め

るが、1976(昭和 51)年にこの合板会社が閉鎖になったため、1976(昭和 51)年４月、炭鉱に就労することにな

った。 

 彼は、三川鉱(平成元年に有明鉱に一本化される)に就労し、機械を担当していた。出勤はずっと三交替で

ある。住居は、昭和 51～53 年に県のアパート、昭和 53 年～平成 5 年までが三井のＯアパート、平成 5 年か

ら持ち家(一戸建)に住んでいる。なお、1996 年の誕生日(11 月 19 日)で定年退職となった。 

 

・動機 

「ちょうど合板がつぶれたもんじゃけんね、閉鎖になったもんじゃけんがらもう、しょんなかけんがらね、炭鉱に行ったわけで

すね。他にも有明機械とか有明電気とか募集しよったけど、給料安かったのね、で、“炭鉱に行くしかない”と思て炭鉱に

入ったんです。」 

「結局経済面です。子どももおったしね。炭鉱に入った頃は(子どもが)小学校の 3 年と 4 年やったですね。」 

  

彼は、炭鉱に入った動機として「結局経済面」という。もちろん、前に勤めていた会社が閉鎖となり、2 人の子

どもが小学生であったこと、炭鉱と比較して他の企業の給料が安かったことがきっかけとなっているが、そのい

ずれも経済面、すなわち炭鉱での高収入と結びついている。 

 

・就労前のイメージと就労直後のイメージ 

──炭鉱に勤める以前の炭鉱のイメージはどうだったですか？ 

「やっぱね、あんまいいもんじゃなかったね。怪我とかね、聞きょったけんね、爆発(昭和 38 年の炭塵爆発事故)もあったし。

ちょうど大阪におった時に、爆発のニュースを聞いたもんやけん、やっぱイメージがね、炭鉱は。あんまり入りたくなかった

けど。やっぱ抵抗感はあったですね。全然見たことなかったしね。」 

──入ってからはどのように感じられましたか？        

「怖いとかはなかったですね。まあ、入った当時は何でん不安やったけどですね、今は当たり前なってしもてですね。ひと
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つはゴミですね。前のマスクのフィルターは汗かくと息されんやったけんね。珪肺にだけはならんごとしとかんならね。炭鉱

の人は珪肺の多かもんね。」 

  

 就労前は「あまりいいもんじゃなかった」といい、その要因として炭じん爆発事故のニュースを挙げている。さ

らに、「(炭鉱に)あんまり入りたくなかった」とか、「抵抗感があった」といい、それは「全然見たことがなかった」こ

とが大きな要因となっているようである。しかしながら、就労直後は、「入った当初は何でも不安だったが、怖く

はなかった」というように、就労前のイメージが徐々に払拭されていったようである。また、彼の叔父が三池炭鉱

で珪肺を患ったためであろうか、「珪肺にだけはならんように」防塵マスクについても触れている。 

  

・仕事の内容・現場のイメージ 

──仕事の内容は具体的にはどういうものですか？        

「そうですね、まずは、本線16関係のベルト当番。あとは機械の据え付けとか。あと、巻き上げ機ですね。巻き上げ機とポン

プの巡回を交替交替しよります。」 

──巻き上げ機はどういう機械ですか？        

「うんと、モーターがだいたい大きいので 300 キロ(kW の意)。切り羽に行くにつれてだんだん小さいのになっていって、一

番小さいのは 37.5 キロですね。それがホイストていうんですよ。大きいのはホーリングちゅうです。」 

──石炭を運ぶ機械なんですか？        

「石炭はベルトで上げよるけんですね。巻き上げはほとんど材料関係と人車です。」 

「(自分の仕事場で、乙方の)本線はホーリングが 2 台とポンプ巡回があるから、3 人で 3 日交替で仕事しよるです。」 

──炭鉱の坑内の状況はどういう感じですか？        

「案外に、(自分の現場の本線は)一般に考えるほど(暗くはなく)明るいです。蛍光灯点いてるから。切羽関係なら暗いけど

も。」 

──温度とか湿度とかはどうですか？        

「だいたい、本線関係で 27℃ぐらい。切羽に行けば 30～40℃近くあるとじゃなかろか。そん時はクーラーで坑道を冷やす

です。冷凍機があるけんですね。」 

──(筆者はあらかじめ、Ａさんの耳があまり近くないことを聞いていたので)耳が悪いのはやっぱり音がすごいんですか？        

「モーターの音ね。坑内の電話が聞こえんとたい。家でもテレビの音量がずーっと上がっていくです。」 

──耳が遠くなったのはいつごろからですか？        

「炭鉱入って 5、6 年してからやろね。“だんだん遠なりょんな”て分かったのが。1 日モーターの音聞いとるけん。」 

──仕事のきつさはどうですか？        

「別にきつかとかいうことはなかばってんね、なにもないときはね、ただ、パイプが破れたりしたときは忙しかですね。」 

──重いものを抱えたりすることはあるんですか？        

「うーん、ま、ひとりできかん時は係員ば呼ぶけんね。パイプが 30 ㎏やろな。長さが 5.5ｍあるけんね。中には何人かでイナ

ワんといかん17ともあるですよね。それで、もう何年前やろか。肩が動かなくなって。まだ、今でん痛か。だいぶ治ったけどね。

ボール投げられんもんね。病院に行ったけど原因な分からんとですよ。レントゲンとったけどね。炭鉱マン18は腰とか肩とか

やらるっとよね。」 

──賃金は出来高になるんですか？        
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「そうですね(と言って、Ａさんが給料明細を取ってくる)。(明細を筆者に見せながら)えーとね、これがホーリング(5027 円)、

これが巡回(4620 円)、これが基本給(3504 円)。こりゃ(基本給は)自分の固定の基本給。これが能力給(1850 円)で、これ

が出来高(空欄)たいね。」 

──じゃ、採炭とか掘進の人みたいにどれだけ仕事してどうとかいう部分は少ないんですね？ 

「そうそう、採炭掘進の人たちは請負ですけんね。」 

  

彼の現場は、本線(基幹坑道)の勤務のため、「一般に考えるほど(暗くなく)明るい」が、同時に切羽につい

ては、「切羽は暗い」とか、「(切羽の温度が)30℃～40℃近くあるのでは」と発言し、自分の現場はともかく、切

羽の苛酷な条件を言っている。ただし、彼の現場も、「(モーターの音で)坑内連絡電話が聴こえない」とか、

「耳が遠くなっている」ような現場である。実際、彼とのインタヴューにおいて、筆者の声が聞き取りにくいので、

“えっ？”と聞き返す場面や彼の妻が筆者の発話の通訳になる場面もあった。また、賃金は彼の本線機械とい

う職種では「固定給」に近く、採炭や掘進が請負であることを指摘している。 

 

・事故・怪我・恐怖体験など 

──今までの中で一番怖かったことは何ですか？        

「怖かったつね。何回かあるね。」 

──具体的に何かありますか？        

「いいえ、なか。ただ、“はっ”としたのがね、巡回で歩いて行こったつよね、車道の横をね、そして、ホイストを他の人が巻い

とったのよね、で、“巻きよるな”ちゅうとはわかっとるんよ。ただ、何気なく車道の中ば歩いてるんですね、それで、ちょっと

(石炭を積み込む炭罐に)手の当たったこつのあったね、スピードが遅かったから良かったけど。やっぱボーッとしとったつ

よね。運転手のおるやろ、して、ちゃんと「棹取りさん」ておって、10ｍ位先におるわけよ。して、巻くときはベルがなるわけよ。

で、“来よるばいな”て思とって(なぜか)自分は車道のなかに入っとるわけよね。あと、一つはベルトに巻き込まれそうになっ

たこつのあるね。ベルトの原動機の炭跳ね(発火や炭塵爆発防止のため、付着した炭の粉末等を取り除くこと)しよったわけ

ね、炭跳ねしよってから、離さんらしかもんね。離せばスコップだけ巻き込まれて済むばってん。それで何名か死んだ者の

おっとたい。」 

──巻き込まれたときはどんな感じだったんですか？        

「うん、やっぱ、ひやっとしたね。ほとんどみんな経験し取るはずよ。やっぱうっかりしとるとやんね。そういう時はね。」 

──巻き込まれたのはいつ頃ですか？        

「これはもう、十何年なるね、今は巻き込まれんように、鉄板のカバーをつけてあるもんね。」 

──有明鉱の事故の時はどこにおられたんですか？        

「その時は三川鉱やった。風が全然別やったですもんね。あん時はまだ、三川鉱と有明鉱は貫通しとらんやったはずで

す。」 

──事故とか怪我の状況はどうですか？        

「最近はあんまりなかばってん、前は多かったもんね。炭鉱の軽傷ちゅうたら障害者になるけんね。もう重傷ちゅうたらほと

んど死亡に近かです(笑)。今は案外良かと思うよ。前は悪かったらしかもんね、だいたい、今でもよその炭鉱と較ぶっと三

池は怪我人が多いちゅうもんね。結局、私が思うとには、採炭とか掘進は請負でしょうが。そいけん仕事した量で金もらうで

しょうが。そいけん、急いでして保安面を疎かにしとるとじゃなかろうかと思う。」 
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 「怖かったのは何回かある」という発言の通り、彼は幸いにも大きな事故や怪我には遭遇していないものの、

事故や怪我の一歩手前の体験が数度あったようである。いずれも「ボーッとしていた」とか「うっかりしていた」の

で危険な目にあったと発言している。また、いずれの場合も、人為的ミスにより機械設備から被る被害であるこ

とが注目されよう。また、彼自身の分析として、彼の職種(本線機械)以外の職種の危険性について述べ、「請

負(給の職種)は、仕事しただけ金がもらえるので、保安面を疎かにしている」という指摘があった。 

  

・危機意識とその解放および信仰 

「とにかく今気をつけるのは天井ですね。枠と枠の間からボタ19が落ちてきたりするから、休憩しとってもですね、意識的に

天井を見るようにして。」 

──上がってくる20ときにほっとするとかそういう感じはしますか？       

「うん、そりゃやっぱりね、もう仕事終わって上がってくるとほっとするね。明かりの見えるでしょ。するとほっとするですね。煙

草がうまいんだよね。」 

──前の日の夢見が悪かと休むという人がいますが、Ａさんはどうですか？ 

「うーん、ないですね。機械関係は賃金安いからね。」 

──繰り込みの時に山の神21には参られますか？        

「ええ、一礼してからね。こりゃ全員。」 

──山の神様は信じてありますか？        

「ある程度ね、“今日一日安全でありますように”ちゅうこつで頭下ぐっとやけんね。」 

──出勤するときとか、家の神棚とか仏壇とか参られますか？        

「ううん(参りません)。」 

「(Ｈさんの発言)全然参らない(笑)。私なんかは毎朝ね、それはもう“(家族の)みんなが無事でありますように”というのはあ

たしなんかはしますけどね。」 

「(Ａさんの発言)たまにはしっかり参るね、お仏壇にね、“お陰で一日すんだから”ちゅうてから。」 

  

 <就労前のイメージと就労直後のイメージ>項での筆者分析の「就労前のイメージが徐々に払拭」とは、一見、

矛盾するが、「意識的に天井を見るようにしている」とか、「怖かったのは何回かある(承前)」という発言も聞かれ

た。また、「仕事終わって上がって、明かりが見えるとほっとする。(その時の)煙草がうまい」という発言は、坑内

での無意識上の恐怖や危機意識が垣間見られる。また、「(以前は)一番方や三番方上がりの帰宅途中に気が

合う同僚と飲んでいた」など、飲酒によって気分の転換を計っていたようである。彼は、山の神に一礼(一礼は

半強制的に儀礼として全員している)するときに「“今日一日安全でありますように”ということで頭を下げてい

る」とか「たまには家の仏壇に“お陰で一日すんだから”しっかり参る」と発言しているように、何らかの安全に対

する信仰を持っているようである。ただし、夢に対する信仰については否定している。 

  

・出勤 

──休みはどういう風になっていますか？       

「休みはだいたい毎週だけども、私はずっと(月に)28 日出よるです。日曜日はほとんどポンプ巡回とかパイプ補修とか。」 
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──休みたいと思うたときは別に行かなくてもいいんですか？        

「うーん、休みたいけど休まれん時もあるですね。人間がおらずに。今、人間が減ったからですね。」 

──他の人の話では<休みたいときに休める>という話を聞いたんですけど？ 

「私は替わりがいないんです。ホーリングちゅうのはね、有資格者だけなんです。」 

──仕事にあまり出らん人もいるとでしょ？        

「うん、そうですね。“よう生活さるるな”と思う奴もおるですよ。」 

「(Ａさんの妻、Ｈさんの発言)昔なんかは“会社に行く”いうてね、途中でいかずにポイント22してたということもあるね。今は

それはないそうですね。」 

「(Ａさんの発言)前はね、会社に来てから帰りよったからね。」 

──ご自身では「ポイント」したことがありますか？        

「一回だけあったろ？一回位あったごた気のするなあ。前はもう、それだけやっぱり会社が甘かったですね、今はそげんか

こつされんです。今はね、もう、必ず、休むときは繰り込みの 1 時間前に連絡しとかんといかんです。やかましなって。」 

「(Ｈさんの発言)人事の方にね。電話をね。職番と理由をいうてですね。他の時は用事があるときなんかは特定休暇とかあ

るでしょ。お父さん(とＡさんに話をふる)。」 

「今、毎月特定休暇が 2 日あるもん。だから、2 週間に 1 回は連休になるですね。」 

「(Ｈさんの発言)もう、うちなんかほとんど出て(出勤して)ます。」 

「(引き続きＨさんの発言)だいたい 6 日ぐらい休みになるですよ。で、炭鉱はね、月に 1 回休むようになってるのよ。坑内員

は。1 日休まんとやかましかっです。」 

──実際は 28 日ぐらい行ってあるんですね        

「うん、そうですね、私が出よっとがですね。」 

─休まんといかん 1 日以外は、休みの日でも出ちゃいかんということはなかとですね？ 

「うん、そりゃもう、自由です。現場でね、自分休んでも替わりがおれば、休んでよかっです。私どもは話おうて休むわけで

すね。3 人しかおらんからね。“頼んどくばい”ていうてから。必ず 2 人いるもんですから。巻き(ホーリング)が。」 

「(Ｈさんの発言)採炭・掘進は 25 日出ればいい方ていうからね。」 

「(Ａさんの発言)ああ、よかよか。ほんとね、体が無理するからね。そういえば、今はよう出よるね。採炭とかよう出よるよ。や

っぱ機械化したからそれだけ楽になったつかもしれん。昔と違てね。も、機械がするもんやけんが、前のごとはきつなかっじ

ゃん。中には仕事しよらん者もおったいね。私は、特別休暇をもらっても、出よるから(出勤するから)ね、毎月 2 つづつ売り

よったい。売られるわけ。」「今、機械は出勤が悪いからね。今日も(係員が)いいよったけど、採炭・掘進は出勤率が、85％

過ぎとって、機械は 70 何％やん。だけん、目立つとやんね。肉体労働する者が出勤の良かっですたい(笑)。ただ、本線関

係は出勤率の良かっですよ。」 

  

 「日曜日も含め、月 28 日出勤している」というが、「休みたいけれど休めない」こともあり、それは、彼が休むと

「(資格の必要な自分の仕事の)人間がいない。今、人間が減っているから」だという。また、よく休む人間に対

しては、「“よく生活できるな”と思う奴もいる」や、「自分もおそらく一回だけポイントしたことがある。前は会社が

甘く、今は会社も厳しくなりそんなことは出来ない。」との発言から、彼は、全般的には勤勉であったようである。 
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・友人 

──友人は炭鉱の人が多いですか？        

「そうですね。同僚ですたいね。」 

──職種も同じ人が多いですか？        

「やっぱ、そうです。機械は機械で。職場分会ていうのがあるんで、それで忘年会したり、旅行行ったりしよるけんですね。」 

──仕事が終わって帰って来る途中に飲みに行くとかはありますか？ 

「うん、そうですね。たまにですね。前はたいがい行きょったね。5、6 人ね。」 

「(妻のＨさんの発言)前は、三川鉱のときには、あの、ちょうど酒屋さんがあるんですよね。だから、そこに皆さん飲んでね。

うち(の夫)は(家が)近かったから歩いていけたから(飲んでいた)ね、車にも乗らないからね。」 

「(Ａさんの発言)三川鉱の正門の斜め前にあったもんやけんね。だから、一番(方)上がりとか三番(方)上がりね。三番の時

は朝ですけど、(店を)開けとらすけんね。で、気の合うとだけで飲んで。」 

──だいたい何人ぐらいで？        

「だいたい 3 人か 4 人ですね。いま、5、6 人グループがおるですたいね。」 

─それは繰り込まれたときの、グループですか？        

「同じ方で今、機械で 30 数人おるじゃろ。その内の親しい者だけですね。例えば、うちが家を新築したときにね、その人た

ちとお祝いして。旅行に行ったり、お互いに何かあるときはみな加勢してから。」 

─他には何か趣味などがありますか？ 

「(Ｈさんが回答)仕事一筋ね、趣味も何もないね(夫に同意を求めている)、お友達の方は魚釣りに行かれるですよね。お

友達が船をもってあるから。だけど、交替で出勤しないといけないもんだから、ほとんどうちが出勤するもんだから。お友達

は魚釣りに行ってありますけど、うちは魚釣りには行かないみたいですね。何も趣味がないもんだから、ただ仕事だけん(Ａ

さん、照れ笑いしながら頷く)。たまに飲みにいくのが楽しみでね。」 

  

 「友人は同僚であり、飲みに行ったり、旅行や新築祝いをする」間柄だという。また、彼の妻は、「夫は仕事ばっかりで魚

釣りなどの趣味もない。たまに飲みに行くのが楽しみ(みたい)」と発言し、彼も照れ笑いしながら頷いている。このように、友

人と飲酒することがＡさんの楽しみのひとつのようである。 

  

・住居 

─Ｏアパートにいてあった時の近所付き合いとかはどうでしたか？ 

「(Ｈさんの発言)近所付き合いは、方が違った人もいたけど、昔の四山、三川、といろいろ入ってましたんでね、あそこは。」 

「(Ａさんの発言)あの時は、Ｏアパートは、四山の社宅だった人を優先的に入れたわけですね、四山社宅を潰すもんだけ

ん。」 

──じゃ、四山鉱の人が多かったんですか？ 

｢(Ｈさんの発言)あの時は、1 棟のうちに、12 軒あったでしょ、それで三川が 5 軒、本所が 1 軒あって、あとは、四山だった

から、全然職場も違うしですね、方は同じ階で、一緒の方だったですけど、職種はばらばらだったです。けっこう、みんな職

種違っても、美化運動(アパート周辺の清掃活動)とか、あんな風なのがあった後に親睦という意味でね、みなさん家族全

部でね、集会所みたいな所で食事したりですね、そんなのはあってましたけど、今は分かりません。」 

「(Ａさんの発言)組合からね、地区にいくらか金が出るんですよ。一人あたりいくらてね、月に。安いけどね、それで、美化
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運動なんかした後に一杯飲むとかね。地区で。」 

──社宅の雰囲気とはまた違った雰囲気なんですか？ 

「(Ｈさんの発言)そうね、違うみたいよ、アパートだから 1 軒 1 軒でしょ。だからドアひとつであれだから、それこそ、付き合い

もしなさらん人もおんなさる。若い人なんかね、ごあいさつぐらいで。同じ年配の人とは親しくしてましたけどね。わりと若い

人が多くて、うちが一番年配の内だったもんね。」 

「(Ａさんの発言)やっぱ、三交替の人はアパートが良かごたるね。アパートは戸締まりが良かでしょうが。長屋はね、空き巣

が入るけんね。そうすっとアパートが安心ですね。」 

ご主人が小さいころおられたＯ社宅はどんな感じだったですか？ 

「あん時はやっぱね、みんなが、賑やかやったね。社宅の中で運動会やったりしよったから。あの頃が一番炭鉱が良かった

とやなかとかね。社宅の近くに池があってね、そこで、鰻とか鯰とかおったもんね。」 

──その頃は社宅の、よその家でご飯食べたりとかいうことはありましたか？ 

「そんなことはなかったですけどね、あの頃はテレビが珍しかったけん、見に行きよったですね。」 

  

 彼と彼の妻は、アパート形式の社宅に長くいたが、「アパートに集会所があって美化運動の後などに宴会を

していた」ものの、「若い人が多く、ドアひとつで(プライバシーが保たれる)から、付き合いもしない人もいた」と

いう。アパートでの付き合いは、社宅と比較すれば表面的なものだと言えよう。 

  

・喧嘩など 

──炭鉱の中で喧嘩とかいざこざがありますか？ 

「うん。前はあったよ。今はない。ただ、一遍見たのがね、炭鉱入って 2 年ぐらいかな。坑内で喧嘩しよってね、で、何日間

か自宅謹慎。2 人ともね。」 

──何が原因やったとですか？ 

「やっぱ、仕事のことやなかでしょかね。採炭、掘進は出来高やけんね、やっぱ現場によって違うでしょうが。悪いところ行く

と金がない(もらえない)し。」 

──機械はそういうことはないんですか？ 

「そらない。今は“いや”ちゅう者はおらんしね。繰り込まれた所に行くけん。前はね、(現場が)“気にくわん”ちゅうて繰り込

み場で帰った者もおるとたい。」 

──その<前>っていうのはどれくらい前ですか？ 

「もう、10 年位前じゃなかでしょか。」 

  

 喧嘩の経験はないものの、「前はあった」という。また、彼の発言は、現場や時代によって喧嘩が起きる状況

が様々であることを示唆している。 

  

・労働者全体について 

──労働者の、男ばっかりの団結とか感じるときはありますか？ 

「うーん、炭鉱マンちゅうのは、あっさりしとるです。みんな。スカッとしとるです。みんな。」 

──昔働いてあった整備工場とか製麺工場とかと較べて、<団結>というのはどうですか？        
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「団結ですね、もう今はね、組合離れしとるごたですね。あまり、組合の執行部ばあてにしとらんごたる。“言うたっちゃ一緒

たい”ちゅう感じやんね。どうしても会社寄りやけんね、新労はね。もう、あてにしとらんたいね。」 

──人情とかそういうところはどうでしょうか？        

「やっぱ、“自分は自分”じゃなかっじゃろかな、みんなね。人のことまで構うとられんもんね。前はそうじゃなかったろうばっ

てんね。そのために、いろいろ相談するために(労働組合の)職場委員とか代議員もおるとばってんね、前はね、(組合側

が)現場のこつば“こげんこげんしてくれ”て言いよったけど、今はあんまり言いよらんごたる。」 

──本線機械で優良な労働者はどんな人ですか？ 

「そりゃ、係員が廻ってくると分かるもん。手入れしとるとか、清掃しとるとか。」 

──係員の前だけよく仕事をする人とかいますか？        

「中にはおるごたるね。特に、炭鉱の場合は誰か来よると明かりが見えるからね。」 

  

 彼は、炭鉱労働者に対して「炭鉱マンはあっさりしている。みんなスカッとしている」と評し、「新労組員は、

“言っても同じ”ということで(会社と馴れ合いの)新労組執行部をあてにしていない。組合離れしている」と語っ

ている。これは、現在の三池炭鉱の多くの労働者のイメージが、一部の著作物などにみられるような＜被差別

民＞でも、三池争議時にみられたような<最後まで団結して戦いぬく>労働者でもない、という可能性を示唆し

ているであろう。 

  

・会社へのイメージ 

──会社に対してはどんな感じをもってますか？ 

「新労は(会社との)関係がいいですね。だいたい会社と話し合ってしよるから。だから、あんまり、昔んごつ“おいこら”とか

絶対言わんね。昔は言いよったらしかもんね。“おいこら”とかね、顎で使うたりね。もう、今ね、職員も一緒に仕事しよるよ。

うん、だいたい職員ちゅうとは、みんなの保安を守ったりというとばってん、今は人間のおらんもんだけんね、どうかすると係

員が一緒にしよるもん(笑)。」 

──その他に、会社に対してのイメージで、例えば<労働者をこき使っている>とか、 

<普通の企業とあまり変わらない>とかありますか？        

「うーん、そうですね、私はそうないですね。でも、炭鉱ちゅうとはね、仕事をしても、出来高はいいですよ。だけども、仕事

をしても、せんでも変わらんわけですよね。この、ホーリングでも、巡回でも、仕事をしたっちゃせんだっちゃ変わらん。固定

給になっとるわけでしょが。だから、その点にやっぱ不満がありますね。してもせんでも変わらんですたい。給料は。年数の

長か人は高いでしょが、基本給が。ね。で、それ(基本給)に対して能力給も高うなるけんね。昔はね、残業の付けよったつ

よね。係員が。仕事した分残業つけよったです。でも、今はそれがないですもんね。(係員が)“今日はきつかったな。(良く

仕事をしたね)”ちゅうてね、残業付けてくれよったっです。早う上がってもね、別に遅う上がったごつしよったっです。もう、

今は全然そげんかこつはなかです。もう、そうやな、10 年ぐらい前からね。あとは係員が飲みに連れていったりね。今は全

然なかね。(炭鉱以前の職場の)合板のときはね、ボーナスで差を付けよったもん。ボーナスでね、Ａ、Ｂ、Ｃてあったもん。

ランクがね。勤務状態のいい人はＡ。そういう楽しみはあったわけですよ。で、炭鉱に入ったらこれがなかでしょが。ま、あく

までも入った年数、勤続年数式だけんですね。」 

──また職種が違う人になると違うんでしょうかね？、例えば採炭とかになると？        

「そうですたいね。だいたい、採炭とかは出来高で、請負は 5、6 人で、バーッとその日のね、先山23がね、“今日はどしこ進
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もうか、何ｍ進もうか”ていうてね。そして、やっぱ、先山が一番(賃金が)高い。一番下の人が一番安かったいね。」 

──機械のなかでは先山さんとかそういうのはあるんですか？        

「それはね、常一番はある。常一番ちゅうとほら、機械の据え付けとか、きつか仕事ですよね。揚炭（採掘した石炭を坑外へ

移送すること。写真 6.参照）関係の三交替は当番はなか。当番はだいたい決まっとる。」 

──常一番か三交替かは自分で選べるんですか？        

「いえ、こりゃ上から言うてくっです。三交替はほら、もう常一番の仕事きつかでしょうが。だからもう、“自分の体が持てん”と

いうと、三交替の方にまわしてもらうことはあるです。」 

──三交替の方が楽なんですか？逆のような感じがするけど。        

「楽です。常一番はやっぱきつかですもん。ただ、常一番した者は“三交替はいや”ていうもんね。私どもは三交替の方が

いろいろ用事が出来るけんね。常一番の方は(平日昼間に)休まれんからね、何か用事があると休まんといかんです。免許

の切り替えとか。そういうときに(三番方は)よかですね。ま、あとは私が不満なのは退職金ですね。安か。あー、鉱山労働者

は安かですね。公務員とかと比べてね。30 年勤めて 1500 万(円)ぐらいじゃなかろか？」 

  

 「昔は、会社側の職員(係員)が“おいこら”と言って顎で使っていた」ものの、係員は「残業をつけてくれたり」、

「飲みにつれていってくれたり」していたという。しかし、今では、「人員が不足しているので係員が手伝うことも

ある」という。また、彼の職種は、名目は出来高であるが、「(仕事を)してもしなくても変わらない。(事実上)固定

給になっている」とか、「退職金が安い」といった不満を漏らしている。これらのことから、以前は、係員が高慢な

態度で一般の労働者に接していた様子がうかがえる。 

  

・自己イメージ、ふりかえって 

「仕事だけは責任持ってしてきたけんね。今まで。お陰で上司からも信頼されとるから。仕事に責任持たんと出勤も悪いし

ね。私は係員から言われてすっと好かんけんがら、言われる前に何でんしよったけんね。せん者もおっとやんね。言われん

と、せんちゅう者もおるし、してもせんでも給料は変わらんめが。そいけん、その点が炭鉱はだめね。」 

─一番、<炭鉱の仕事をしていて良かったな>ていうのはどういうことですか？       「良かったなちゅうのは、やっ

ぱ給料面ですよね。炭鉱に入っとらんなら、子どもを大学出しきらんやったと思う。」 

「今は入って良かったと思っとる。何年か前に“入って良かったな”と思たですね。経済的にですたい。今まで怪我せんでし

たから。もう来年定年になるです。定年までおって、20 年と 6 ヵ月ですね。」 

  

「仕事だけは責任持ってしてきた。上司からも信頼されている。そのために係員から言われる前に仕事をやっ

てきた」と言い、今までをふりかえって、「経済的に良くなり、子ども2人を大学に行かせ、今まで怪我もしなかっ

たので“入ってよかったな”と数年前に思った」という発言をしている。彼自身の自己イメージは、＜責任感を持

ち、上司から信頼されている労働者であり、今までの仕事、報酬、生活に満足している＞といったものではなか

ろうか。 
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事例２ Ｂさん 

  

 Ｂさんに対しては、'93 年にインタヴューをしており、そのときの録音データは存在していないため、'95 年イン

タヴューは、'93 年にインタヴューの再確認と新しい質問を加える方式にした。しかしながら、会話の状況から、

基本的なデータが前提となってお互いに会話しているため、ここに、'93 年インタヴューを含めたデータを＜生

い立ち･基礎データ＞として提示する。 

  

＜生い立ち・基礎データ＞ 

 Ｂさん(58 歳、仕繰、26 年間、退職)さんは、1937(昭和 12)年に三池炭鉱労働者(運搬)の父、主婦会活動経

験のある母の長男として生まれた。父の弟、母の兄３人ともすべて三池炭鉱で働いていたという。Ｂさんの兄弟

は弟一人で、市内の化学工場で働いていた。幼少時は社宅で過ごし、戦時中はＫ社宅、戦後は馬渡社宅に

住んでいた。中学は、市内の中学(Ｋ中学校)を卒業し、Ｋ高等学校へ進学し、1956(昭和31)年に国鉄の臨時

社員となり二年間切符切りを経験したのち、1958(昭和 33)年に神戸の造船所に勤務している。1961(昭和

35)年に社宅時代に近所であった、Ｉさんと結婚、彼女の兄は炭鉱職員であった。神戸の造船所に勤務して７

年目の 1965(昭和 40)年に、なかなか仕事や生活に慣れず、会社を辞め、大牟田に戻る。そして、同年、つま

り 1965(昭和 40)年に、三井鉱山に入社、仕繰夫として宮浦鉱に就労することになる。なお、当時は、1960(昭

和 35)年の三池争議直後で、会社が途中採用を大幅に行なっている時代であったため、炭鉱への再就職が

比較的容易に可能であった。昭和 38 年から昭和 40 年当時の宮浦鉱の職員番号が 40000 台のケタの人だ

ったため、昭和 38 年から昭和 40 年前後の途中採用の労働者は「４万台」と呼ばれている。また、彼と入れ代

わりに、彼の父は 1964(昭和 39)年に炭鉱を退職している。彼は、宮浦鉱、三川鉱、有明鉱、事務所と現場を

移っている。また、労働組合は新労組(三池争議以降の新入労働者はほとんど新労組員)である。1988(昭和

63)年には、足の靭帯損傷の事故に遭い、1990(平成 2)年に事務所に復帰、1992(平成 4)年度に 54 歳で退

職した後は、大牟田高等技術専門校に 1 年間通い、職業訓練工の資格を得ている。炭鉱退職後は、アルバ

イトで大牟田職業安定所の事務をしている。彼は、入社以後、1992(平成 4)年退職後もずっと馬渡社宅に住

んでいた(前述のとおり、彼の少年時代も馬渡社宅に居住していたが)。しかしながら、1992(平成 4)年に馬渡

社宅の廃止が決定し、1994(平成 6)年 9 月に、彼の所有する持ち家の居住人に出ていってもらい、その持ち

家に引っ越した。彼が馬渡社宅最後の居住人であり、彼が引っ越した直後、社宅家屋が取り壊された。彼の

仕事は「仕繰」と呼ばれ、坑道の維持(枠などの修正、発火防止策など)・坑道維持のための坑木や資材の運

搬をしていた。なお、宮浦鉱では開発仕繰、三川鉱および有明鉱では払い採炭の仕繰をしていた。 

 

・動機 

──炭鉱に勤められた動機は何ですか？        

「あのね、その時は結婚して子どももいたでしょうが。社宅に親父達と同居しとっても子どももおるし、迷惑かけるし、どうせ、

炭鉱に入れば(別居できる)社宅もあるやない。そして、“別に深く考えんでいいや”ちゅうことでま、入ったことになるわけで

す。たまたま、途中採用が出てたんでですね。」「その当時は試験があってないようなものだったからね、こう言ったらなん

だけど、字を書くことが出来ない人もいらっしゃったし、だから、坑内は、まずその、力があればいいね、そして、人に迷惑

かけない人が一番よ。だからちっと利口になって、ああだこうだというような人は嫌われるね。そして休む。まず、一日も休ま
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んで出ていくことです。」 

  

 彼は、神戸の造船所を辞めたのち、大牟田に帰ってきた。炭鉱労働者を父に持っていたため、「結婚して子

どももいたし、炭鉱に入れば(別居できる)社宅ももらえるので、“深く考えないでいいや”ということで入った」と

語っている。なお、「当時入った労働者の中には字が書けない人もいた」とか、「当時は就職難で、いろんな人

が入ってきた。過去にいろんな歴史を背負ってきた人。学歴も中卒が多かった。」(後述)という発言のように、

様々な人が入って来たことを示している。当然ながら、彼の動機の中には、父親をはじめとする周囲の人間が

炭鉱労働者だったという要素も考えられよう。 

  

・就労前のイメージと就労後のイメージ 

「もう、一応、子どもの時から炭鉱の息子としておるから、そこまで感じらんやったね。」「最初に行ったときは、“わあ、これは

地下工場かな？”と思うたよ。最初見学させてくれるじゃない。いい所ばーっかりね。“わあ、地下にこんなに広く場所がとれ

て上がよく落ちないな”と思ったもんね。そりゃ 1 日やったね。最初入坑するときね、ちょっと恐怖感あったね。宮浦の斜坑

を下りていくときね、山型に波うっとったけんね。」 

──仕事を始められてどうだったですか？        

「その当時は、やっぱ、就職がないもんだからいろんな人が入っとるわけよね。<4 万台>ちゅうて職番があったわけよ。宮浦

では 40001～40900 位まであったかね。三川・四山やったなら 7 万台だったかな。いろんな人が来とるわけね。過去にい

ろんな歴史を背負ってきた人。学歴もどちらかといえば、その当時は中卒の人が多かったよ。ま、そういう中においてね、力

関係がどうしても出てくるわけね、若い人ばーっかだから。でね、力、腕力のある人のほうがね、いい仕事するわけよ。“先

山・後向き”て聞いたことあるでしょ、そすと、“わが先山”でいけば(率先して熟練坑夫になれば)、後向きをつれていけるじ

ゃない、そして物も持たせたりなんたりされるしね。それがいいとは言えないけど、やっぱそういう風な習慣的なやつがもう

既にあったわけね、我々が行ったときに。」 

「“健康であるならだれでも勤まるな”と思った。そして、相手にもたてつかなければ。」 

  

 就労前のイメージは「炭鉱の息子だからそれほど特に感じなかった」といい、見学時は「いい所ばっかり」だっ

たので、「“わあ、これは地下工場だな”と思った」ものの、いざ就労してみると「ちょっと恐怖感があった」と述べ

ている。このように、就労してみてはじめて恐怖感を感じているということは、彼の父が炭鉱労働者でかつ彼が

社宅育ちであったので、坑内についてだいたいのことは知っているものの、現実には行ったことがないというこ

とに由来しているものと考えられる。なお、就労して 5、6 年頃に、仕事に対する環境観と現実とのギャップ、仕

事の慣れ、同僚との比較などから(アイデンティティ的に)悩み、「何度も“辞めようか”と思った」と語っている(後

述)。実際は金銭的・福利厚生的側面を考えて、辞めずに働きつづけ、「役職などをしてきて<自分の力>が出

てきて」(後述)、定年まで働き続けている。このような転機の原因として、坑内という環境と彼のイメージする労

働観にギャップがあったことは注目されよう。 

  

・仕事の内容･現場のイメージ(仕事の具体的内容は<生い立ち･基礎データ>に記載) 

──<仕事>というのをどのようにとらえていましたか？ 例えば<仕事をさせられている>と感じているとか？ 

「そんなことは思わなかったね。もう、ずいぶん“途中で辞めようか”と思ったよ。もう、湿度が高いしね、そして、今までしたこ
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とのない、重たいものを担わなくちゃいかんじゃないね。“もう辞めよう”と思ったね。何度も思った。そん時は一日も早う辞

めようと思った。しかし実際辞めてみると、こんなに自由に出来る職場はなかったね。反面ね。」 

──<途中で辞めようか>ていうのは仕事がきついということですか？ 

「うん、自分が思っていた環境とやはり違うもんだから。そして、嫌になるとよね。」 

──そういったことを仲間に話すことはありましたか？        

「そういうのは話してない。私は。話してもね、本当に親身になって考えてくれる人はわりと少ない。表面的な人が案外多か

ったんじゃないかね。ただ、私はあんまり人に言わないけど、私を信頼してくれる人は多かったです。だから、私はそういう

人たちにわりと支えられてきた。だからそういう支えがあっていろんな役職についてきたんだなと思います。」 

──<やめようか>ていうのはずっとあったんですか？        

「入って 5、6 年ぐらいだったかな。2、3 年頃がいちばん強かったね。」 

──それから先は？        

「もう、そうは思わんやったね。ひとつはあきらめもあるし、金銭的・福利的にね。人間関係でそんなに嫌になったことはなか

ったね。結局、慣れていうかね、ある程度のことは分かってくるじゃない。そして、だんだん人を観るようになるじゃない。<あ

の人はこうだ，あの人はこうだ>て自分なりに思ってくると、そすと、自分が何にもないけど、何か惨めになったような気がし

て。(仕事に)変化もないし、責任感もないていう気持ちがあって。ただ、ずっと勤めている間にいろんな役職をしてきよる間

に<自分の力>がでてきてね。」 

「私、仕事をするときは、常に後からつんのうて行って仕事するのは嫌やったからね。そのかわり休みもしよった(笑)」 

──炭鉱は一日勤めていくらだけども、請負給なんですね？ 

「そうそう。」 

──その割合はどうですか？ 

「請負給で<どれだけのものをどれだけ運んだらいくら>とかいう賃金表のあるばってん、それでいったらならんわけよ。結局、

係員の目安で賃金は出してくれよったわけ。それがＣ給て言いよったもんね。」 

──で、決まっている分はどうなんですか？        

「それは、坑道維持の値段で、上限があったみたいね。Ａ給て言いよった。さばけようがさばけまいが変わらんやったもん。

以前は固定給の日と請負給の日とあったもんね。」 

「請負給はね、目一杯労働しても、そこそこで切り上げても、1 日何十円かしか差のなか時もあるもんね。そいけんね、能力

なんかどげんでもいいけん、まずは勤めに出ることが第一になってしまうとやんね。」  

「今は全部請負給みたいね。なぜかというと、採炭が機械化されて坑木の運搬とかなくなったもんね。」 

  

 彼は、仕繰工として勤務していたが、「湿度が高い」「重たいものを運ぶためきつい」といった環境の状況を指

摘している。また、「“もう辞めよう”と思った」が、「実際辞めてみると、こんなに自由に出来る職場はなかった」と

語っている。「勤めている間にいろんな役職をしてきよる間に<自分の力>がでてきて」の発言には、彼の定年

まで勤めあげたある種の誇りが垣間見える。また、彼の労働は、固定給プラス請負給だが、請負給分の比率が

少なく、「目一杯労働しても、そこそこで切り上げても、1 日何十円かしか差しかなく」、結果、「まず勤めに出る

ことが第一」になったという。また、現在ではすべてが固定給であり、それは「機械化のため」人手が不必要に

なったことによるとしている。 
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・事故・怪我・恐怖体験など 

「怖いなというのはね、落盤事故なんかあるやん、で救出されたとこ、それを、夜勤務なんかの時に、イナイモノ(担いもの)し

て通っていくじゃない、そこを一人でいくときはね、なんか恐怖感ていうのかね、“わあ、あそこ亡くならしたからな、通りにく

か”というのがやっぱあったね、そして、そこでパラパラと落ちてきて“あっ”ていうのがあったね。そしてね、我々は仕繰りや

ったからね、“パラパラ”としたときは、もう、慣れたら“ああ、これくらいどうでもない”という気があるね。そして“ちょっと多いな、

落ちるな”というときはやっぱ、えすかった24ですよ。どこまでくるか(落ちるか)わからんけん。私はそれには遭遇していない

からね。」 

──落盤事故には遭われたことないんですか？ 

「あの、落ちた後でね、片付けその他には行ったけどね、ずいぶん。ものすご嫌がって誰でも入ろうとせんわけよ。やっぱ

怖いもんやけん、いつまた来るか。しかし誰かがしなくちゃいかんでしょ。だからね、今でも利口な人は、その人は毎日仕事

に出てこらす、仕事も雑だけどさばけるわけ、そすと係員に言わせれば“あの人はさばける”と。でもいざ本当に落ちてきて

“ここをせろ”て言われてもしないわけよ、要領がいいわけね、もう自分で“材料とってくるね”と言っていなくなる。もう、だー

れもおらんもん。仕方ない。して、自分たちでするでしょ。自分はその組やないけども、自分がせんならしょうがないもん。そ

ういう時に“いつ落ちてくるか分からんな”と思うけども、だけどせんないかんでしょうが。“やっぱ要領のいい人もいるな”て

思うてね。そういうときはやっぱ、そういう所でするときはやっぱ“ああ、こわいな、早くせないかんなー”て思いますよ。」 

「(怪我は)おれはなんべんでんあったよ。定年退職前は大きな怪我でね、膝ばやったからね。内側靭帯切断ていう大きな

怪我で、2 年半ぐらい休んだよ。(怪我は)確認しにいって、見よってね、その時閂て言う箱止めの止め芯が、それが汽車の

レールの 2 メーターぐらいね。はずれて飛んできてね。2 メーターふっ飛ばされたよ。あれが一番大きな怪我やったね。」    

「確認しよったときに炭罐を(ホイストで)巻いていて(私に閂が)当たったんだけども、“閂を締めるときに当たった”という表現

をしてあるわけたい。だからすでにそこで差があるわけね。そやけども私は病院に送られておるものだから、それでもう処理

されとるでしょ。結局そうしなければ、監督所なんかに責任があることになるでしょ。“ああ、そういうもんかな”と思いました。

もう、そういうこと(事故の真相隠しに近いこと)をしてあるから、もう、私がどんなに言うても、ね、わざわざ会社から(会社に対

して)調べるわけにはいかないし、係員が“どげんしよったな？”と言うけん、こっちは(私は)言うた(真相を)ばってん訂正は

してないだろし。」 

「“野球選手の靭帯損傷が 100 とするならあんたのは 90 ばい”て医者から言われたですもん。2 年半以上休んだかな。そ

れで、今自分で 2 本杖を作っとるですもん。この怪我が炭鉱に行ったおみやげたいな(笑)。」 

「やっぱ腰を痛めとるね。イナイモノをするでしょが。もう腰をいためて何年なるやろ？もう、入社してからしばらくしてからや

ったもんね。それからずーっと、そん時はまだ若いもんだからそうなかったんだけどね、したら、だんだんだんだんずーっと

ね。今は神経痛ていうか、ぎっくり腰の癖になっとるもん。こんな低いところをいなっていくんよ。こうして座って。電柱の太さ

ぐらいの、10 尺の材料を。いなっていくか、股をくぐらせるか。それが請け負い給だから場合によってはそれば 2 本担いだ

こともあるしね。だから無理してるのは無理してるよ、坑内では。そりゃ腰を痛めてもう、ほんと、どうしようもない。」 

「私は、有明鉱の火災の時には検査に三井病院に行っとったじゃん。翌日は現場に行ったら焼け臭くて大変だった。」 

  

 彼の語りによれば、「過去の事故現場をひとりで“何か通りにくい”と思いながら通っていて、小崩落があった

ときに“あっ”と思った」とか、「崩落量が多いときは怖かった」あるいは、「落盤後の片付けを仕方なくやっている

と“怖い、速くしないと”と思った」、さらに「ひとり作業していて、“はっ”とする瞬間がある」など、恐怖を感じてい

るという。また、彼は、レール状の閂が飛んできて膝の靭帯を切断する事故に遭い、「2 年半ぐらい休んだ」と語
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り、また、「坑内では請け負い給なので無理をしていて、腰を痛めている」ともいう。彼の話、および彼を知る他

の話者によれば、彼には比較的怪我が多かったようである。 

  

・危機意識とその解放および信仰 

「まずね、<単純な人が多い>ということがひとつ言えるね。というのは、ちょっと怪我したりなんたりするやんね。したら、“あ

あ、そしたら「ショウジンアゲ25」して一杯飲もう。”ちゅうて、飲むことはすぐまとまるわけ。そしてもう、“ショウジンアゲしたらも

うよかばん、怪我はせんばん”ていう具合なね、気持ちになったし。それで、個人差はあろうけども、<金を貯めよう>という意

識はわりと少なかったような気がするよ。」 

「(危険な職業なのは)保険料も高いし、やっぱ坑内というのは自然条件のなかで危険性があるなと思うけど、しかし、それ

に恐怖心を持っとったら仕事はでけんもん。」 

「だからね、“一人作業はいけない”て昔は言ってあったもん。ガスが突出したり、崩落したりしたら、どこにいったか分から

ないでしょう。だから 2 人作業やったけどね、いまはもう、全然人手の足らんから。そういうときにね、一人作業しよっ時のね、

人がいない時ほど恐怖感をまた味わうね。ただ、ランプひとつじゃない。そして「バサバサ」ってくるでしょ。すと“さあ、落ち

はせんだろうか？”という気は常にあっとよ。皆さんそう思われてるんじゃないかな。“はっ”とする瞬間はとくにあるね。」 

──一番方の時は真っすぐ家に帰ると 18:00 ごろですね。 

「そうね(笑)。(仕事を終えたはずの友人が、今から入坑するＢさんに缶切りを借りようとしたので)“何でか？”と聴いたところ、

“酒屋で酒飲んできよった”て言うて、(また酒屋に)帰った奴のおったよ(笑)。」 

──一番方の時飲んで帰ってくると何時頃になってました？ 

「私が友達は飲むとばっかりやったけんね、やっぱ、19:00 ぐらいまでは。1 時間ぐらい飲みよったんじゃない？。酒屋で飲

んでね、それからどげんかした日には“町さん(町へ)行こう”ちゅう時のあったですもん。ずっと人から飲ませてもらうばっかり

じゃでけんから、やっぱ、自分持ちで飲む機会も作らないかんじゃない。」 

──睡眠はどれくらいとってありましたか？        

「6、7 時間じゃない？」 

──例えば、まとめて 1 週間休んだりすることはありましたか？        

「ずーっと腰痛で病院かかったりはあったね。」 

──そういったことの他には？        

「(真面目に)行ったんでしょうけど、やっぱ、夢見が悪かったりすることがあるからですね。さっきも言ったように、“気楽に”

勤められるていうことがあったね。悪く言えば責任感がないということでしょうけど。」 

──上がってくるときはどう感じますか？        

「やっぱね、電車に乗ったら“ほっ”とするね。“今日も一日おわったんだなー”って感じよ。」 

「(上がってきてからは)風呂ですね。」 

──上がってきてから飲むことは？        

「だいたい人間関係が決まってるでしょうが。あまり気が合わん人と飲んでもね。同じ職種はだいたい人車が一緒なんです

よ。風呂(に入っている時間)もそう変わらないでしょ。今では、有明鉱の場合はバスも一緒やし。昔はね、電車が通ってる

頃はね、電車降りたらすぐ酒屋さんのあったったい。そこで皆飲みよらしたよ。」 

──酒屋が多かったんですか？        

「もう、カクウチ26ていうかな。それが何でできるかっていうと、自分が明日休んでも誰かがするわけやろ。責任感がないって
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いうか。それに同じ仕事は続いても 2～3 日だけんね。」 

──いつ事故に遭うか分からないような状況の中で何かしてあったことはありますか？ 

「そんなには俺は思わなかったね。たまに“ああ、今日は夢見の悪かけん行こごとなかね”というのはあったね。そういうとこ

は縁起担ぎょったね。」 

──山の神は信じていましたか？        

「おれはそういう信仰はしてなかったね。」 

──毎日仏壇には参ってありましたか？       

「ま、そりゃ、家のやったらね、“１日安全で、健康でありますように”というのはしてたけどね。家ではね。ま、今日でも変わら

ないよ。」 

──宗教はどこを信じてありますか？        

「俺は今、日蓮正宗。俗にいう創価学会。」 

──もともと創価学会だったのですか？        

「うちはもともと真宗やったっじゃん。親父の代はね。」 

──きっかけは？        

「うん、やっぱ幸せを願うとかなんとかあるじゃない。おれが会社を休んだりなんたりするもんだから、やっぱ家庭的に。ね、

“幸せになろう”ちゅうて女房がしかかって。だいぶん(わたしが)迷惑かけたもんだから。ま、ひとつの転機というのはあった

よ。“これだけをお参りしとれば、お父さん、そういうことないよ。”て言っておったもんね。おれ、ちょっとした病的なことがあ

ったときね、女房が言うように、胸中で(お参り)したことがあるたい。そしたらね、やっぱ、女房が言うたことが出来たもんだか

らね、“ああ。ちゃんとうまくいくんだな”と思うてそれからおれは信心しはじめたと。その内容はちょっと申し上げにくいです

ので。」 

──夢見が悪かったのは今まで何回ぐらいですか？        

「7、8 回ぐらいあったんじゃない？」 

──それは坑内の事故とかですか？ 

「うん、何かそんな風な感覚やったね今思えば。あのね、何か坑内が水が一杯になったような気がしたり、坑内につながる

夢が出たよ。“あそこは通られん”とか予感のしたり。」 

  

彼は、発言の中で「(炭鉱は)単純な人が多い。怪我すると<ショウジンアゲ>で皆と一杯飲めば忘れる」とか、

「危険性はあるが、それに恐怖心を持っていたら仕事は出来ない」と語り、また、坑内の危機意識が垣間見ら

れる。前述した恐怖体験の他に、「昇坑電車に乗ると“ほっ”とし、“今日も一日終わったんだな”という感じ」だと

いう。そして、「坑内というのは自然条件のなかで危険性があると思うけど、それに恐怖心を持っとったら仕事は

出来ない」というように、彼は、常に危機意識は持っているものの、恐怖とか不安をはっきり意識する、あるいは

他人に言うレベルではなかったものと考えられる。彼の場合、「気が合う人と電車を降りた所の近くの酒屋で」

飲酒(酒屋で)して解放していたようである。酒を飲むグループが存在し、帰宅時や社宅でよく集まって飲んで

いたようである。また、帰宅途中の飲酒の背景を、「責任感のなさ」だと自己分析している。彼は、山の神は信じ

ていなかったものの、「今までに、坑内の出水など場面の悪い夢を見て、縁起を担いで 7、8 回休んだことがあ

る」。さらに、日蓮正宗(創価学会)を信仰しているが、そのきっかけについては、「転機(病的なこと)に妻にすす

められ信仰を持った」、そして、「毎日家の仏壇に“1 日安全で健康でありますように”と参る」と語り、彼の転機
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についてそれ以上のことは語らなかった。 

 

・出勤 

「退職後にいまの職場(職業安定所アルバイトの仕事上)や他の企業に入った友人などの話しなどから考えると、炭鉱という

のはね、時間的な面で良よかったなと思うよね。というのはね、自分たちが“きついな”と思うやない。そしたら 5 分でも 10 分

でも 20 分でも座っとくことが出来るわけ。そん時そん時で。企業ならベルからベルでしょ。休憩時間も決まってそん時だけ

でしょ。そすと炭鉱というのは自分たちの都合のいいとき坑内で座って。だからね。私が知った企業の人とかなんかは“坑

内の人とか自衛隊の人は使われん。”て言いよった。今思うともっと汗水ながしてフッフいうたらよかったなと思うけど、時間

的な面をみれば“ああ、自由したな”と思う。こういう休憩さるる企業はなかよ。また、掘進なんかにおいては別だと思うよ。切

っていけばいくだけ金がとれるけんね。」 

──平均的にどれぐらいの時間働いてありましたか？        

「5 時間働いたらいい方じゃない。30 分は強制的に残業じゃん。道中長いけんね。3 時間半が道中時間じゃけん。」 

「体調が悪ければ休むし。自分の仕事は、その日その日だいたい場所がだいたい変わるからね。同じことを継続してするこ

とはめったにないよ。」 

──休むのと場所が変わるのと何か関係があるんですか？        

「うん、あのね、休むということはどげんしたっちゃ“わあ、そこは熱いねー、いやねー”と思うときがあるやない。普通の企業

だったら自分の責任で自分の仕事をこなさんといかんよ。でも、自分が休んでも人がしてくれるからね、そういう気楽さがひ

とつあるね。」 

「今は人員が少なくなって、なかなか休むわけにもいかんみたい。この前も(友人が)そういう風に言いよった。そしてね、私

が在籍中、定年ちょっと前ぐらいはね、目標達成がね、自然条件の中だから、到達しない場合があるんだね、その時は日

曜採炭ていうのがあろったよ。そして、目標まで出すということを。」 

──仕繰りの仕事もそうやって？        

「いや、仕繰は、別でね、<どうしてもしなければならない>ちゅう時はあるけどね。」 

──勤務はどのようなパターンだったんですか？        

「初めの 3 年ぐらいは三交替やったよ。変則だったからね。」 

──きついことはなかったですか？        

「そうね、慣れればそうないけど。ただね、夏に夜勤出るのがいややったね。昔はほら、人は、バンコ(縁台)なんかで夕涼み

しよらすとに出ていくのは嫌やったね。すと冬は寒い時は布団の中に入っときたかろ？何かにつけてね。休んでいたよ。ま

あ、三交替は役所の手続きその他は出来たね。」 

「休日は、日曜と特定休日です。日曜に出て行かなん時もあったけどね。」 

──どれくらいの割合で休まれていましたか？        

「休むときは、俺は腰が悪いけん、1 週間も 2 週間も。いまでもコルセット何本でもあるよ(と言ってコルセットを取出して見せ

る)。満勤したのは少なかね。多くて 23 日ぐらいやったろね。だいたい腰痛があるからね。腰痛は外から人が見ては分から

んからね。大分悪い目で見られとった。でも、定年後にね、会社から本当に良くしてもろた。」 

  

 彼は「体調が悪ければ休む」と言い、その遠因を「“誰かがやってくれる”という責任感のなさ」だと分析した。

就労後三年程の間三交替をしているが、「慣れればきつくはない」と語ったものの、「夏の夜勤と冬の朝」の出
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勤は苦手だったようである。また月に「多くて 23 日」程度の出勤であり、その要因として彼が腰痛持ちなことを

挙げ、さらに、簡単に休める「気楽さ」があり、「現場の仕事はいちはやくする代わりに休みも多かった。」と語っ

た。このように、彼は、「(自己の)責任感のなさ」を要因とするとともに、それを許す諸状況を理由付けとして休

んでいたことを語っている。勤務時間については、「道中が 3 時間半程度だったので、30 分の残業を含めて 5

時間働いたらいい方」とか、「時間的な面で良かった。きついときは 10 分でも 20 分でも座って休むことが出来

た」あるいは「時間的に自由だった」という。このように、仕繰という職種は、比較的時間に拘束されないので、

彼は、「ルーズな人はルーズ」(後述<労働者全体について>参照)と批判している。また、知り合いの「坑内の

人と自衛隊の人は使えない」という発言を引き合いにだし、坑内労働者のルーズな側面を指摘している。 

  

・友人 

──飲み仲間以外でのつながりはありましたか？        

「やっぱ、趣味を通じてあったみたいですよ。」 

──社宅でのつながりは？        

「そらあるでしょね。隣近所の付き合いとか。そして、地区地区で行事をするやない。そこで仲良くなったりね。ただ、表面的

な付き合いをされる方もいらっしゃたし、それぞれね。でも、表面的な付き合いが多かったんじゃなかろうかね。そして、よう

したもんで、我々の酒飲む人は酒飲むグループが出来るし、飲まない人は飲まない人のグループが出来るし。飲まない人

は何かコソコソ話で。我々酒飲む人はあっけらかんとして“おい、今日は酒飲むぞ”というけど、個人差があったね。」 

──マイホームという人というよりも男同士のつながりが大事だったんですか？        

「やっぱ､酒飲む人たちはマイホームとは思っとらんだろうから。その時の気の強さていうたらね。それもグループで違っとっ

たみたいね。」 

 

 友人関係は、彼自身は酒飲み仲間というつながりが強固にあったようだが、労働者個人により<個人差>があ

ったという。 

 

・住居 

──社宅での様子はどうでしたか？        

「社宅では風呂がね、社宅の周辺の人も風呂に来てあったもん。有り難いもんだと思うよ。ただじゃない。」 

──風呂では、社宅での知り合いとか坑内での仲間とコミュニケーションしてありましたか？        

「うん、する。それで、子どもたちとのスキンシップもとれてたね。これはね、子どもたちにとってね、大人が会話さるる場所で

もあった。で、子どもたちは親に言えないことも私にはよく言ってくれた。“おっちゃん、うちの親父は仕事に出らんけん、お

っちゃんからやかまし言うとってくれんの”てね。家庭では普通、“親父とは風呂に入らん”て言うし、親しくもなるしね、挨拶

もしない子どもが自然と挨拶するようになるよね。あの点は社宅の方がよかったと思うね。こっちは地域の役職もしよったか

ら、特に子どもとふれていこうという気持ちはおれはあったからね。」 

──風呂以外で､社宅での共同体としての意識はありましたか？        

「うん、あのね、それは、ひとつの行事をする時にみんな協力のありょったね。行事として。すと、日常生活の中ではね、わり

ともう、われわれの時代はそうでもなかったよ。それこそ、三池争議あたりは強い連帯感はあったでしょうけど。」 
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 彼は、馬渡社宅の最後の住人であり、「社宅の風呂が仲間はもとより、社宅全体の子どもたちと(もちろん自

分の息子も入るものとおもわれるが)スキンシップがとれていたことが良かった」という。「隣近所の付き合いとか、

社宅での行事でのみんなの協力はあっていたものの、日常生活ではそれほど連帯感はなかった」とか、「表面

的な付き合いが多かった」とし、Ｄさん(馬渡社宅)の語り(後述)とは異なっている。これは、彼が、地区の公民館

長をしていたため、逆に協力的でなかったことが強く意識されているためだと思われる。ただし、社宅は、「家

賃も光熱費も払わなくて済んだ」ので「本当に良かった」と懐述していた。また、彼は、馬渡社宅(現在は跡地が

大規模小売店舗)に年に 1 度集まって思い出などを語り合う<馬渡会>の一員である。残念ながら、Ｂさんも、筆

者も 1995 年の馬渡会には出席できなかった。 

 

・喧嘩など 

──喧嘩はありましたか？        

「あのね、そりゃあったよ。さっき言うたように、いろんな人が入っていて、力関係もあってね、やっぱね、マラソンとか何があ

ったりと、組合とか地域でやりょったわけですよ。それがつい、酒が入るわけね。何があっても打ち上げだから。そすとやっ

ぱ、いろんな話が出てきて、喧嘩もあったね。」 

──喧嘩は多いと感じましたか？        

「そうね、最初のころ、45～46 年にはあったね、わりと。そして、人を利用して蹴落とそうという人が多いみたい。なぜかとい

うと請負給じゃけんね。そういう人もおったよ。そういう(もめ事)ののために、組合関係の職場委員がおったつよ。だけどね、

今は職場関係の委員も“自分さえ良ければいい”という人がおおいげなよ。組合はもう、あったっちゃなかったっちゃ同じた

い。」 

──大まかに言うと喧嘩早い人が多かったですか？        

「うん、あった。そういう人たちはね、昭和 50 年ぐらいまでに辞めた人が多い。入って 5、6 年で辞めた人が多い。」 

「喧嘩する人もおったし、力関係はあったね。喧嘩になると助けを求めるという人もいたし。とにかく、単純な人が多い。」 

  

 彼は、「いろんな人がいて、周りを蹴落とそうという人もいるので、行事の際に酒が入ると喧嘩があった」とか、

「喧嘩早い人たちもいたがそういう人(彼とほぼ同期の人と思われる)は昭和 50 年代に辞めた人が多い」とい

う。 

 

・労働者全体について 

 －三池労組－ 

「争議後でもね、三池労組の方たちは団結心が強かったね、団結力がものすご強く感じて。やっぱ、向坂教育27というか、

あの先生の教えの下に大分勉強されたみたいだから。」 

「三池労組の人たちは条件の悪いところに繰り込まれるとですね。会社の判断ですたいね。でもやっぱ技術はうまいやった

ね。総労働と総資本の対立の中においてね、そういう感情的なやつが続いてしまってるんじゃないですかね。」 

 －三池新労－ 

「まあ、世代の流れによって違うからね。だから、(昭和)40 年以降に入った人(ほとんど新労組員)は、自己中心的にね。陰

では言っても表にたたない。」 

「新労の人は個人差があって、若い人は特に。自己主義の人が多かったみたいですよ。」 
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 彼は、1992(平成 4)年に定年退職し、3 年程時間が経っていた。また、以前から地域の活動に積極的に参

加し、現在のアルバイトも職業安定所であるという状況から、労働者全体について積極的に意見を持って発言

する傾向があった。「坑内はまず力があればいい(彼の就労当初は字が書けない人もいた)、そして人に迷惑を

かけない人が一番である。利口になってああだこうだという人は嫌われる。休む人(も嫌われる)(以上<動機>項

参照)。」とか、「腕力のある人がいい仕事をし、先山にもなることができる(以上<就労前のイメージと就労後の

イメージ>項参照)。」などと労働者に必要な資質をまず語っている。これは、自らの経験による経験則であると

思われる。また、<出勤>項で明らかなように、労働者のルーズな側面を語っている。さらには、労働組合にも

触れ、「三池労組の人は、技術はうまいが悪いところに繰り込まれ」「三池新労の人は自己中心的で表沙汰に

せず、自己主義の人が多い」とか、「(もめ事の解決のための)組合職場委員もあってもなくても同じ」などと、ま

るで彼が三池労組員のような語り口であった。このように彼は、すでに退職していることもあり、現状の会社や

新労組にやや否定的な発言が目立っている。 

  

・保安面と労働者 

「だんだん、保安面も、だいぶん後と前とは変わったみたいやったよ。前の方が、何かね、良かったような気がするけどな。

それだけ人間がおったしね。」 

「どうかしたらね、“保安を守れ守れ”と言ってあるけども、坑員そのものがどうかしたら守らんようなのが多いとよ。結局、さば

けるために。請け負い給でしょうが。このくらいはいいだろう、このくらいはいいだろうちゅうこつでね、だから、今から考えれ

ばその当時はずいぶん手抜きしとると思う。」 

「だから、やっぱ、坑員そのものがルーズだったというのを私は思うね。なぜかち言ったらね、本来は、四角いところにね、

炭塵爆発せんために岩粉を撒くわけよ。天井から壁から。でも、請け負い給でしょうが。そすと、上にパッパッと撒いてあと

は下に撒くわけ。下に。(本来は)上にすれば下は自然に落ちてきて白くなるわけ。そすと係員そのものが、“ああ、せんかこ

つしよったっちゃ間に合わん。お客さんのこらすけん。もう下だけでよか。”ていう状況があるわけよ。そすと、１俵に対して

いくらじゃない。お金もらうとが。だから、少しずつ間引きしてでも先に行けと。だから、そういうことを我々がしてきとるからね、

やっぱ坑内は自由ね。一般の企業なら製品として売らなくちゃいけないじゃない。我々は炭関係だから。(製品が)壊れよう

が関係ないじゃない。その違いはあったな。一般企業ならひとつでも手抜きしたら製品として売られないわけよね。そういう

ことを(炭鉱を)辞めてからね、よその事業所なんかをみてつくづくそう思たね。一生懸命してる人はしてるけども、ルーズな

人はルーズ。だから、坑内の者はいかん。すぐ、時間と賃金のことばかりいう。」 

 

 彼は、「(保安は)前の方が良かったような気がする。それだけ人間も多かった」といい、その理由を、「請負給

のために、“このくらいはいいだろう”ということでルーズであった(手抜きしている)」ためだとしている。さらに自

分の仕事であった仕繰の仕事(岩粉撒き)では、「係員が手抜きを勧めた」場合も挙げている。そして、そうした

ことは一般企業では当然許されず、「炭鉱を辞めてよその事業所なんかをみて、つくづく“坑内は自由だった”

と思った」という。このように、もともと危険性の高い職場において、このような<手抜き>がある実態を彼は告発

している。 
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・自己イメージ、ふりかえって 

──自分を外部の人に対して紹介するときにどのようにアピールしていましたか？        

「別に特にはなくて、ただ炭鉱炭鉱と俺は言っていた。“炭鉱のことはわかるけど外部のことはあんまり分からない”と言うよう

な表現をしていたね。私もほら、公民館の館長も長いことしとったし、公民館の連協(連絡協議会)会長もしたし、社会教育

委員もさせていただいたしね。」 

──そういう面で引け目とか誇りとかはありましたか？        

「いや、そういうことはなかった。私は。ただ、社宅におって、社宅の地区長とか職場委員などで人の世話をさせて頂くよう

になったおかげで、地域の組織から“してくれ”といわれて(公民館長を)引き受けたら、ＰＴＡの会長とか市の役職(少年セン

ター補導員)とか。だから、そういう点は、“みんなのお陰で俺はこれだけ役職したんだな”て。これは自分でなろうて思うても

なれないからね、皆さんの推薦とか協力とかなければね。ちょっと活動してね、リーダー的におったからね、一般社会に入

れて頂いて。これはやっぱ、炭鉱に行って良かったと思っている。」 

──今<一般社会>ということばを使われましたが、やっぱり炭鉱は違っていますか？        

「いや、炭鉱だからということでそういう表現を使ったわけじゃない。」 

「ほんとね、(30 年前から現在まで)“あのまま神戸におったら(阪神大震災で)自分も亡くなっとかわからんな”て思うね。“炭

鉱に入っていなかったら、子どもも違うようになっとったろね”とふと思うときのあるじゃん。そしてね、市、行政の役させてもら

ったから、私にとって非常にプラスになったよね。対人関係がね。」 

──炭鉱の仕事をしていて誇りに思うことはなんですか？        

「あのね、炭鉱におったらただ、住宅なんかがいいやない。社宅で。こりゃあ、ほんとに良かった。家賃も電気代も水道代も

払わんで良かろ。そういう面では“良かったな”と思ってたね。今、自分の家やんけん光熱代でもなんぼでもも払わなんとよ。

だから、辞めた人が“ずーっと(社宅に)おるおる(居たい)”ちゅうけん、おりゃ、“ああ、おらるるならおられんの”て言うけども

ね、内心としてはね“図々しいな”と思う面もある。しかし、それは言えないし。おれもここにくる前はそげんしておいてもらっ

たし。そういう点は炭鉱におって良かったと思う。」 

「炭鉱というのは、人(のことを言うこと)も同じだけど、悪いのはいつまでもいうでしょ、いいことは言わないでしょ。そすと、

“ああ、炭鉱のやつどんか”て言われるのはいややったね。さっきも言ったように、ものも書けない方も中にはいらっしゃるや

ない。(炭鉱以外の人が)そういう話を聞いてあるから一様に思われるとね。でももっと優秀な人もおるのにそういう表現をさ

れるのもいややね。」 

  

 「炭鉱のことを悪く言われるのはいやだった」とか、「引け目はなかった」と、彼は、炭鉱労働者であることに対

し、誇りないしは肯定的イメージを持っている。特に、「社宅の地区長とか職場委員をしたお陰で、また、みん

なの推薦協力によって、地域や学校の役職につくことができ炭鉱に行って良かったと思っている。炭鉱に入っ

ていなかったら違っていただろう」と、総合的には炭鉱に対して感謝のイメージを持っているようである。 

 

  事例３ Ｃさん 

  

＜生い立ち・基礎データ＞ 

 Ｃさん(54 歳、坑内電気、20 年間勤務、現役)は、1941(昭和 16)年、熊本県南関町にて 7 人兄弟の 5 番目

の子、(4 男目)として生まれた。幼少時は南関町で過ごしＫ小学校を卒業、中学生の時に大牟田に寄留しＫ中
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学校を卒業、さらに、大牟田市内の私立Ｏ高校電気科を卒業した。1960(昭和 35)年(19 歳)に、Ｔ製鋼(神奈

川県川崎市)に就職し、電気を担当した。3 年間働いたのち、1963(昭和 38)年にＡ電気に勤めた。1972(昭和

47)年に、大牟田市在住のＪさんと結婚、娘 1 人(インタヴュー当時 23 歳)をもうけた。1975(昭和 50)年 1 月(33

歳)に、オイルショックと東北転勤話がきっかけとなり、Ａ電気を退職する。Ａ電気を退職と同時に、大牟田市の

有明電気(三井三池炭鉱の下請け)に入社、半年間ほど仕事(炭鉱の電気機器の修理)をした。しかし、同年

12 月、三井石炭鉱業有明鉱業所(有明炭鉱)で仕事を始めることになる。なお、Ｃさん夫妻の娘は、筆者の学

部時代の 1 年後輩にあたる。Ｃさんは、このインタヴューの後、1996 年 4 月に定年退職した。 

 

・動機 

「(Ｃさんの妻、Ｊさんの発言)まさか炭鉱と縁があるとは思っていなかった。」 

「(Ｊさんの発言)したら、ちょうどオイルショックの時かね。会社が、あの、Ａ電気てあるでしょ？ あそこにいたんですよ。何か

東北の方に転勤になりそうになったもんだから、もう二人とも九州でしょう、だからもう、思い切って“帰ろうかね”と。で、帰っ

て、でも職はあまりないからですね、“炭鉱だったら入れてあげようか”という人があったもんで、入れてもらったんです。」 

──一番最初に就職されたのはいつですか？ 

｢(Ｃさんの発言)（昭和）35 年。19(歳)の時ですね。Ｔ製鋼ちあったんですよ。製鉄会社ですね。川崎のですね。3 年おって、

辞めて、Ａ電気に入ったです。」 

──それで、Ａ電気を辞められて、炭鉱だったんですね。 

「いいえ、有明電気です。有明電気が炭鉱の下請けなんです。半年おったかね。それから有明炭鉱に。」 

──炭鉱に入られた動機は何ですか？        

「動機は生活していくためですね、結局は。有明電気は給料が安かったですもんね。」 

  

 彼は、オイルショックの時期に、前の会社の転勤話に伴って会社を辞め(その理由は「夫婦 2 人とも九州の出

身だから」と語った)、「知り合いが“炭鉱でよかったら入れるかもしれない”と言う」ので、炭鉱に入っている。こ

のように、彼は、地理的な理由で大牟田に来たのだが、大牟田に来てからは、炭鉱の下請けの会社(有明電

気)に就職している。ところが、「給料が安い」ということで、結局、「生活していくために」炭鉱に入っている。つ

まり、経済的な理由が大きいということである。 

 

・就労前のイメージと就労後のイメージ 

「坑内に下がるとは思わんだったからね。」 

「(就労後、現場は)一番奥ばっかりずっといるわけじゃなかけんですね。危険性は少しは少なかばってん、死ぬときは死ぬ

けんですね。」 

──仕事していて＜怖い＞といったことはありますか？        

「怖いと感じたことは別にないです。」 

──坑内の状況は？        

「坑内では汚れとか全然感じんですもんね。昔、俺たちが入ったころは、クーラーもなし、何もなかったけんですね、もう、水

は飲まれんし。で、マイトつめる<ミズダゴ>(水団子)てあるんですよ。マイトつめてからそれで爆発を防ぐですね。それを飲

もったです(笑)。そこの駛馬(はやめ)川(大牟田市内を流れる<諏訪川>のこと)の水げなもんね。あればビニールに入れて
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あるんですよ。で、こうやってみると、澄んどるから、“こりゃよか”ちゅうて(笑)。して、仕事しょったっです。昔は皆そうやった

けんですね。水筒現場へ持って行かれんでしょ。仕事するから。そいけん、濁っとらん水を探してそれを飲もったです。坑

内水はちょっと飲んだら(腹を)壊すですもんね。鉄分とか塩が多かでしょうが。坑内水は絶対飲まれんです。今は昔から比

ぶっとだいぶんようなったろ、氷はあるし、近くに水道はきとるしですね。それと、クーラーがついたし。昔クーラーがなかっ

たですもんね。もうほんと、30℃ぐらいになっと倒るるごたったですもんね。条件は昔から較ぶっとだいぶん良くなったです

ね。」 

  

彼の妻(Ｊさん)が、「まさか炭鉱に縁があるとは思わなかった(<動機>項参照)。」と発言し、彼も、「坑内に下が

るとは思わなかった」と言うように、坑内にに入ることは想定していなかったようである。もっとも、これらの語りは、

<現在になって振り返ってみると、大牟田に帰ってきた当初は思ってもみなかった>という意味で発言されたも

のであると考えられる。就労直後には、「クーラーも何もなかった」とか、「暑くて倒れるようだった」ために「マイト

用の“ミズダゴ”(水団子、ダイナマイト発火防止用の川水)を飲んでいた」と語っている。条件の苛酷さを伝えた

かったものと思われる。また、“ミズダゴ”飲みのエピソードを、Ｃさんは身振り手振り付きで語り、非常に面白か

った。筆者、Ｃさん、Ｊさんで笑いあったのもこの箇所であり、盛り上がった。 

 

・仕事の内容・現場のイメージ 

──現在の仕事は？        

「仕事は変わらんけど、今度は採炭(の電気)じゃなくて掘進(の電気)の方を今度はしよるんです。」 

──現在の仕事も三交替なんですか？        

「今度三交替になったんですよ。去年からかな。去年からずっと三交替。それまではずっと三交替なかったんですよ。保守

管理の当番だけが三交替でですね。それを 4 年ばっかりしたかな。(つまり、Ｃさんは、採炭の電気の保守管理を三交替で

4 年ほど経験したことになる)」 

──係員は坑内で仕事の様子をみているのですか？ 

「いや、別に見てはおらんです。だいたい、ほら、一日の仕事は決まってくるでしょ、どんくらいせなんか。それをだいたいし

てしまうからですね。“今日はどれだけしてください”てくるでしょ、すと、それを行って全部してくるとです。(係員は)たまに

来て。自分たちでした仕事は責任もって自分たちで。」 

──係員は細かく見ているわけではないんですね。 

「仕事の打ち合せを係員がしてくれるわけです。前の日に。」 

──係員も現場には来るんですよね。 

「現場には一緒に来るです。一緒に仕事していかんと間に合わんからですね、(係員も)一緒に仕事してます。」 

──上下関係はあるんですか？        

「あります。ほれ、先山ち言って、一番上と、助け先(すけさき)28、て、ずっとだんだんランクがあるわけですよ。それによって

出来高も変わってくるんですよ。賃金も違う。」 

──仕事の内容はランクによって違うんですか？        

「仕事は同じですね。だいたい先山が仕事を指示してですね。」 

──高い賃金の人が<先山>といっているのですか？        

「じゃあなくて、先山になるから高い賃金になるわけですよ。」 
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──仕事ができる人が先山さんになるんですか？        

「うん、そうそう。仕事をする人がですね。」 

──今はどの位のランクですか？        

「うちは先山しよるです。だけどきつかですね仕事も。自分の仕事もせなん、人の仕事もあれせなんでしょ。」 

──なるほど。要するに、一番最初にやって人に教えるという役割があるんですね。(と念を押したところ) 

「そうそう、うん。そして、また、チームワークもあるでしょ。(先山は)まとめてもいかなんけん。仕事場(3～4 人)をですね。」 

──先山さんはだいたい年齢と一致してますか？        

「そうばっかりでもないですね、ほら、経験年数とか、ま、そればっかりでもないけどですね。」 

──じゃあ、先山さんになれる基準というのは自然と出来ていくんですか？        

「うん、会社の方でだいたい決めていくからですね。」 

──<この人が先山です>と指示されるんですか？        

「指示されます。指示は会社のほうから執行する。」 

──先山になられたのはいつごろですか？        

「何年ぐらいになったのかな。事故がいつあったつかね？(筆者が“昭和 59 年です”と答えたところ)その 5 年ぐらい前から

やったかな。･･･そうね、56 年か 57 年ごろからやったろ。」 

 

 「自分たちでした仕事は自分たちで責任をもって」の発言どおり、指示された仕事は「先山」の立場で責任を

もってやっているという。また、「(係員も)一緒に仕事してます。」の発言のように、係員が現場の作業を手伝うこ

ともあるという。また、「キャップランプ一つで仕事をしているが慣れるとそう暗いとは感じない(後述<危機意識と

その解放および信仰>項参照)」という。「50 ㎏は一人で担ぐ。工具が重く、就労当初は肩が凝っていた(後述<

出勤>参照)」など、電気関係の資財の運搬・据え付けに関しても肉体労働の要素が強いようである。 

 

・事故・怪我・恐怖体験など 

──有明鉱の火災事故の時にはどちらにいらっしゃったのですか？        

「だいたいが他の場所やったからね。」 

──落盤にあったとかは？        

「落盤にはあったことはなかったですね。一回、ハライ面29で風圧で倒れたことがあったですね。不安というのはだいたい、

坑内では思わんですね。」 

「やっぱ坑内は、１年に一人ぐらい平均して死んでいくもんですね。なんだかんだ言ってもですね。三交替は注意力の散

漫になったときが一番危なかですね。で、怪我する人はずっと怪我するですもんね。」 

──誰か怪我をしたときに飲みに行くことがありますか？        

「私はまだ、太か怪我は、うちはおらんですね。ま、ちょっとした怪我はあるけどですね。」 

「やっぱ寝不足とか何とかでいくと怪我する確率は高かですもんね。ちょっとした怪我はやっぱするもん。」 

──危ないと分かることはあるんですか？        

「やっぱ、点検でしょね。やっぱ見ると落ちてくるのは分かるですね、ひび入って。“ああ、危なか”ちゅうのは。だけど 3ｍぐ

らい上やからずーっと見て行かなんけど、下もみていかなんわけです。だから、仕繰がピシャッとあたりつけしとくと、それが

ないわけです。でもやっぱ、掘進も１ｍ行っていくらだけん、きちんとはしていかんですもんね。やっぱ、坑内は、怪我して
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おかしかちゅうことはなかですもんね。いつ怪我するかわからんですよ。運不運もあるですね。だけど三池が怪我は一番多

かですね。の３つ30でしょうが。(怪我が多いのは)やっぱ昔からの気風でしょうね。三池の。太平洋が一番良かです。向こう

は条件が良からしかですもんね。三池と違って。太平洋なんかもう、補助金なしでやっていかるっごた状態つくりょるけんで

すね。けん、あそこが最後には残るでしょうね。」 

  

 彼は、「ハライ面で風圧で倒れたことがあった」ことと、「ちょっとした怪我」はあるものの、現在までほとんど怪

我や事故に遭っていないようである。ただし、「注意力が散漫になったときが一番危ない」と事故や怪我の引き

金について語っている。さらに、これは、<危機意識>に関わってくるが、「坑内は怪我してもおかしくない、い

つ怪我するかわからない」とか、「三池が最も怪我が多」く、その要素として、「条件の厳しさ」と「昔からの気風」

があるという。この<昔からの気風>は、三池炭鉱の会社、組合、労働者すべての体質が絡んでいるものと考え

られる。また、「危険な箇所は点検しているとわかる」ので、「掘進や仕繰員がきちんと」仕事をしなければなら

ないが、掘進や仕繰は出来高制なので、きちんと仕事をすることは期待できないという。これは、暗に会社(お

よび組合)の体質を批判しているものと思われる。 

  

・危機意識とその解放および信仰 

「(外に出たときは)やっぱほっとするですね。坑内では普通、キャップランプ31ひとつで仕事するけんですね。慣れるとそう

暗いちゅう感じはせんけどね、やっぱ、上がってくると“わあ”と思うですもんね。ほっとするです。」 

──上がってきてから酒とかはよく飲まれますか？        

「私はほとんど行かんですね。」 

「(Ｊさんの発言)帰って。飲むといってももう、缶ビールをちょっと飲むぐらいだから。もともとあんまり飲みませんから。」 

「(Ｃさんの発言)やっぱ、なんかするですね、私どもは魚釣りによう行くけんですね。やっぱ、飲みにいく人は、飲みにいく。

魚釣りはあんませんしですね。そんな人(飲む人)はそんな人で集まって、パチンコするひとはパチンコするし。」 

──三交替はやはりつらいですか？        

「三番方が私は寝きらんかったよ。寝不足で、きつかですね。」 

──夢見が悪いので休むことはありますか？        

「いや、私はそんなこつは。寝きらん時は休むけどですね。」 

──山の神様を信じるとかありますか？        

「お参りはしたこつないですね(笑)。 

「(Ｊさんの発言)私が毎朝毎晩自分の神棚に。やっぱり無事を。」 

「山の神様はそこ(Ｃさんの自宅は昔の大社宅街の近くにあり、その社宅に山の神神社がある)あるですたいね。2、3 回行

ったことあるけどね。花見とかわらび取りとか(笑)。」 

「山の神様は会社にもあるんですよ。して、繰り込みがある前には必ず全員で参るんですよ。」 

─その時は一応は<安全でありますように>とかいうことはありますか？        

「うーん、別にそんなこともないですね。みんな頭下げるからですね。山の神さんを頼りにするちゅうこつはないですね。中

にはですね、やっぱ、毎日お参りしていく人もおるけどですね。手入れさす人は毎日きて掃除していく人もいますね。」 

──他に宗教とかは信じてありますか？ 

「私はないです。」 



熊本大学文化人類学調査報告第 2 号（1998） 

 40 

──仏教とかは？        

「ま、里が仏教なので、盆と正月に参るだけでね。怪我するときは怪我するからですね。特に坑内は上から落ちてくるんだ

からですね。“上をみて歩け”ちゅうけどですね、足元は悪いし、上をみて歩かれはせんですもんね。」 

──力を合わせて仕事をするときなんかに唄を唄うとかありますか？        

「<坑内では唄を唄っちゃできん>ちゅうこともいうもんでね。あんまり良くないて。そいけん、唄わん。唄う人はほとんどおら

ん。ま、たまには鼻唄とかしよる人もおるけど、声出して唄う人はおらんです。坑内の唄ちゅうのは本当唄わんですよ。唄っ

たらできんちゅうことはないけど、何か良くないちゅうですね。」 

  

 前項までの発言で彼は、「怖いと感じたことは別にない」「不安というのは坑内では思わない」「一番奥(切羽)

ばかりずっといるわけではないのでそれほど危険性はない。死ぬときは死ぬから」「怪我するときは怪我する」と

発言している(以上承前)。ただし、これらのことばに、筆者は、むしろ、死に対する<あきらめ>に似た印象をう

けた。これは、「1 年に一人ぐらい平均して死んでいく(前項承前)」という発言によってより鮮明になってこよう。

一方で「(外に出たときは)やっぱりほっとする。上がってくると“わあ”と思う。ほっとする」と発言しているように、

無意識のうちの恐怖感からの解放が読み取れよう。「酒は飲みに行かない(妻によれば家でも缶ビールをちょ

っと飲む程度)」というが「魚釣りに良く行く。他の人は飲む人は飲むしパチンコをする人はする」というように、

彼は、魚釣りによって解放を計っているものと考えられる。信仰に関しては、繰り込みの山の神参りは「頼りに

することはない」というが、妻は「私が毎日神棚に無事を祈願している」という。夢見が悪くて休むこともないよう

である。ただし、坑内では、「唄は唄わない」という。このように、彼は、特に何かを信仰している様子はないが、

ある意味では、<事故や死に対するあきらめ>といった「信仰」を持っているともいえよう。 

 

・出勤 

──休まれることはよくあるんですか？        

「今日休んだんですよ。今日はきつくてもう休む。」 

──きついときは、やっぱり休まれるんですか？        

「うん。休むです。昔はですね、そうなかったんだけどですね。」 

──わりとあちこち痛くなったりするんですか？        

「痛くなるですね。ま、痛くなる人とならん人とおるけどですね。」 

──いろんな物を運んだりするからですか？        

「もう、坑内では 50 ㎏のは一人で担いでいきますよ。普通二人で担ぐのは 70 ㎏、スイッチがいっちょ 70 ㎏位のがあるんで

すよ。二人でずっと担いで。それを何台か下げなんでしょ。据え付けなんから。ケーブルがほら、こんな(直径 10cm 位)大き

いんですよ。50 ㎏もので。それを 4 人位で引っ張らなんからですね。50m と 10m。100m のは４人では引ききらんからで

すね。なんとかして、反対から引いていったり何かして。」 

──工事用の工具は結構重いでしょ？        

「腰に下げとるベルトが 3 ㎏ぐらいですよ。そすとほら、3 ㎏ぐらいと、安全燈 1 つからわんといかんでしょ。それで仕事せな

んけんですね。最初(入社時)は肩の凝ってですね。なれるとよかった。電気が一番腰に下げなんですね。」炭鉱は出る人

と出ん人が極端すぎるですね。出る人はもう、年に 10 数日しか休まん人も何人かおるからですね。ずーっと出とる人もおる

ですよ。月１日しか休まんと。日曜日も何でも出て。そんな人が何人かおるですよ。」 
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──Ｃさんはどれくらい休んでありますか？       

「だいたい 23(日)か 24 ですね。昔は 28 か 29 は出よったけど。」 

──定休以外に休むんですか？        

「いや、そんなん関係なく日曜でも全部出て。月に法定で１日休まなん他は、出るなら全部でてよかわけですよ。」 

──たくさん出るとそれだけ給料もいいんですか？        

「給料は高いです。採炭、掘進の人は 70 万(円)ぐらい(給料を)取りょっとじゃなかですかね。」 

──現在はＣさんはどれくらい給料もらってますか？        

「現在は、えー、44～45 万。だいたい 24～25 日出てですね。」 

「(Ｊさんの発言)“昼間は眠れない”て言うんですよね。だからね、ちょこちょこ起きてきますよ。“寝りゃいいじゃない”て言うけ

ど“眠れん”ていうです。特に(夏に)暑くなるとね。」 

「(Ｃさんの発言)人間はやっぱ夜寝るごつなっとるけんね(笑)。一週間交替に夜寝たり昼寝たり(というのはきつい)ね。」 

「(Ｊさんの発言)だからこっち(私)もそれ(Ｃさんの生活パターン)に合わせるでしょ。何かね。きちんとした生活されないんで

すよ。」 

「(Ｃさんの発言)規則正しい生活はされんですね。これが普通の会社のごと 4 日おきならだいぶん違うでしょうけどね。4 日

間ぐらいならもつもん。やっぱ 6 日ちゅうとですね。きつなるですよ。」 

  

 彼は三交替で出勤しているが、「三番方は寝不足になってきつい」と発言し、「以前は月に 28～29 日出勤し

ていたが、現在は 23～25 日」出勤しているようである。「昔はそうなかった」が、現在は「あちこちが痛み」、「き

つくてやすむ」こともあるという。また、「規則正しい生活は出来ない」の発言のように、三交替はかなりの負担が

あるようである。  

  

・友人 

「やっぱ現場が一緒の人ですね。もう、他の人もおるけど、なかなか電話の連絡つかんとですよ。他の方になると、なかな

かですね、一緒になれんで。そいけん、同じ方だけの人が多かっですね。」 

  

 友人は「現場が一緒の人が多い」とか、「同じ方の人」というように、職場での人間関係が中心のようである。 

  

・会社へのイメージ 

──会社に対するイメージは？ 

「やっぱ“労働力を売る”ちゅう感じでおるからですね、それに対しての賃金をもらうちゅうだけです。会社に対してはです

ね。」  

──<自分は会社の一員だ>という意識は？        

「そりゃ、あるですね。だけど、会社も昔みたいに、あの、いい人が出てしもたですね。他の会社に全部行ってしもたからで

すね。」 

──賃金には満足してらっしゃいますか？        

「うん、まあまあでしょうね。大牟田では。」 

「(Ｊさんの発言)多いに超したことはない(笑)もう少しボーナスがあったらいいね。給料はまあまあだけど、ボーナスが少なく
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て。」 

  

賃金は、「まあまあ」だが、彼の妻は「ボーナスが少ない」とこぼしていた。また、会社に対しては「労働力を売

る」という表現をしており、割り切って考えているが、「(会社の一員だという意識は)ある」という。 

 

・喧嘩 

「いや、それは、坑内で喧嘩やると解雇の対象になりますね。そりゃ、口喧嘩はしますよ。手は出されんばってんね。」 

──口喧嘩はありますか？        

「そりゃ、もう、ずっと。仕事のことですね。そりゃどこでも(炭鉱以外の職場でも)ありますけどね、炭鉱は特にそれが多かみ

たいですね。資材を持って行くにしても、自分とこにはよ持って行くために喧嘩腰になってすることもありますよ。」 

「中には悪いともおっとですよね、利己主義が。」 

──仕事の仲間内(一緒に繰り込まれた 4～5 人の同僚)でもめたりすることはありますか？        

「うーん、たまにはあっですね。(気が)合う人ばかりで集まっとるわけやなかけんですね。遊びならほら、気のあう人とかです

ね、一緒に行くけど。」 

──そういった場合にどういった形で解決されますか？        

「仕事を、ほれ、やっぱ、振り分けてなるだけですね、もめんようにはしよるけどですね。」 

──今までの仲間の中で困った人はいらっしゃいましたか？        

「中には何人かおったですね。仕事をほれ、頼んどる仕事をしてくれんとかですね、やっぱそんなことあるですもんね。違う

ことをしてしもたり。電気やけん危ないんですよね。“言うた通りしてくれるやろ”と思うてこちらは他のことしょっでしょ。で、終

わってなかったり何かすっと危険だからですね。」 

──他には？        

「やっぱチームワークを乱す人がですね。仕事はチームワークでせなんけんですね、4 人一緒にならんと、なかなかうまくい

かん。そして、重かつ担ぐ時のあっでしょうが。重かつは百何十㎏かば 4 人で担ぐ時があるからですね、やっぱ息あわせん

と怪我したり何かするけんですね。あんかとこ、100ｍぐらい担がなんとですよ。100㎏以上のとば。スイッチとか。(最先端の

現場は)まだ車道も敷いてないからですね。」 

  

 「喧嘩は解雇の対象になる」が、「口喧嘩はします」とか、「(気が)合う人ばかりで集まっているわけではないの

で、もめ事もある」と語り、仕事に伴う口喧嘩が相当起こっていることがわかる。また、「チームワークを乱す人」

がいるので困る場面もあるようだ。  

 

・ふりかえって 

──働いてこられて、あるいは働いたあと仲間で、一番楽しかったのは何ですか？        

「楽しかったこつちゃね、ま、いろいろあるばってんがね、これといって(ない)ですね、やっぱ、セット(採炭現場で採炭準備

のために機械をセットすること)が終わったときですね。みんなで飲みに行ったりなんかはしよったからですね、昔は。一仕

事おわるでしょ。そすと飲みに行こったですもんね。今は、こっちはなかけんですね。今は掘進と一緒にしよるけん。昔は

多か時は 10 人ぐらいで一緒にしよったからですね。セットの終わったら完成祝いはしよったですね。」 

──昔とはどれくらい昔ですか？        
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「えー、もう、三交替ば 4 年したから、6 年ぐらい前からですたいね。三交替ば体をこわして 4 年ばっかりしたんですよ。そし

て、また今度今の仕事に戻って 1 年なるとかな。」 

──仕事をしていて<よかったな>と思ったこと、あるいは劣等感を持ったことがありますか？        

「うーん。別にないですね。まあ、炭鉱は気楽だからそれだけはいいけどですね。仕事するだけでいいでしょ。あと何も考え

る必要ないしですね。ふつう(の企業)は何だかんだ、研修だ、人間形成のどうのこうのがあるでしょが。炭鉱はそれがぜん

ぜんないからですね。」 

──娘さんから<坑内では泥棒が多い>と聞いたことがあるんですが？ 

「私も 1 万 2 千円ぐらい取られたことがありますね。中におるあいだに(坑内にいる間に坑外のロッカーで)。だいたい、炭鉱

ちゅうのはおかしいんですよ。三井の場合はですね。(坑内で)品物でも忘れてくるでしょ。で、その品物は拾った人が返さ

んとです。そして自分のもの(になります)(笑)。普通なら返してね、“落とし物です”て言ってやってくれればいいんですけど、

もう、拾たら自分が(の)私有物になるから、困るんですよね。それが。あれが昔っからの三池の悪いとこです。落としたら終

わりです。拾った人のものになるから。困るとですよ。もう、私たちがペンチでもちょっと忘れてくるでしょ、向こう行って(忘れ

たのに気付いて)帰ってくっともうなかでしょが。もう、だれか取ってしもとる。そんなとこがね・・・。で、坑内っちゅうのは落と

したらほんと、わからんようになる可能性が多かっですよね、真っ暗かけん。そんな点があるから、拾た人のものになったと

でしょね(笑)。拾たら出してくれんとね。」 

──ご自身が拾った経験はありますか？        

「拾ったこともあるし、失うたこともありますね。」 

「(Ｊさんが“拾たつはどうしたね”の突っ込みに対してのＣさんが)そりゃ、自分のもん(一同爆笑、Ｊさんが“あきれた”といって

笑う)。拾たら自分のもん。」 

──生活の知恵というか、何かそういうもの、たとえば、何か使い勝手がいいようにとかそういうことはされてますか？        

「趣味するとに余った材料とか使うですね。釣りの餌箱作ったりですね。いたいっぱいあるけん。そういうちょっとしたつ。み

んな、器用な人がおるけんですね。タイラギ(貝)引っ掛くるものとか作ったり、仕事での電気工事用のベルトを作ったり。」 

──筑豊から退職されてこちらに来られた人とかいらっしゃいますか？        

「向こうの人は下請けの三鉱建設が多かとですよね。三鉱建設が飯塚の方に立坑トンネルちゅうのがあるんですよ。そこの

人(立坑トンネル建設に従事した人)たちが岩盤掘進をしよったですもん。そこの人たちが向こう(筑豊)から来とる人が多か

ですね。だけど、本鉱でも結構おるけんですね。」 

「炭鉱は言葉が色々入り交じって多かですね。九州でも、鹿児島とか、宮崎とか集まっとる人が多かですね、長崎、佐賀で

も言葉が結構違うですもんね。すと、飯塚のほうでも違うでしょうが。“やっちゃんない”(“してみて下さい”の意)とか。」 

  

 坑内のエピソードとして「泥棒がいた」り、慣習として「拾ったものは自分のもの」という風があるという。彼も、泥

棒に遭ったり、工具をちょっと落として誰かが持っていったり、彼自身が工具を拾って自分の所有にした経験

がある。このような慣習は、常識的には決して勧められたものではないが、炭鉱労働者ならではのサブカルチ

ャーの一つとして考えられよう。なお、この部分は、筆者と彼と彼の妻三人でもっとも盛り上がった(ある種の笑

い話として)箇所である。また、「炭鉱は気楽だからそれだけはいい。何も考える必要ない」といった発言も注目

される。 

 また、坑内で使用される言葉の面では、筑豊地域からの労働者流入の影響がみられるようである。 
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  事例４ Ｄさん 

  

＜生い立ち・基礎データ＞ 

 Ｄさん(51 歳、坑内機械(切羽)、21 年間勤務、現役、Ｄさんの作業用具-写真 7.参照)は、1945(昭和 20)年 1

月 1 日、熊本県天草にて生まれた。父は、以前、筑豊の飯塚の炭鉱で働いた経験があり、Ｄさんが生まれた当

時は父母ともに天草で半農半漁の生活であったという。Ｄさんは、6 人兄弟の 5 番目(三男)として生まれ、地元

天草のＯ中学校を 1960(昭和 35)年に卒業、同年Ａ農業高校に入学している。ところが、１ヵ月程で学校を辞

め、翌 1961(昭和 36)年、兄の紹介でＮ水産に入社、東シナ海の底引き網漁の船員として働きはじめた。さら

に、昇進の望みが期待薄であった(水産高校の研修生の方がより良く昇進できたという)ことと、船員同士での

仕事の安全上のトラブル(もめ事)が きっかけとなり、翌 1962(昭和 37)年に、Ｎ水産を退社、当時大牟田市内

で海苔養殖業を手掛けていた彼の兄(６人兄弟の次男)の手伝いを始め、冬期には海苔養殖、他の時期には

車の運転手などのアルバイトをしていたという。1965(昭和 40)年に、市内のＫさん(インタヴュー当時 50 歳)と

結婚、娘二人(インタヴュー当時 26 歳と 23 歳)をもうけた。インタヴュー当時、妻(スナック経営)、娘二人、娘の

子(Ｄさんの孫)とＫ社宅に同居しているが、昭和 49 年から平成 4 年迄は馬渡社宅に住んでいた。炭鉱には

1974(昭和 49)年 2 月 25 日に宮浦鉱で働き始め、機械の職種で現在にいたっている。就労して 3 ヵ月は仕繰

の試用員であったが、その後、現在まで機械(切羽機械)の仕事に従事している。2 年程前までは常一番(常に

一番方)の労働形態であったが、2 年程前から三交替で仕事をしているという。Ｄさんは、1997 年 3 月の閉山

まで現役労働者であった。 

 

・動機 

「海苔とアルバイトじゃ生活の安定がないからね、ま、たまたまうちの家内の姉婿(彼は宮浦鉱・有明鉱の運搬、退職)と家内

の兄(掘進、退職)が炭鉱に行きょったけんね、坑内に下がろったわけ。で、そういうあれで、“炭鉱に入ったらどうか”ちゅう

て家内と(家内の)兄と(家内の)姉婿でそういう話ばしよったつじゃないですか?たぶん。で、すすめがあったわけたい。給料

も毎月あるし、ボーナスもあるちゅうことで、自分としてはあんまり気は乗らんやったばってんね、49 年当時は 2 人小さかと

がおったったいね。そういうことを考えて、将来性のあっとこに入ろうかちゅう気になったわけ。」 

──<あまり気が乗らなかった>というのはどんな理由からですか？        

「やっぱ、その、爆発事故ですね。そいけん“あんまり良くなかぞ”ちゅう人もあったけども、運転手しよっても、(生命にかか

わる)危険はあるけんね、そういうこともあったもんで、入ったわけです。それで、たまたま、入ったとき 49 年じゃったけんで

すね、ちょうどオイルショックやったですたいね。で、2 月に入ったでしょ。当時 700 円ぐらいやったかな。一日に。入ったば

かりということもあってですね。それでオイルショックで 4 月に賃上げのあるでしょ。あれで倍上がったですもんね。一挙に

1400 円ぐらいやったです。それ以後はあんまり上がらんばってんですね。そん時が一番(給料の上昇が)良かったときです。

ま、炭鉱に入って生活は安定したものになったばってんですね。」 

──炭鉱に入られてからは海苔の方は？        

「もう、全然。49 年から全然しとらんから。」 

  

 Ｄさんは、就労動機として「(高い給料による)生活の安定」を挙げている。ただし、「あまり気はのらなかった」と

も言っている。 
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・就労前のイメージと就労後のイメージ 

「別に、中を想像したっちゃ、全然分からんでしょうが。ただ、防空壕のごた、かたい岩盤のイメージしかなかったですね。」 

「坑内見学に行って、歩いていて、上からポロポロポロポロ落ちてくるわけよね。坑道の古いとこを通ってみたりね、でこぼこ

とか、湿気が多いところとか通らせてね、そん時は“はあ、そげんか所で(自分は)仕事さるっちゃろか？”ちゅう感じはあった

ね、最初。行ったとと一緒にボテボテ落ちてくるですもんね。ま、こう、長う坑内で仕事しよってね、“よかったな”て思うね。

仕事の時間が坑外より少なかでしょうが。道中があるでしょうが。今、上から下がって 1 時間ぐらいかかるでしょうが。現場に

いくまでに。そすと行き帰りで 2 時間道中のあるけんですね。正味の労働の時間は少なかですもんね。」 

──はじめの頃に<怖い>と思われましたか？        

「うん。思うた。最初ね。ボロボロ落ちてくうが。そすと、試用員やった頃に一回、紙一重のところで引っ張ってもろて助けて

もろたことのあった。もう、こげん太かとの落ちてきたもんで前から。おれは知らんで仕事しよろが。とっさに先輩が引っ張っ

てくれたとと落ちてきたとがいっしょやったたい。だけん、そん時に“うわー、こりゃ大丈夫じゃろか”て思うて。(今までに)何

回かあったですよ。紙一重の 2 回ほどあったかな。」 

──最初に炭鉱に入られたのはいつですか？        

「昭和 49 年 2 月 25 日。最初 3 ヵ月は要するに見習いじゃけんですね、仕繰におったです。そして、機械の方にずっと。」 

 

 就労前は「炭じん爆発事故のイメージや、“炭鉱はあまり良くない”といった忠告があり、勧められた当初はあ

まり気が乗らなかった」とか、「中を想像しようもなかった。防空壕のようなかたい岩盤のイメージ」であったが、

就労直後は「こんな(天井がポロポロ落ちてきたり、湿度が多いといった条件の悪い)所で仕事できるだろう

か？」と思い、怖かったという。もっとも、就労の際に、「(アルバイトで)運転手していても(生命にかかわる)危険

はあるので(炭鉱に入ってもいい)。」という考え方で就労している。また、試用員だった頃に落盤で被害に遭い

かけた時に「大丈夫だろうか？」と感じたという。このように、彼は、就労当初は予想したイメージより悪条件の

坑内に戸惑っていたようである。ただし、就労直後にオイルショックがあり、炭鉱が一時期見直され、給料が倍

増したこともあり、炭鉱を辞める気にはならなかったようである。 

  

・仕事の内容と現場のイメージ 

──仕事は機械の据え付けなんですね？       

「ええ。前なんかですね、私どもが入って 10 年ぐらいまではイナイ(担い)運搬ちゅうて、ＰＣトラフ32の 1 枚 140 ㎏から 180

㎏ばかりのイナイがほとんどやったもんね。今は自力でイナウちゅうやつがあんまなかもんね。ほとんど、坑外で言えば車を

使って運ぶとかそういう格好になっとるわけ。今はあんまりイナウちゅうとはなかもんね。今から 10 年ほど前と今とは、重量

物のイナイ運搬、人力でイナッて運搬する、それがほとんど今はなかもんね。今は運搬機で、イナウちゅうことはなかね。

100 ㎏、150 ㎏のものでもほとんどイナウちゅうことはなかね。楽はだいぶん楽になったね。」 

－ＰＣトラフとはどんな機械ですか？        

「要するに、長さが1ｍ500(㎜)の幅が600(㎜)ぐらいかな、それの中にチェンが入って、掘進がローダとかロードヘッダで炭

を掘って、炭を乗せるために私たちがＰＣトラフと原動機ばを敷設してやるけん、それに炭が乗ってくるわけです。掘進が 1

日に 7ｍとか 10ｍ行くでしょうが。すと、行ったしこ私どもがトラフば 3 枚から 4 枚延長してやるわけ。して、60 枚から 70 枚、

100ｍぐらい進んだら原動機が回らんごとなるけん、原動機ばつけたしたりするわけ。で、200ｍ位行ったらベルトコンベア

に換えるわけ。」 
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──技術が良くなって担がなくていいようになったということで、変わったことはありますか？余裕が出来たとか逆にかえっ

て他の仕事がふえたとか？        

「そりゃあるたいね。機械で積んでいって仕事が楽になったばってん、そすとやっぱり余分な仕事の出てくったいね。要す

るに仕事の量の多なってくるちゅうことの、実際あるわけたい。早く終われば“あれをしてくれ”とか上司が言うて来るわけね。

要するに、せこせこ動いとかなでけんちゅうこったいね。楽は楽たいね。汗をまず、昔ほどかかんじゃろ。もう、前はね、午前

中で靴のなかはじゅっくりなりょったもんね、保安靴履いとっとに。そして、ジャバジャバしょったったい。そすともう、足の濡

るっとが一番きつかとたい。家さん帰ってくると足がもう、濡れとったもんで、逆にカラカラなって痛かっじゃんね。でもう、も

の凄か疲れやった。今はもう、暑かとこに行けばなる所もあるばってん、前んごとはなかごたね。先山さん(の上手下手)によ

って暑い涼しいもあるけどね。」 

「現在は、前みたいに、パンツァの撤去とかあんまりなかわけ。前は全部機械(の職種の人員)でしよったわけ。今は人間も

少のうなって、よその職種と合同なかたちで、うちが忙しかときな、掘進の人たちが加勢しに応援に来るち。撤去は開発。

仕繰の人とか掘進の人たちに撤去してもらいよるもんね。機械の人も追われよるけんがらそこまで間にあわんわけね。おっ

どんたちは、この頃撤去とかしたことなかね。だいぶん。今年に入ってからでもまだしとらんやろ。他の仕事に追われとるも

んやけん。こざこざのいろいろあるけんね。パイプ継ぎとかそげんかつはね、仕繰がしよるもんね。前はもう、機械がしよっ

たばってん。で、そん、いろいろが、ハライの出来るときが一番忙しかったいね。ＭＨＰ33の座ってしまうとね、坑道を維持せ

なでけんけん、機械・電気の管轄になってくるわけたいね。そすと、機械・電気がおわると採炭になるけん、会社の幹部連

中が“はよせろはよせろ(早くしろ)、明日から切る(採炭を始める)けんが、全部してしまえ”ちゅうて、ほとんどそればかりた

い。」 

  

 彼の職種は、切羽(掘進)機械であり、重機を据え付ける仕事である。「昔は(数人で)担いで運搬して据え付

けて」おり、汗で靴などがずぶ濡れになったこともしばしばだったが、「10 年ほど前から、運搬・据え付け機械

が導入され、肉体作業がずいぶん楽になった」と語っている。しかしながら、「仕事は楽になったが、却ってセ

コセコと動くような仕事が増えてしまった」という発言や、「会社幹部が“とにかく早くしてしまえ”というので忙し

い」など、機械化によって、仕事の忙しさが増したことを漏らしている。以上のことから、10 年ほど前から、急速

により一層の機械化がなされたために、労働者の肉体的負担は減少したものの、忙しさが逆に増えてしまった

という皮肉な結果を生んでいるようである。 

  

・事故・怪我・恐怖体験など 

──<試用員の時に落ちてきてで助かった>という他に今までに事故とかに遭ったことはありますか？        

「事故は遭っとらんね。怪我は何回かしたばってんね。怪我はいっぱいしたばってんね、入院するほどの怪我はなかった

ね。ここの指が一番長引いたやろ。今でもちいっと短かったい。ホイストば据え付けるときに指ば挟んで、つめはベロッとと

れて、病院に行って縫うて。して仕事休んで 1 ヵ月してそろそろ仕事出ろうかなちゅう時に膿が出てきて切開して。そしたら、

それば、結局 3 回位して、ちゃんと手術したら、骨にバイ菌のはいっとったったい。それから 2 週間ぐらいして仕事はじめた

ばってん、結局 3 ヵ月ぐらいよこうた(休んだ)ことのあるです。他にもいろいろしたばってん、一番長かったつはそれでしょ

ね。」 

  

 彼は、「(最も大きい怪我では)指を挟んで骨折し、長引き、3 ヵ月ほど休んだ」と語った。これも機械による怪
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我である。 

 

・危機意識とその解放、および信仰 

「別にもう、上がってくるときはそげんは考えんで、“はよ上がって一杯飲もうか”ちゅうくらいいのもんで、ただね、たまにね、

エレベーターの途中で止まっ時のあっとたい。非常のかかったとかで。そげんかときがはよ上がりたい一心で騒動するとた

い。入るときは良かとたい。入るときとまると、そん替わり仕事をせんでよかけんね。」 

──光が見えた時にほっとすることはありますか？        

「おお、三番方明けの朝。エレベターば降りると何とも言えんね。“ああ、これで 1 日終わったか”ちゅう感じで。」 

「(上がってきて)何がいちばんかというと、煙草やね。もう座って 2 本ぐらい続けて吸うてね。してお風呂に入って。めいめい

ジュース買いにいくものもおるし、煙草も吸わんでスーッと風呂に入ってツッと帰る奴がおるし、そすと、脱衣所で雑談ば、

もう、決まっとるわけたい。雑談する奴どもが何人かで煙草吸うてね。 

──その後で仲間同士で酒を飲みに行ったりされますか？        

「ううん、今はもうね、そげん、酒を飲むちゅうとはあんまなかね。やっぱ、飲むちゅうても、夏と、花見と忘年会。そんくらいの

もんじゃろ。ま、仲間で何人かで飲む時もあるばってんね。」 

──帰りがけに一杯引っ掛けるということはないんですか？        

「うんにゃ、なか。やっぱ車に乗っとるけんね、それはされんもんね。そすとね。前ね、宮浦や三川におったときはね、やっ

ぱバスが多かったけんね、三川のときは、バス通勤して、諏訪橋のところに、今、酒屋の閉まっとろが。あそこで、よう飲ませ

よらしたったい。豆腐出してね。今はね、途中で町に寄るちゅうことはなかね。もう、おっどんたちも、一番方の時もあんまり

行かんでしょうが、もう、朝起ききらんもん。二番方の時はちょうど(飲んで帰ってきて)良かぐらいになるじゃろが。(昼の)11

時とか 12 時まで寝とってよかけん。三番方の時は行かれんじゃろ。」 

──夢見の悪か時に休んだりしたことがありますか？        

「おお、何回かあった。うん。見たことのあるもんね。夢でつっこけたり、高か所で仕事しよって落ちたとか。そげんか夢ばみ

たことのあるじゃん。何回かね、夢見悪かけんがら、“今日は仕事行かんぞ”ちゅうて。会社に電話して。」 

──坑内でも家でもいいですけど、何か信じてあることはありますか？        

「別におりゃそげんかつはあんまり好かんけん。」 

──繰り込みの時は山の神様に参られますか？        

「うん、そりゃせなでけんもんだから、全員がしよるけんがら。繰り込み前にラジオ体操のあって、(山の神に)一礼たい。それ

はするよ。おれもまあ、職場委員ばしよるけんがら、委員ばしよって、(同僚や部下の手前)“大将は何もせんとになしおどん

たちがせなんかね”てなってくるわけたいね。坑内でも同じことで、“ありゃ委員ばしよっとにどうろこうろばい、いっちょん仕

事はせんばい”てなるけんね。やっぱ、そこんところは、けじめばつけて何でもピシャッとしよるとはしよるたい。」 

──でも特に何を信じているというわけじゃないんですね。(と念を押すと) 

「そげんかとはあんまり好かんけん。してあんまり人も信じん(笑)。」 

──でも夢見とか何とかはあるんですか？ 

「信じん、信じん、ちゅうて、何で夢は信じて休まなんかねちゅうともあるばってん、何か、仕事に行きたくなかごたる感じの

出てくっとやんね。夢見たけん、事故のあるわけじゃなかばってん、何かね、そげんか者の多かもんね、“今日は夢見なさ

ったけんが休んだ”ちゅうてね。」 
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昇坑時に「はやく上がっていっぱい飲もうか」とか、「エレベーターが止まると(皆で)騒動する」あるいは、「三

番方明けの朝、エレベータから降りると“ああ、これで一日終わったか”と思い、なんともいえない」、さらに「煙

草を 2 本ぐらい続けて吸って、風呂に入る」などのことばに注目すれば、坑内では、無意識的に危険を感じて

いるのが読み取れよう。後述の<友人および娯楽・解放>項に述べているように、坑口が大牟田市内にあった 5、

6 年ほど前までは、「坑口の近くの酒屋で友人と飲んだ」り、現在は、「(たまに)二番方上がりに、帰ってから友

人と(妻の経営するスナックに)飲みにいく」程度で、「社宅にいた頃は家で皆で一緒に飲んでいた」が、「今は

家で友人と皆で飲むことはあまりない」という一方、「晩酌は毎日(筆者の感覚からすればかなりの量)する」「三

番方上がりには朝から飲み、昼に眠れないとさらに飲む。(皆)酒が相当要るのではないか」というように、彼は、

飲酒によって解放を行なっているようである。また、煙草(休みの日は 5 箱)や、パチンコも彼にとっては欠かせ

ない解放のための要素であるようだ。「今まで何回か(不吉な)夢をみた次の日は休んだ。何か行きたくない感

じがでてくる。自分のまわりにも夢をみて休む者もいる」と語る一方で、「何か信じるのは好きじゃない。山の神

への一礼も形式的・模範的にやっているだけ」と語っている。これは、夢に出て来る内容のみを信じていること

を示唆しているのではなかろうか。 

 

・出勤 

「昔は常一番やったもんで、ずっと。まだ、三交替になってから 2 年位にしかならんもんね。それまでずっと常一番やったた

い。全部統合してしもたもんで。三交替が 1 年半かな。そん前が一番二番やったったい。それが一年ぐらいやった。でも、

一番と二番が一週間交替やけん、(自分たち)親父もきつかばってん、嫁さんもきつかったい。そういう苦情もあったもんで、

結局三交替になったばってんね。(三交替は)最初は良かったわけたい。三交替に憧れとか、そげんかともあったわけたい。

でも、だんだん慣れてきたら、夏とか冬とかができんたい。一番方の時は 4:00 に起きて、4:15 ぐらいに会社に行って、風呂

に入って、腰のあんま良くなかけんね、20分ばっかり動かしたり。毎日。二番三番も同じたい。繰り込みは6:30やけどね。」 

──三交替、二交替、常一番でどれがいちばん楽ですか？        

「そりゃ、三交替がね。仕事もし良かよね。それと、家の用事も済まされる訳たい。特に役所とかね。」 

「一番方の時は好かんもんね。休みの多かもんね、一番の時は。」 

──だいたいどれくらい休むんですか？        

「休みは、うちの家内が商売しよるわけたい、スナックば。すと、月曜日が休みにしとったわけたい。して、(自分も)月曜日に

月に 1 回か 2 回休むたい。一緒に。家内の方にあわせてね。」 

──月にだいたい何日ぐらい休むんですか？        

「おどんたちが、月に、連休が月に 2 つぐらいあろ、そいけん、(出勤するのが)23(日)ぐらいになるやろ。」 

──月曜日に休むというのは？        

「うん、それは日曜日に出て、代休ちゅうこっでやすむわけですたいね。」 

──<今日はきついけん休もう>ということはありますか？        

「うん、なかにはそういう時もあるたい。たまにね。もう、とにかく、きつかというときは坑内の暑か時ね。もう、汗じゅっくりなっ

て、もう、堪えるときは堪えるね。おれ、もう、水のなかと仕事できんとたい。坑内で氷水のあるけん、ビニール袋に入れて

(現場に)持っていくわけたい。水ば飲んで暑かとこにいくと、体の火照ってしもてね。きつしてでけん。もうだらしなって動こ

ごつなかもん。それでもう、(会社に)“明日休むぞ”ていうてから。二番方、三番方の時はよかばってん、一番方のときがね、

家内が弁当ば早う起きて作っとるけん。女房は好かんわけたいね(笑)。そげんかつはどこの嫁さんでんあるらしか。」 
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──仲間同士で会社にいってから仕事せんで遊びに行ったり飲みにいったりしたことがありますか？        

「うん、そりゃある。でも、今はね、殆どなかよ。こりゃどこの職種でん、変らんじゃろと思う。」 

──だいたいどれぐらい前までですか？        

「え－っと、有明炭鉱にいってからね。55～56 年位までたい。要するにポイントガエたい。(会社に行ったすぐに)風呂はい

って帰るとたい。めいめい、魚釣りとか。前はね、菊地(渓谷)にニジマス釣りに行きよった人が多かったね。おどんたちは、

帰って、何人かで、パチンコしか行きよらんやった。魚釣りはせんけん。前は本当、多かった。今はほとんど見らんばい。そ

りゃ、“腹の痛か”て帰る者はおるよ。でも、友達つれて行くものはおらん。そこんとこは、時代の流れかなんか知らんばって

んね、前は、多かったもんね。ここ 10 年うちの職場でもつるんで帰る者はおらんもんね。何でそげんなったかは知らんばっ

てんがら。前は、係員にめっからんごて、風呂屋の窓からカバン持って出よったっじゃん(笑)。」 

 

 彼は、ずっと常一番で、2 年ほど前から三交替であるが、「三交替の方が楽ではあるが、慣れてくると一番方

の時は朝が早い(常一番より早く、持病の腰をケアするために仕事前に風呂に入っている)ので休みが多く、夏

や冬は(睡眠が妨げられるので)いやだ」と不満を漏らしていたが、「家の用事や役所の手続き等は三交替はや

りやすい」という。また、月に 23 日程度出勤し、スナックを経営している妻に合わせて休暇をとったり、たまには

「体のだるさや眠さで欠勤するときもある」という。さらに、「昭和 55～56 年ごろまでは(自分も)ポイントガエして

いた。しかし、ここ 10 年そういうものはいなくなった」というエピソードも語ってくれた。このように、炭鉱は労働強

度そのものや、労働パターンが一般の会社とは異なっているため、一種独特の生活パターンが生み出されて

いる。ただし、最近の彼の仕事は想像するよりはるかに日本の会社で“一般的”とされるパターン(月に 23 日出

勤、たまに欠勤)と相違ないことも注目される。 

  

・友人および娯楽・解放 

──現在の友達というか、日常的につきあう友達は何人ぐらいいらっしゃいますか？        

「あんまり趣味ば持たんけんね、まあ、飲み友達たいね、4、5 人。あんまりおらんがよかもん。現場も同じ人ね。たまに昔の

仲間がな、来るばってんが。」 

──だいたいどのような形で？        

「家ではあんまり飲まんね。ま、仕事のきつかったときは二番方上がりに帰ってから飲みに行って。23:10 ごろ帰ってくるけ

んね。うちの店によう行くばってんがね。」 

──だいたいどれくらい飲まれますか？        

「今もう、だいぶん弱いけんね。歳の 50 にもなったけんがね。家で晩酌はビールの 500(ml)の缶 2 本と焼酎ば、ヨンロクで

3 杯 4 杯。毎日ですね。」 

──<家ではあんまり飲まん>ちゅうのはそれ(晩酌)は入らんのですか？(のツッコミに) 

「一人で飲むときはそんくらい飲むけんですね(笑)。三番方上がって帰ってきたら朝から飲むけんね、朝から飲むよ。昼目

の覚めたときはまた、寝られんけん飲むよ。そりけん、酒の炭鉱の人たちは相当いるとやなかかな。」 

──店では？        

「店では4、5人行ってもそげんは飲まんね。飲むばっかりじゃなかけん。唄うたりね。馬渡におるときは、家で(友人など皆と

一緒に)飲みよったもんね。でも、こっちにきてからは全然そんかこつはなか。」 

──今、一番の娯楽は何ですか？        
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「遊びはパチンコ行っとるが一番良か。毎日というわけにはいかんばってん、パチンコに行くときは朝一番から<蛍の光>の

なるまでおってね。勝ったり負けたりでね。家内も好いとるけん。」 

「たばこは 1 日 1 箱ぐらい吸うですよ。坑内では吸われんけんですね。休みの日でパチンコに行っとるときとか、5 箱ぐらい

いくですよ。煙草はやめられんですね。」 

  

 友人については、「友人は飲み友達の 4、5 人。あまり(たくさん)いないほうがいい」といい、ほとんどが「同じ

現場の者」だという。また、出勤途中の飲酒行動は、坑口が有明立坑に移転してからはなくなり、もっぱら晩酌

や妻の経営するスナックで仕事仲間と飲酒することによって精神の解放を計っている。 

  

・住居 

──社宅には住んであったんですか？        

「うん。馬渡にね、(炭鉱に入ったのが)昭和 49 年の 2 月じゃったろ、で 49 年の 4 月から、して、ここ(Ｋ社宅)に来たつが（平

成）4 年の 2 月ぐらいじゃった。馬渡社宅が廃止になって、立ち退きせなできんやったったい。」 

─社宅におんなさって、何か特別の扶助とかつきあいとかありましたか？        

「馬渡の時はね、同じ町内とか同じ近隣の社宅とか、街の狭かけん、ほとんど顔見知りというかふれあいはあったね。で、

(小中学校の)校区の行事なんかは、バレーとかソフトボールとか、わきあいあいで、ワイワイでね、そういうのはものすごかっ

たね。隣近所との付き合いは朝晩あいさつして、風呂場があったけんね。あやつが、ひとつのふれあいの場になっとたじゃ

ん。嫁さんたちなんか風呂上がってから座談会ていうか、いろいろ話のあるもんな。こっち(Ｋ社宅)はなかもん。ここは公民

館もなかろが。うちの会社や組合の行事とかも、あんまり入ってこんもん。炭鉱に入ってから馬渡行って、地域のああいうの

にも、顔突っ込んでしてきて、良かったと思うたい。校区の公民館の役もしてきたし、学校のＰＴＡもしてきたしね、そういう面

では人と人とのふれあいが。特に馬渡のある校区は大牟田でいちばん細んか地域やけんですね。400 か 500 戸の地域じ

ゃけんですね。話の合う仲間 4 世帯とか 5 世帯ね。温泉とかよう行きよった。あと厄払いとかそういうのとかで玉名温泉に行

きよった。あと、地域から日帰りのバス旅行で行きよった。ひのくにランド(遊園地)とかバス 3 台ぐらいで行きよったたい。」 

「ここ(Ｋ社宅)が一番悪い。もう、家の者全部がね、ここに引っ越してきてからあんまりようなかとたい。“早う出よう”て皆で言

いよっとです。引っ越してきてから女房と娘が車の接触事故起こしたろ。で、ムチウチで 8 ヵ月ばかり病院通いしたもんね。

そすとおれがね、腰で入院したもん。そして長女と次女と孫が急に咳の出だしたとたい。ここは、どうも家に閉じこもりがちに

なるもん。馬渡は社宅全体が自分の土地ぐらいのもので、隣近所出てさるき(歩き)よったもんね。」 

  

  彼は、就労時(昭和 49 年)から平成 4 年まで馬渡社宅に住んでいた。「町内とか近隣の社宅とか、ほとんど

が顔見知りでふれあいがあった」とか、「校区の行事もわきあいあいでワイワイで」といい、その要因を「街が狭

かった」、「社宅に風呂場があった」からだと分析している。そして、馬渡社宅で、世話役的存在であり、地域活

動やＰＴＡ活動に積極的に参加していった。また、馬渡社宅時代には、親しくしていた家族で温泉旅行に行っ

たり、社宅全体でバス旅行などを催したりしている。ただし、平成 4 年に、現住所であるＫ社宅に引っ越してか

らは、近所付き合いもなくなり(「Ｋ社宅自体に付き合いがあまりない」という)、さらに、家族の者が事故を起こし

たり、健康を害したりしており、「ここはあまりよくない」と語っている。このように、彼は、馬渡社宅時代のことを懐

かしんで雄弁に語り、現在の状況に対して非常に不満を持っているようである。 
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・喧嘩など 

──坑内でしちゃいかんこととかありますか？口笛とか？        

「あ、そりゃ、せんね、する奴がおるとはおる。ばってんね、口笛はふかんね。それと、喧嘩は口喧嘩ぐらいのもんでね、そり

ゃ、ほんなこてすると思えば、何でんあるとやけんね、ナル木(坑木)とか、「のこ」とか喧嘩の道具はいっぱいあるばってん、

ま、そげんかつ振り上げてする者はおらんたいね。つかみ合うたことはあるばってん。坑内で喧嘩して、ケガして、血だらけ

になったちゅうことは聴かんね。」 

──口喧嘩はどのような感じですか？        

「要するに、意見のあわんで、先山と下の者との意見の違うもんやけん、先山が“こればせんなでけん”ちゅうて、話の合わ

んで“せん”ちゅうた時に口喧嘩になるわけたいね。おれも一回あったもん。一回だけやけどね。前はね、おどんたちが入

ったときは、先山さんがいう言葉と、最近の有明鉱に入った人たちの言葉と全然ちがうやったけんね、おどんたちが入った

ときはもう、“ウンガワガ”34で、人ば見下した言い方で言われよった。昔はね、20 年ぐらい前ね。“バカが、なんのかんの”ち

ゅうて、太か声で。それで、おれも、そげんして、入った時は先山から言われよったばってんね、そりゃ、もう、こらえとったけ

んね、そげんかつば問題にしよったらすぐ、クビにならなできんもんで、そげんかつばつば経験してしとるけん、ま、おれも、

有明さん(有明に)行ってから、三年ぐらいで先山になったわけたい。その当時はおれが先山ばってん、おれより先輩とか

同僚ばかり 4 人一緒に仕事しよったけんね、おれが、使わなんけんがね、そげんむりは言われんやったばってんね。それ

と、有明で採用した若っかもん、そげんかつには、おれたちが怒られた、前のことばのごたっとは、あんまり言いよらんやっ

たもんね。どっちかっちゅうと優しかことばで言わんと、歳の差が 20 ぐらいあったけんね。ただ、仕事はイナイばかりやった

けんね、“Ｄさん所は鍛わすけん”て言いよった者もおったばってんがね。昔は、いろいろ言われて喰ってかかる奴がおっ

たもんね。でも、そんかつは駄目やね。仕事しきらんけんやつがそげんかこつしよったね、して、そげんかもんはね、辞めよ

ったね。(上司の)言葉の悪かったもんね。要するに時代の流れたい。前はほんなこて上司からはやかまし言われよったもん

ね。係員でん、おどんたち一般職の前で怒られよったもんな。ちょっと手抜きとか違反作業ばしよるわけ。それば見つかっ

たら、現場でおれ達の担当の係員ば呼び付けて“お前はこげんかこつば指示したとか?。一歩間違えばどげんなっとか。お

前は、なんかこんかつは。やめろ。明日から来んちゃよか。”ちゅうて。今はおっどん達の前でなあんま言わんもん。ただ、

今は上がってきてから厳しかばってんがね。」 

  

 喧嘩は、「口喧嘩はあるが暴力沙汰はない」といい、「口喧嘩は自分も一回ある」と語った。その要因は、「先

山さん(熟練工夫で、グループを統括し指導する労働者)と自分たちの間で仕事に対する話が合わなかったこ

とが原因」であり、「以前は先山さんが“バカヤロウ・・・”などと見下して命令して」いたので、「(自分が)我慢して

いた」こともその遠因として挙げている。また、先山になった際には「(部下は)20 歳近く下だったので、あまり強

い口調では命令しなかった」という。「以前は、会社側の係員(先山をはじめ現場労働者を監督する係)がさらに

上司からやかましく怒られていた」とも語った。これらのことは、炭鉱に昭和 50 年代頃までこのような上下関係

が存在していたことを示唆している。 

  

・労働者に対するイメージ 

──炭鉱の仕事で一番重要な資質は何だと思われますか？        

「やっぱ、力持ちの人が良かですね。あとは、仕事の段取りの良か人と悪か人がおるけんがね。段取り一つでころっと違っ

てくるですよ。おれが先山の(自分が先山のグループ)では、一人良か奴がおるけんね。それが言うことも聞くし、皆もしてく
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るるたい。“よそには負けんごつ、仕事も、きれいな(丁寧な、後から手のかからぬ)仕事ばせなでけん。”て言いよるです。

早く、きれいに仕事ばするこつが一番じゃろ。」 

  

 彼は、「力持ちの人で、仕事の段取りがいい人」が仕事で重要な資質だという。また、「(昔は上司から強く命

令されていたことに対して)喰ってかかる奴は駄目で、そういう者は辞めていった(<喧嘩など>項参照)」と言い、

炭鉱で働くための資質の一つとして、人間関係(特に上下関係)を挙げている。 

 

・自己イメージ・ふりかえって 

─炭鉱労働者として、おもしろかったとか良かったことは何かありますか？        

「坑内じゃね、あんまりおもしろかった、良かったちゅうこつは仕事しよってはなかばってんがね。家の家族が人並みの生活

ばされたちゅうこつかな。三井に入って人並みより少しよか給料ばもらいよるっちゅう、それだけで家族が生活に苦労せん

で暮らしていけるちゅうことが良かったというのはある。おれが炭鉱に入っとらんなら、遊ぶとでんが遊ばれんやったろけん

ね。やっぱ要するにお金の問題やな。それと、さっきも言ったばってんね、人とのふれあいじゃな。近所。特に、家にはお

客さんの多かったっじゃんね。要するに(自分と妻が)世話好きということもあったし、要するに付き合い易かったっじゃろね。

うちの家内の方がもう、(客が)家によって、朝の 1 時 2 時までお客さんのおらしたりね。おれも、そん時は常一番やったけん

ね、朝起ききらんで休んだときもある(笑)。それと、馬渡におったときには、(妻たちが)温泉とか月に 1 回とか女子同士で行

きよった。おどん達も夫婦連れて、仲間同士でいきょったもん。玉名さん(玉名へ)。炭鉱に入る前はそういうことはほとんど

なかった。」 

──炭鉱に入って誇りに思ったことは何ですか？        

「馬渡におってまだ長うならんやったときにね、(炭鉱労働者ではない)友達が訪ねてきたとたい。で、家は広かし、電気、水

道、家賃ほとんどいらんやったけんね、友達でん借家住まいやけんね、友達が“わあ、こりゃ家賃が高かろ？”ちゅうて、お

れが“全部で千いくらたい”ちゅうたら、友達は“おりゃ 4、5 万払わなんばい。”て、びっくりしとった。あとは、さっきのお金も

“炭鉱に入って良かった”て誇りに思うたい。よそに行ったっちゃこげなもらわれんけん。学歴もなかとに、うちの職場だっち

ゃ大学出の何人かおるばってん、それといっちょん変らんごともらわるるけんね。学歴とは関係なかけんね。頭の問題じゃ

なかけん。仕事(肉体労働)の出来るか出きんかじゃけん。自分には合うとるね。」 

──Ｄさんが炭鉱の中でどのような人間なのかをおっしゃってください。        

「おれ、だいたい、はっきり言って、仕事は真面目か方じゃん。自分で言うとでけんばってんね、で、入社して 1、2 年で先

山のあれになった(資質が認められ、助先になった)もんね、で、2 年半から正の先山になったったい。入ってからそれぐら

いの期間でなる者は少なかもんね。上司には自分ながら言うともなんばってんね、信用はされとっとですよ。会社に。宮浦

から行ったつでは、機械ではね、もう一番上になりゃせんじゃろか(ほとんど先輩はいないの意)。」 

  

炭鉱労働に従事して、「家族が人並み、あるいは経済的に苦労しない程度の生活ができたのが良かった」と

か、「人とのふれあいが楽しかった」と語り、「仕事(肉体労働)が出来るか出来ないかの世界なので、自分には

合った仕事だ」とも語っている。このように、彼は概して充足感を持って自らの仕事を振り返っている。また、自

己イメージは「仕事は真面目なほうだったので、速く昇進(先山)でき、会社からも信頼されている」としている。 
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 事例５ Ｅさん 

  

＜生い立ち・基礎データ＞ 

 Ｅさん(55 歳、切羽機械/運搬、30 年間勤務、1994 年定年退職)は、1940(昭和 15)年に、大牟田市内で 5

人兄弟の 3 番目の子(長男)として生まれた。Ｅさんには弟がおり、Ｅさんとともに炭鉱に入るが、半年程で辞め

ている。Ｅさんの家は、自営業(商店)を営んでいた。Ｅさんは、市内ＯＭ高校を 1958(昭和 33)年に卒業し、父

の死とともに商店を継いだ。そして、1964(昭和 39)年 12 月に三池炭鉱の三川鉱に就労し、1994(平成 6)年

10 月、定年退職した。Ｅさんの職種は、機械(1964～1975)と運搬(1975～1994)であった。なお、Ｅさんは、

1974(昭和 49)年にＬさん(インタヴュー当時 48 歳)と結婚、一人の娘(インタヴュー当時 20 歳)をもうけた。なお、

インタヴューの一部は、ＡさんとＨさん夫妻にも同席してもらっている。Ｅさんは、1994 年に定年退職している。 

 

・動機 

──高校を出られてからすぐ炭鉱で働かれたんですか？        

「ううん。うちは商売をしよったけんですね。」 

──ではなぜ炭鉱に？        

「だいたいね、商売しょってね、お客さんでね、会社の上の人が来とったっじゃんね。そしてね、“入ってみらんか”ちゅうて、

弟に、弟がずっと勧められよったっです。そしたらね、弟がね、“行こうかな”ち言うたもんで、自分もね、大牟田に居ってね、

炭鉱の中をちょっとばっかり知っとったら人にも話されるけんね、“俺も入ってみろうかな”て言うて、自分は弟と一緒に入っ

たわけ。そしたら弟がすぐ辞めたろ。そしたら世話した人に対していかんもんで、自分が“もう少しもう少し”て思う間にとうと

う、(周囲の者も)“今までおったらもう辞めずにおったが良うはなかか”ていうもんでね。それで、とうとう、定年まで。」 

──弟さんはどれくらいで辞められたんですか？        

「うーん、半年ぐらいじゃなかったかな。“自分には向かん”ていうてね。」 

──どういった所が向かなかったんですか？        

「やっぱ、職場は特殊な雰囲気のあるけんね、弟は掘進をしょったつじゃんね。炭鉱に下がるとが“いや”と思うたらもう、き

つくなるもんね。普通の企業と違ってね。あんまりいやいやながらしよったら怪我したりするけんね。やっぱ、仕事が合わん

やったつですね。」 

──どこが合わなかったか分かりますか？        

「うーん、もう、本人が仕事すっとやけんね。私ももう、だいぶん“辞めよう”と思ったけど、とうとう辞められんやったですね。」 

──辞めようと思ったのはどんな時ですか？        

「1 度、上司と喧嘩しようとした時とね、あとは、商売と両立しょったからね。体力的にきついのと、やっぱ、仕事にも出られん

しね。商売もせんならいかんしね。商売をとうとう辞めてね。」 

──炭鉱を辞めないで商売を辞めたのは？        

「うん、両立て言うたら商売のお客も固定した客しか来んごとなるしね、よーっと考えたらもう、十何年炭鉱に勤めてね、15

年したら厚生年金も付くしね。考えたら、“会社の方をとったがいいやろ”と思うてね。」 

  

 Ｅさんは、父の商売を継いだものの、「弟が炭鉱に入ることを勧められ、炭鉱を知っていると話のタネになるの

で、弟と一緒に」就労している。弟は半年ほどで「“自分には向かない”と言って、辞めた」という。その理由は、
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「職場は特殊な雰囲気がある」からだという。そして、弟が辞めたため、「世話してくれた人に悪い」ので、炭鉱

に残っている。 

  

・就労前のイメージと就労後のイメージ 

「いちど坑内に下がってみたら、“はあ、こんなとこか”て思うよ。手をかざすやろ。指先はものすご熱して掌はものすご冷た

い所もあるよ。風がいきよるやろ。眼鏡はめとってね、一瞬のうちに真っ白なってしまうよ、湿度が高いためにね。」 

「だけどやっぱね、何でもやっぱ<すめば都>で、もう、最初はほんと、怖かったけどね、だんだんとね、慣れたら“これが自

分の仕事か”て思うからね。機械の音のせんなら何か不安でたまらんようになるしね。坑内はね、いつ上からボタが落ちてく

るか分からんけんね。慣れてきたらね、“ああ、あれはもう落ちるごたるな、ここで休憩したらいかんな”て思うけど最初はそ

んなこと全然分からんでしょうが。」 

  

 就労前は、前項<動機>で述べたように、「炭鉱を知っていると話のタネになるので」程度に考えていたようで

ある。実際に就労してみて、「最初はほんと、恐かった」、「いつボタが落ちてくるか全然分からなかった」ものの、

「慣れてきたら<住めば都>で、機械の音がしないと不安」なほどになっている。さらに、慣れてくると、「ああ、あ

れはもうボタが落ちるな」というように判断ができるようになったという。このように、就労直後は恐怖を感じてい

たものの、徐々に慣れていった様子がうかがえる。ところが、「上司と喧嘩した時(後述)」や、「商売との両立が

きつくなったとき」に、「だいぶん“辞めよう”と思った」ものの、周囲の進言もあり、「“もう少しもう少し”と思ってい

る間にとうとう定年まで」と語っており、辞めようと思いながらも頑張って仕事をしてきたことがうかがえよう。 

 

・仕事の内容と現場のイメージ 

「やっぱね、機械の時の人間関係は忘れんよ。人間ちゅうとはね、もう、自分の体力限界まで仕事した場合はね、ほんなこ

て、人のあれ(人間性の意)が分かるよ。もう、フラフラなろったけんね。暑かとこでするやろ。ひどか者は、熱中症にかかっ

て体のカチカチなってからね、ウーウー言よったっじゃん。目は引っ込んでですね。仕事しよってですね、おかしか時はハ

ンマーば握っとってポテポテ落としよっとですよ。そすと、“ああ、あんたはもうでけん。”ちゅうて、ちょっと塩ば舐めさせたり。

ごま塩ばですね、一袋持っていっととに 4 人で一日で終わろったもん。夏はですね、キューピーマヨネーズの太かとの容器

にですね、あれにお茶ば入れて、凍らせて坑内に持って行きょったよ。」 

「もう、この切羽機械がね、みんな人間が良かったけんね、自分ももう、(切羽機械の仕事集団から)出ろごんなかったっじゃ

んね(出たくなかった)。家族ぐるみでつきおうてね、本当に、もう、三川鉱では一番良かて思とったね。よその職種の者も羨

ましがりよったけんね。よか職場やったね。現在でもやっぱ付き合いよっとよ。この切羽機械の者とね。本当によかった。そ

の時に先輩たちからね、たたき込まれとっとよね。ほら、昔の人間は頭のカチカチのね、仕事に対してもうやかましかね、職

人気質の部分があったけんね。だけど、やっぱ、本当に上手な人がおったですね。ワイヤ接ぎとかでも上手な人間はちょ

っとで接ぐですね。技術ですね。」 

──切羽機械の具体的な仕事の内容はどういうのですか？        

「チェンコンベア35、これはトラフちゅうもんね、このトラフの取り替えやらね、クーラー据え付け、それからパイプ継ぎ。」 

──そういった機材を運ぶのは？       

「現場までは、機械が自分たちで持っていくとよ。その手前までは運搬が持ってくっとですよね。」 

──運搬の実際の仕事の内容は？        
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「だいたい、材料ば持ってくっと。材料運搬。それと炭ね、炭を掘ったのをこっち(斜坑)まで持ってこないかんもん、あれが

ですね、21 トンちいうてから、数十両編成でからね。ちょうど新幹線のごたる電車がねあるとよ。それと人間の運搬たいね。

これが、人車で 1 両が 18 人乗りで 9 両。今は、人の少なかけん 5 両ばってんですね。」 

──坑内でのエピソードとかおもしろかったことは？        

「ネズミのおったい。坑内に。それがね、(弁当入れる)カバンばね、掛けとかんとね、もう、すぐ食われとる(一同爆笑)。むか

しね、自分と○○さんとね、××さんとね(いずれも同僚の名)3 人でね、前の日に(自分以外の)2 人がいたずらしとっとやん、

ネズミに。そして、カバンばですね、3 人一緒の所に提げとったですもん。2 人とは下ば破ってから。ネズミは頭のよかっじゃ

けん。“おれたちゃ、復讐された”ちゅうてね、弁当ば自分のつば三等分して食べたこつのあっですよ。あとゴキブリですね、

排気道に行きよっ時に汗かいた化繊のシャツば通気門のとこに提げとったっですよ。取りにいったら、真っ黒かっじゃけん。

“何やろか”と思うたら、なんの、ゴキブリの全部ついとる(一同爆笑)。もう、びっくりしてね、“ウワー”ちゅうてね。あと、鳥で

すね。初島(有明海上の入気用人工島)の入気坑に吸い込まれてですね、1 日に 5、6 匹ぐらい持って上がりよったです

ね。」 

   

 「体力限界まで仕事をすると人間がわかる」といい、「熱中症にかかってうなったり、ハンマーを握ってて落と

したり」と坑内の厳しい状況の描写を行なっている。そして、「ごま塩をなめさせたり」、「マヨネーズのビンにお

茶をいれて凍らせて坑内に持っていっていた」と、その厳しい状況への対処の仕方も、彼の坑内のイメージと

して存在しているようである。坑内の様子については、「ネズミに弁当をかじられた」とか、「脱いだシャツにゴキ

ブリがびっしりついていた」エピソードを臨場感豊かに語った。また、運搬の職種時代についてのイメージはほ

とんど語っておらず、炭鉱でのほとんどのイメージは機械の職種時代のものとなっている。坑内の状況につい

ては、ネズミやゴキブリの出没を笑い話として挙げたのも印象的だったが、坑内の環境が見て取れよう。 

  

・事故・怪我・恐怖体験など 

「それがね、自分は頭を打ったつじゃん。」 

──事故ですか？        

「事故だったけどね、機械の据え付けに行っとったつじゃん。そしてね、レバーブロックちゅう、引っ張って吊り下ぐる道具を、

採炭の人から借りたつじゃん。そしたらね、レバーブロックのチェンが、ちょうど引っ掛かってね、引っ張ったらスポーッと抜

けてね、そしたら、(その反動で)銅枠がちょっと頭に当たってね。そしてその日は残業して帰ったとよ。そして、明くる日にな

ったら、何か頭の痛かもんで、会社に休み言うて、“もう、2、3 日したら良うなるやろ”て思てね、もう労災にせずにしとったら、

そしたら、クウなっとって、そしてその状況は会社も人事係長でん何でん知ったもんでね、もうそれから、治ってから、また機

械に復帰して。“どこでも良かけん現場を移らんか？”てだいぶん言われたけど、やっぱ機械に未練があってね。して一月

半ぐらいしたかな、そしたら、上の人間が下がってきて、呼ばれて、“今なら運搬にしてやるけん”て。その当時がね、運搬

には申し込んでから 2 年ぐらいせんと、入られんやったと。それでね、“あんたが良かとこにどこでん置いてやるけん”て言

われて、“2 年後に運搬になられるなら良かろ”て思うて、言うたらね、3 日で運搬になったやんね。そしたら、今度は機械の

者がね、“何しげ(なぜ)に運搬に行くか”ちゅうてね、よっとみんなで話し合ってね。“将来のためにはよかろう”て機械の者

もいうてくれて。運搬になったとです。」 

──それはいつ頃ですか？        

「それが、うちの子どもがちょうど生まれた年で、(昭和)50 年です。」 
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──50 年の時の怪我の他には何か事故とか怪我とかはありますか？        

「もう、他はないね。それだけやったね。だけどそれは公傷にせんやったけんね。会社の人とかもだいぶん心配したもんね。

もう、こうなったつよ。もう、口でんなんでん曲がってしもてね、もう失明するて言いよったっじゃん。そしてね、ここ(側頭部)に

穴のほげとる(開いている)ですもんね。頭蓋骨に。で、神経ブロックの注射が痛かつじゃん、これが。あと、喉仏のとこにも

注射しよったよ。ま、何とか元通りになったけんね。でも、こんくらいの怪我は軽い方よ。昔は多かったもんね。」 

「機械の常一番から運搬の三交替に替わったろ。その時がいちばん苦労したですね。一番方二番方三番方の切り替えが

難しいとよね。どうしても 1 年ぐらいはこれに参ってしまってね。切り替えがね。」 

──その時はどうしてました？我慢ですか？        

「うん、人は、先輩たちはどんな風に三交替の切り替えをしよるか聞いてね。そしたら、やっぱ、三交替ていうとがやっぱ睡

眠やんね。睡眠の切り替えがうまくいかんとやんね。三番方は朝 7:30 ぐらいに帰ってくるやろ。昼寝とるやろ。そうすとね、

すぐ目覚ますとね。もう、熟睡はできんとやんね。もう、一回起きたなら頭がどうかあってね。けん、つい、“えいくそ”て思て

一杯飲むやろ。で、また寝て、そういうのを繰り返してね。そんな風なのが 1 年近う続いたもんね。で、子どもと会う時間も三

交替ちゅうたらあんまりないとやんね。もう、1 年すぎたら慣れてね。慣れたら自由時間はわりと作られるとね、用事もすまさ

れるとね。」 

 

 彼は、1975(昭和 50)年に、作業中に頭部を強打し、頭蓋骨などを骨折する大怪我に遭っている。この事故

についての語りで注目されるのは、「このくらいの怪我は軽いほうよ。昔は多かったもんね」と語ったことである。

このように、転機となる、あるいは生命の危険があるほどの大怪我を彼が相対化できるほど、炭鉱での怪我や

事故は多く、重大なものが発生していたという可能性は高いといえるだろう。 

  

・危機意識とその解放 

──一番方の時で仕事を終わって上がって来るのは何時ですか？        

「14:30 じゃろね。ここまでが作業時間だからね、もう 15:00 には家に帰ってきよったね。風呂に入って帰って来よったけん

ね。昔の風呂は広かった。そして、採炭なんかも真っ黒汚れて上がってくるやろ。そいけん、最初に入る湯があったもんね、

それで、上がり湯とだんだんときれいな湯になって、3 段階ぐらいに分かれてね。自分たちは汚れんけんね。やっぱ、風呂

に入って“ああ、一日が終わったな”てやっぱ思うね。風呂に入ってほっとしたときですね。上がってくるときはもう、煙草吸う

人間はね、はよ煙草吸おうと思うて煙草に手が行くごたるね。」 

──Ｅさんはどっちかっちゅうたら風呂の方がいいんですか？        

「自分はやっぱね、風呂ん時が一番ね。」 

──家に帰って来られてからはどうされてましたか? だいたい真っすぐ帰ってありました？        

「うん、もう、よそさん行くことはないやろ。歩いて 5 分やけんね。」 

──よく<終わったら一杯ひっかけて>ということも聞きますが？        

「門のすぐ近くに、酒屋があったつよ。そこでよう飲む人がおったね。朝の 6:00 ごろからあったけんね。」 

──だいたい飲んでから帰られてたんですか？        

「限られた人間だけよね。もう、飲むん人間は毎日それが楽しみでね。自分はもう、飲みきらんとやん、だいたい。酒は。自

分はあんまり酒屋には行ったことはないもんね。誘われたときは行くけどね。商売しよった時は 1 分でん早う帰ってね、餌取

りにいったりせんならいかんしね。」 
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──定年で辞める最近はどうですか？        

「帰って来てからお茶どん飲んで、17:00 ぐらいになったら植木に水やらないかんしね。だいたい 17:00 から 18:00 までに

は夕御飯食べよったよ。あとは、パチンコしたりボーリングしたり、遊びには行きよったですね。あとはたまに飲みに行ったり

ですね。毎日じゃなかよ。」 

「(後述の「ポイントガエシ」の話の一部で)もう、さぼるておらんけん、今は。最初から家ば出る前から休むもん。“何か今日

はいややな”て思うて気乗りのせんときは休んだがいいとよ。やっぱ気乗りのせん時は何かある時やんね。」 

──実際に気乗りのしない時に何かあったことはありますか？        

「やっぱね、“ああ、今日は行きたくないな”て思て無理して行ったときはね、やっぱちょっと怪我したりね、なんたりするね。

偶然そうなるとかも知れんけどね。そして、家の者もね、帰ってくるまで心配しよってね。帰ってきたら顔見たとたんにほっと

した顔しよったこともあるしね。」 

─<夢見が悪かと仕事にいかん>とか言う人もいますがＥさんはどうですか？        

「ううん、そげんかこつはなかもんね。やっぱ一人一人違うけんね。」 

──山の神さまを信じてはありますか？        

「うん、山の神様は、繰り込みの時にね、入坑するときにね、あそこに必ずやっぱヘルメットをとってね、頭下げてね、行きよ

ったけどね。やっぱ気持ちの問題でね。人車の所にある(小さい)山の神様です。あと、繰り込みの時にはみんな繰り込み

場から大きい山の神様に一礼するとよね。」 

──人車の所の神さんは個人的に参ってあるんですか？        

「うん、あそこはね、せん者が多かね。やっぱね、し始めたらね、せんと何か気の済まんたいね。せんと何か 1 日が気持ちが

悪いもんね。」 

──家で参ってあることはありますか？        

「家の家内は神棚さんと仏さんに参りよるごたるね。毎日しよるごたる。そすと、毎月 1 日の日に、これは、うちのおふくろか

らずーっとしよるけど、塩を家の隅々に盛るとよね、それを今だに雨の降ったっちゃしよるごたるね。」 

──それはご主人の安全祈願ということもあるんですか？        

「いやいや、関係なか。」 

──坑内でしてはいけないこととか何かありますか？        

「炭鉱でもね、口笛をふいたりね、あれは“ヤマビコを呼ぶ”ていうてね、口笛吹いたりなんたりするとは嫌がっとやんね、あ

と、梅干しの種なんかを吹いて捨てるのも嫌がるね。あれは漁師も嫌がるもん。」 

──口笛は吹く人がおるですか？        

「坑内で吹く人間のおるよ、たまに。“やめんかい”ていうよ。たいていの人間がいうもんね、“やめたほうが良うはなか？”て。

それとはなしにね。自分も坑内の口笛はあまり好きじゃなかったね。」 

──あと、鼻唄はどうですか？        

「唄は良う唄いよったよ。たーだ口づさんでね。で、唄のうまい奴は宴会の時に唄わせよったよ。」 

  

 昇坑して「風呂に入って“ほっと”したときに“ああ、一日終わったな”と思う」、「風呂の時がいちばんね」と語っ

ており、風呂が主な解放手段であるようだ。酒を帰宅途中に飲むことはそれほど好まず、「門のすぐ近くの酒屋

で飲む人が多かった。商売と両立させている時代はそれどころではなかった」とか、「たまに飲みに行ったりは

する」と比較的客観的に語っている。また、風呂のほかパチンコやボーリングによって解放を計っている。夢の
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信仰は「ない」が、山の神については「みんながそれほど参らない山の神に、ヘルメットをとって頭を下げる。し

ないと何か気が済まない、気持ちが悪い」と、山の神を信仰の対象としているようだ。坑内では「口笛は“やまび

こを呼ぶ”ということで嫌がり」、「吹いていたらやめさせる」という。そして、「気乗りのしない日」には、「何かあ

る」といい、「家を出る前から休む(後述<出勤>の項参照)。」という。実際に、「気乗りのしない日に無理して行

って怪我したことがある」とか、「気乗りのしない日に無事に帰って来ると、女房が顔見たとたんにほっとした表

情になった」とも語っている。このことは、坑内の厳しい条件によって、強靭な体力と精神力が必要なことを物

語っていると考えられよう。 

 

・出勤など 

「自分も商売しよったけど、炭鉱に入って商売とうとう辞めてね。何年一緒にしとったかな。商売と炭鉱と。7、8 年ぐらいしと

ったろうね。」     

「出らん時は月に 10 日ぐらいしか出らんだったとよ。それでね、人事課で始末書書いてね。だいたい 20～22 出らんといか

んとやん。それが、店ばしよるもんで、連休があったりなんたりしたら忙しいもんで、10 日ぐらいしか出らん時のあったい。そ

してほら、月曜日には卸屋に行かないかんやろ。八幡に行きよったけん。だけん、両立はできんとよ。商売しよったときは 3、

4 時間しか寝らんこともようあったよ。」 

「(Ｅさんの妻、Ｌさんの発言)20 日(出勤)出来よらんやったよ。機械の時はね。」 

──いつ頃商売を辞められたのですか？        

「太か台風の来たけんがね。何年ぐらいやったかな。事故の前やんけん、48 年か 49 年ぐらいやったかな。もう、家族のみ

んながせん(辞める)ていうもんで、俺が会社にいたら家の者がせなんけんね。」 

──それからは出勤はどうでした？        

「出勤は毎日。もう生活していかなんもんね。やっぱ、人間は職場の面白くないと仕事は出たくないもんね。」 

──会社に行ってから仕事をしないで遊びに行ったりということはありますか？        

「ああ、あの、坑内で<ポイント返し>ちゅうてから、会社に行くでしょ。そして昔は、常一番で朝、“今日はもう仕事辞めてどこ

さんか遊びに行こうか？”ちゅうてね、ずらーっと座って待っとっとよ。友達を。競馬のあったりする時なんかはね。そげんか

つはね、昔はものすご多かった。そばってん、今はそれがないとね。今は真面目か者ばっかりしか残っとらんもんね。三番

方の者(でポイント返ししている者)に夜に飲み屋で会うてね、その人間がね、奥さんにばれるけん、朝まで飲んで、どっか

で時間作ってね、朝は風呂に入って弁当は捨てて帰りょったつよ。そばってん、奥さんはすぐわかるじゃん、弁当を坑内で

食べたらね、やっぱ汚れとっじゃんね。そげんか人間は多かったつよ。」 

──だいたいどれくらい前までですか？        

「そうねえ、15 年位前までじゃなかったかな。」 

──どうしてそういう風に真面目に変わったんでしょうね？        

「もう、それから、希望退職やら何やらあったでしょ。そういう人はやっぱ、借金負うたりしとって、退職金で借金払いなんか

しとる者も多いしね。」 

──ご自身はポイント返しはしたことはあるんですか？        

「あるよ。やっぱたまにはね(笑)。だけどね、自分は家に一回帰ってきよったもんね。そして、さぼった者 2、3 人きよったよ。

そして、うちに車おいて車 1 台で遊びに行きよったもんね。まあ、結婚する前よね。結婚してからはそんなにさぼっとらんも

んね。」 
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 事故に遭う前の昭和 48 年には、自営の商売を辞めている。それは、それまで炭鉱労働と商売を両立させて

いたために「体がもてない」ためだとしている。当時は、炭鉱への出勤も「月 10 日ぐらいしか出ない時もあった」

とか、「月20日出勤できなかった(妻のＬさんの発言)」と語り、「3、4時間しか寝なかったこともあった」ようである。

商売を辞めてからは「毎日出勤するようになった。生活していかなければならないからね」と、勤勉だったことを

語った。ただ、すぐ続けて、「人間は職場が面白くないと仕事は出たくない」と言ったが、この発言を、筆者は<

炭鉱という職場は面白いばかりとは限らない、出勤したくない時もあった>という意味に解釈した。怪我をして、

運搬の職種に替わった後に「常一番から三交替に替わり、1年間ほど一、二、三番方の切り替えに苦労した。」

という。特に、「三番方は朝帰ってきて昼寝ているので熟睡できず、つい、一杯(酒を)飲む。子どもと顔を合わ

せる時間もあまりない」と、三交替に不満を漏らしていた。また、“ポイントガエシ”(ポイントガエ)については、妻

に対して証拠隠滅した人の話をしたり、「15 年位前まではする人が多かったが、当時は借金している人なども

いて、そういった人たちは 15 年位前に炭鉱を辞めて退職金で借金を返していた」と、よくポイントガエシしてい

た具体的な人物をイメージして語っているようであった。彼自身は、「結婚前にはたまにあるが、(会社はさぼる

ものの)1 度家に帰ってきてから友人と遊びに行った。結婚してからはさぼることもあまりない」と語った。  

  

・友人 

「今も機械の人たちと行き来しよるけどね。もちろん、運搬の者ともしよるけどね。やっぱ、普通は 20 人おったら、何人かし

か親しくなかろ。ばってん、機械の方は、やっぱ全部がね(親しかった)。」 

「もう、自分たちのグループは全部いい奴です。もうそれがですね、機械の時は常一番で帰ってくるでしょうが、すと 9:00 頃

電話かかってくるもん。で、“(電話の主)あんた今何ばしょっと？”“(Ｅさん)うん、今、飯食うてからテレビ視よる。”“(電話の

主)今から旅行に行こか”ちゅうて。それから、“(Ｅさん)ほんならだっとかさんは？”ちゅうたら、“(電話の主)うん、もう電話し

て、<良か>げなばい。ほんなら、どこに集合”ちゅうて、そして、5 人集合して、コップに 4 つ酒ば注いで、で、1、2 の 3 で取

った者が勝ちですいたい。そすともう、他の者は運転されんで、残った一人で運転せなんとじゃん(笑)。そげんして行こっ

たですよ。もう、3 日ぐらい。もう、会社は無断欠勤。で、杖立(温泉)やら夜中に行くでしょうが、そすと、警察に行きょったで

す。“旅館などっかなかろか？”ちゅうて。そして、警察に捜してもろうて、寝るだけたい。で、朝早う旅館の草履と浴衣ばこ

そっと持ち出して、それば着てさるきよった(歩きまわっていた)です(爆笑)。」 

  

 友人については、特に機械工の頃の友人関係を、このインタヴューで最も強調して語っていた。「切羽機械

は、みんな人間が良く、切羽機械から出たくなかった。家族ぐるみで付き合っている。今でも付き合っている」と

か、「職人気質先輩達から仕事をたたきこまれ、よその職種も羨ましがるほどいい集団だった。本当に良かっ

た」、あるいは「機械の時の人間関係は忘れない」などと懐述し、当時の密度の濃い友人関係について強いイ

メージを持っているようである。事故後に、機械工として復帰したのだが、復帰して 1 ヵ月半後に「今なら運搬

(労働者の間では楽な方で、ステータスの高い仕事)にしてやる」という上司のことばで、機械から運搬へと仕事

を移っている。その際に「機械の仲間から“なぜ運搬に行くのか ”とずいぶん引き止められた」という。友人関

係のエピソードとして、友人とつるんで職場を無断欠勤し、小旅行に行き、はめを外した(例えば、「旅館の浴

衣と草履を持ち出して観光地を歩き回った」など)という体験談を、臨場感たっぷりに語ってくれた。このインタ

ヴューで最も盛り上がった会話でもあった。このように、炭鉱での生活において、友人関係の思い出が最も強く
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イメージされているようである。 

 

・喧嘩 

「(Ｅさんの妻、Ｌさんの発言)結構、ケンカしかかとっとよ。ばってん、クビになるもんやけんがら、ずっとこらえとらすとよ。た

いがい。ぎりぎり、お父さんは何回クビになるかわからんやったて。」 

「(Ｅさんの発言)昔は、若かときは上司とはようやりょったけどね、ばってん、歳取ってきたら、“長いものにはまかれろ”ていう

あれでね。もうはらかいたっちゃ(怒っても)ばからしなったいね。」 

「まあ、どこでも気のたっとるけんね、時間に追われてばたばたしてしよるけん、そこではトゲのあることもなんやかんやいう

て、しよることもあるけど、そう、表立って掴み合うて喧嘩することはなかね。坑内でね、掴み掛かって喧嘩したら解雇やけん

ね。喧嘩するなら上さん上がってからするけどね。」 

  

 喧嘩については、Ｌさんが、「我慢していなかたら何度クビになっていたかわからない」と発言した。坑内では

様々なもめ事や口喧嘩があり、それは「どこでも時間に追われて気が立っているのでトゲのあることも言う」ため

だとしているが、「坑内で掴み合って喧嘩すると解雇になる」ので我慢していた様子である。 

  

・労働者について 

「だけん、炭鉱ちゅうとこは、人間なよか人間が多かつよ。もう、よその企業は人を跳ねのけてでんするようなとがおるけど、

この炭鉱ちゅうとはあんまりおらんです。だけど、定年で辞めたらね、世間のこつが分からんとね。地底に下がって仕事しと

るもんでね、あんまり日に照らされたら頭がフラーッとするしね。」 

「<炭鉱がボーナスもらったら大牟田の商店が忙しくなる>て言うやろ。やっぱ、“さあ飲みに行こうか、どこにか行こうか”ち

ゅうて、金握ったらじっとして居りきらん人間が多いとよね。昔はね、給料日に飲み屋のネエチャンたちが集金に来よったで

す。で、塀から逃げたりね。でも、そんかこつしよると、どっか無理のくるけんね。自分たちはね、全部割勘にしよったよ。そ

の方が人間も長続きするです。」 

「今でもね、炭鉱で定年になった人はだいたい固まった所に家たてるとよね。そしたらね、今度はもう、一生炭鉱の人ばっ

かりでそれ以外の人とつきあいができんとよね。周りが炭鉱で定年した人で、そすと、炭鉱の延長のような付き合い方しかさ

れんでしょ。一言では言われんけどですね、特に社宅の独特の雰囲気て言うかですね。何か違うもんね。自分も社宅にお

ったら、よっと言われるですけどね。」 

 

 「炭鉱というのは、人間はいい人間が多い。人を跳ね除けてするような人はいない」といい、Ｂさんのイメージ

とは異なっている(承前)。ただし、彼個人の体験として、「定年で辞めたら世間のことが分からなかった」と語り、

炭鉱の特殊な職場環境が垣間見られた。また、「金を握ったらじっとしていられない(飲みにいったり、旅行に

行ったりする)人が多い」とか、「退職しても炭鉱の人達ばかり固まって家を建てる傾向にある」といった発言をし、

金遣いの豪快さや仲間同士の親しみの深さを強調するとともに、「どこかに無理が来る」とか「それ以外の人と

の付き合いが出来ない」と、批判的に語った。このように、自己も含め労働者に対して、親しみと批判という両

義的なイメージを持っているといえよう。 
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・自己イメージ・ふりかえって 

「だけど、本当、炭鉱を定年で辞めて、“大牟田におったら炭鉱に行っとって良かったな”て思うね。なかもんね、大牟田で

は、仕事は。」 

──仕事は面白かったですか？        

「うん、面白かったよ。飲むことの多してね。今はあんまり飲むことしないけど、昔はハライが完成したら<完成祝い>ちゅうて。

会社の集会所みたいな所で飲んで。そして、そこだけでは済まんもんね、そりゃ午前様よ。」 

──<仕事をしよって良かった>ということはありますか？        

「うん、やっぱ、定年で辞めてね、五体満足で元気に定年になって、“ああ良かったな”て思うね。だけど、“また炭鉱にいく

か？”て言われたら、もう行こうとはおもわんね。今度はやっぱ違う仕事にね。」 

「(インタヴュー終了後の雑談のなかでの会話)だいたい、企業が大牟田に来んちゅうこつは、三池争議のことがあるから、

よそ(三井以外)の企業は来んとやんね。今はそうじゃないとばってんね。もう、あんか時代は終わったばってんね。ここもね、

三井が本腰入れて開拓したら普通の企業も来るとよ。大牟田市の(土地の)1/3 位は三井が持っとっとやけんね。若い者が

定年まで働けるような企業が来てくれたらね。」 

  

 彼は「ハライの<完成祝い>など仕事がらみで飲むことが多く、面白かった」と語り、「定年まで五体満足で元

気にやってこれて“ああ良かった”と思った」と、肯定的に語った。ただ、「もう行こうとは思わない。違う仕事に就

きたい」という。また、現在の大牟田の状況について、三井の及び腰と三池争議の後遺症によって企業が誘致

できない現状を嘆いていた。 

 
  事例６ Ｆさん 

  

＜生い立ち・基礎データ＞ 

 Ｆさん(55 歳、切羽重工機械/三池労組幹部、36 年間、退職)は、1940(昭和 15)年 4 月 29 日に 7 人兄弟の

4 番目として生まれた。Ｆさんは、市内のＦ中学校を出た後、三井鉱業高等学校(“鉱山学校”とも呼ばれ、現在

の三池工業高等学校の前身)の機械科に入学した(奨学金 1700 円を貰いながら、なお、当時は、鉱山学校に

入るのは、中学でも成績優秀な者だったという)。鉱山学校では、採鉱３クラス、電気１クラス、機械１クラスの３

学科で、それぞれのクラスは 30 人学級であったという。１年生では 4 日授業＋2 日実習、２年生では、3 日授

業＋3 日実習、３年生では、4 日授業＋2 日実習といった構成になっていたという。そして、1959 年 3 月 22

日に就労(1954 年に実習で体験入坑)した。彼の職種は、入社時は、1 年ほど機械調査係(肉体労働ではなか

った)に従事した。当時、三池争議の真っ只中であり、争議中も三池労組に残り、争議後、坑内の機械工の切

羽重工として、坑内専門で働くことになる。ところが、1963 年 11 月 9 日に三川鉱の炭じん爆発で 被災、ＣＯ

中毒患者となり、1967年まで入院(Ｏ労災病院)生活を送った。1967年に職場復帰し、坑外でＣＯ患者専門の

軽作業(坑内機械・材料等の錆落としなど)に従事し、1972 年からは、三池労組の組合専従職員として働いた。

役職は三川支部の組織部長(当時、支部は本所、港務所、宮浦、四山、三川の 5 つで、各支部に労働部長、

組織部長がいた<なお、支部長、厚生部長、教宣部長も存在したが当時すでに廃止されていた>。)であり、そ

の具体的な仕事は組合の組織対策(社宅における組織)、つまり、社宅の三池労組員の坑内・坑外の生活に

ついての会社側との交渉などをやっていたという。もっぱら組合事務所勤務だったが、坑内にも状況を把握す
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るため下がっていたという。そして、1979 年から 2 年間、再び坑外のＣＯ患者の軽作業をし、この時、Ｆさんの

2 人の子ども(当時 2 人とも中学生)の学校のＰＴＡ会長を務めている。さらに、1981～82 年には、本部の組合

長を務め、それ以後も三池労組の組合委員などを歴任し、1985 年から炭じん爆発事故の 32 名のＣＯ原告団

(Ｆ原告団)の団長も務め、1993 年に勝訴している。1995 年に定年退職を迎えた。なお、彼は 1963 年の事故

直前にＮさん(昭和 18 年生まれ、インタヴュー当時 52 歳)と結婚、現在、長男と長女(インタヴュー当時 30 歳と

28 歳)がいる。 

  

・動機 

──炭鉱に入られた動機は？        

「当時は“大学は出たけれど”職がないちゅう感じでね、ちょうど、えー、56(1956)年ぐらいやけんね、高度成長にまだ入る

前で、暗かったですね、社会全体もね。それで、いちばん就職で確実だったのは炭鉱やんね。当時は市役所とかはだれ

でも入られたわけよ。そう難しくなかったですもんね。すと炭鉱のほうが労働条件も賃金もいいしですね。なんさま戦後の日

本社会を作ってきたのは石炭やけん。それと社宅ももらえるですしね。」 

  

 彼は、鉱山学校出身であり、当時の就職状況はあまり良くなく、「いちばん就職で確実なのは炭鉱」とか、「炭

鉱は(公務員に比べ)労働条件も賃金もいい」という理由で炭鉱に入っている。また、彼の兄も炭鉱労働者であ

り、測量を担当していたことも彼の就業に少なからず影響したことも考えられよう。 

  

・就労前のイメージと就労後のイメージ、および仕事の内容・イメージ 

──炭鉱に入る前の印象は何かありましたか？ 暗いとか怖いとか？        

「そげんかとは全然なかったな。私の３つ上に兄貴がおってですね、兄貴は採鉱科で測量におったけんですね、怖いとか

何とかはそういうことは思わんやったですね。兄貴は同じ三川鉱に入って、三川鉱の測量員ばしよったもんね。途中で、第

二組合に行ってね。して、採炭工になったもんね。その後運搬工になってですね。運搬工が炭鉱の一般工員で一番いい

仕事ちゅうのはこの運搬工なんですよ。労働条件もいいし、楽だし、暑くないし、寒くないしですね。」 

──最初に炭鉱に入った時の印象は？        

「最初はね、実習で各ヤマに、四山、三川、宮浦の三鉱を廻りよったつばってんね、坑外で実習するけんね、陸に岩を小

積んで、坑道ば作ってしよったけんが、本当に入ったつは入社してからたいな。最初は、やっぱね、坑内に入ったときは怖

かったよ。もう、鉄柱がね、ガターッてさがっとやんなあ。して、ヤマ鳴りはするしですね。“ああ、こんなところで仕事すっとか

ね？”て思とったですもん。最初は機械調査やったけんですね、巻き尺と、ノートとせんかつば持って行くだけで肉体労働

せんちゃよかったですね。で、本格的に肉体労働になったつが三池闘争の後たい。1960 年のね。あの時は現場にやられ

たけん。そして、機械工の切羽重工ちゅう所に配属されたもんね。切羽関係のね、重要な機械を据え付けたり、撤去したり、

そういう作業をしよったですね。」 

──当時の機械はどういうものでしたか？        

「あの、石炭を切るやつがカッター36で、チェーンソーみたいなので切っていくわけたい。ちょうど私どもが入った頃からね、

炭鉱がだんだん近代化ちゅうか機械化していくわけね。それ以前は狸堀やったわけね。小切羽採炭ちゅうて、碁盤の目の

ように切っていったわけね。おれ達が行ったときはもう、そういう採炭が終わりかけた所やったもんね。そして、本格的にハラ

イ採炭になっていくですね。」 
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──カッターの他には機械は？        

「カッターのシングル(単刃)やろ、そしてダブル(両刃)になってな、それから無人ホーベル37ちゅうとになったもんね、それか

らドラムカッター38な。この順序で段階的に。小切羽採炭はドリルで穴をほがして(あけて)、マイト(ダイナマイト)打ってね。枠

もハライになったら、鉄柱になって、水圧鉄柱になって、それから自走枠になったもんね。ばってんね、そういう風に機械化

していくと、考え方としてはものすごく安全に仕事が出来るようにみえるもんな。じゃ、結果的にはないもんな。結構、災害ち

ゅうのは減らんわけよ。安全と思うて危ないとか関係なしになるけん。機械に巻き込まれるとか。だけん、安全性は、そこに

働く労働者と会社の政策という格好で安全が確保されるじゃないかなて思うね。だいたい、安全を考えて機械を導入しとる

わけじゃないけんな。」 

  

 就労前は、「兄貴が炭鉱で働いていたために、怖いとか暗いとかは思わなかった」と語ったが、就労直後は

「最初は怖かった。鉄柱が下がったり、ヤマ鳴りはするし。“こんな所で仕事をするのだろうか？”と思った」と述

べている。これは、想像以上に坑内の条件が厳しかったことを示しているだろう。また、機械化されていくことに

よって、見かけ上の安全性は高まるが、機械による事故の危険性が高まっていったことを指摘している。 

  

・事故・怪我・恐怖体験など 

──坑内で最も怖かったことは？        

「怖いちゅうことをそげん感じらんやったもんね。災害は多いとにね。」 

「ただ、執行部しよってな、組合員が災害に遭って死ぬたいな。ハライの採炭現場で、ドラムカッターで巻き込まれてミンチ

のごつなって来たとにはびっくりしたな。」 

「一番最初に行ったときは怖かったもん。それから、現場にやられたもんじゃけん、もう、慣れてな、ひとつも怖くなかった。

だけん、炭鉱の災害で一番怖いのはあの<慣れ>じゃん。私が組合長しよって三川鉱で落盤があって 5 名死んだときも、

“こんくらいなら大丈夫じゃろ”で落ちてきとっとじゃん。てね、しょうがないわけよ。用心してしよっと、その日その作業が終

わらんわけ。上からの指示はあるけん、自然と追い込まれるわけ。」 

──結婚されてからすぐ事故に遭われたんですね？ 

「そうねえ、びっくりじゃろな、相手(Ｎさん)が。自分は分からんやったばってん。もう、意識不明やったけんね、いっときね、

(新聞の)死亡欄にも載ったたいね。若かったけんね。山登りもしよったし。あの時分の若か者が元気の良かったな、今の若

かもんな元気のなかもん。」 

──事故に遭われたときはどういう仕事で、どういう状況だったんですか？ 

「あの、常一番の切羽重工の機械工で坑内下がっとたわけね。」 

──場所はどの辺だったんですか？        

「場所は 26 卸(これは事故発生直前に労働していた現場)、直接被災したのは 350ｍ坑道の０片(れいかた)材料線。」 

──事故が起こったときに何か感じられましたか？        

「もう、ガス吸って倒れて分からんやったたい。」 

──何も予兆とかおかしいことはなかったんですか？        

「おかしいのは分かった。まず、停電したけん。それで、歩いてな、各基幹坑道から坑口に向かって 350ｍ坑道に向かって

歩いていきよったね。そうすると、粉塵で真っ黒かつの来て、ＣＯガスを吸って倒れとるもんだけん。」 

──気付かれたのはいつですか？        
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「爆発が起こったのは 15:15 たいな。現場を止めたのが 15:00 ごろやったとかな。そして、歩いてきよるなかでガスば吸うて

ね。で、宮浦鉱に運びだされたとね。意識が戻ったのは病院でな。その途中は朦朧としとっ所のところどころあるわけやん。

坑内も部分的にわかって、トラックで死体と一緒に運ばれたけんな、上の冷たかねて思て、また、眠ってしもとろ。で、気付

いたら病室におったけんな。」 

──症状はどういったものだったんですか？        

「症状はいろいろあったい。これ医者がみた症状やんね(といって『地底の泪』の「F さん」のページを見せる)。」 

「漢字とかそげんかつがおかしかったもんね。文章書くとはものすご速かったじゃんね、昔は。」 

「おれはよっと分からんとばってん、(彼の妻の手記によれば)新聞を逆さまに見たり、カッとなって突然あばれだしたりしたご

たるね。ただ、若かったけんね。23 の時ですもんね。その(被災直前の)ころは強かったよ、山にもよう行きよったし、その明

くる日には仕事でよったけんね。」 

──現在の症状はどうですか？        

「症状がひどかったら、組合の執行部とかされんけんね。私の場合、35 歳位で被災しとればよかったとやけど、若かったけ

ん、23(歳)の時やけん、どういう力があって、どういう所が障害になっとるかとかが未知数になっとるとたい。おれは“当たり

前にしとる”という風に思うばってんがら、家族からみれば“ちょっとどうかね”というところがあるわけたいな。」 

──あと、頭が痛くなることもありますか？        

「頭が痛いちゅうか、重いちゅうかな、今はもう慣れてしまって“そういう風なのが自分だ”ちゅうことになっとるわけね。」 

  

 彼は、1963(昭和 38)年 11 月 9 日に三川鉱炭じん爆発事故に遭い、ＣＯ中毒患者となっているが、「自分は

(ＣＯガスを吸って)分からなかったが、意識不明で運ばれた」と語り、さらに「停電しておかしいと思い、避難し

ていたらガスを吸った」という倒れる前の記憶や、「上が(遺体で)冷たかった」という搬出される途中のかすかな

記憶を語ってくれた。それと同時に、彼のＣＯ裁判の一般向け報告書である『地底の泪』を見せてくれた。そこ

には、医者の診断所見と、妻、Ｍさんの手記が掲載され、医者の所見には、「後遺症として暴力や頭痛、物忘

れ」等が記載され、Ｍさんの手記には、「離婚も考えた」とか、「子どものミルク代にも事欠く生活」とか、「様々な

アルバイトや病院の調理師をし、からだをこわした」など、悲惨な状況が書かれていた。しかしながら、筆者が

受けた印象は、現在の彼はいたって正常であり、Ｆさん自身も、「症状がひどくなかったので組合の執行部など

も出来た。若いときに被災したのでどれくらい能力が失われたのかよくわからない。頭が痛いことも“そういうの

が自分だ”と思ってしまっている」と語っている。また、彼は、「坑内で怖いということはそんなに感じなかった」が、

「組合員が無残な姿で死んだときはびっくりした」とも語っており、自身の危機意識よりも、事故後の他人の危

機に対して考えてきた様子がうかがえる。そして、事故は「会社からの指示によって急がせられ、さらに労働者

の<慣れ>が重なって事故が起きる。あの<慣れ>が怖い」と語った。 

          

・危機意識とその解放および信仰 

──今では酒はどれくらい飲まれますか？        

「ビールはあんま飲まんな。酒(日本酒)ば飲みよるですね。たいがい、普通の時は 2 合ぐらいですね。ここんとこ毎日。」 

「飲む人は、炭鉱でいっぱい見てきとるけんね、朝から昼から飲むけんね。あたしはまだまだ・・・。」 

「労働者の文化ちゅう面ではね、三池闘争39前は活発やったな。山にいって鉄砲を打つとか、盆栽とか、楽団とか、魚釣り

の棹をつくったりとかな、詩とか短歌とかそういうやつは多かったな。その時分の方が労働者にゆとりがあったわけよ。闘争
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後はね、近代化とともに余裕がなくなってきたわけ。炭鉱から上がってきて野良仕事とかしよったとがだんだんなくなってい

ったわけたいね。」 

──争議以後はどのようにかわったんですか？        

「争議前はな、ちょっというとね、江戸っ子じゃなかばってんね、<宵越しの金は持たない>ていうかね、そげな気風が少しあ

ったわけよ。それが争議後はやっぱりなくなったな。そのくらいにね、その日暮しではなくて、自分たちが生きていくことを長

期的に見つめようという意識が働いてきたと思うんですよね。」 

  

特に危機意識と飲酒や浪費などを結びつけてはいないが、労働組合幹部という立場から自分自身の話とし

てではなく、客観的に「争議前は宵越しの金は持たない気風があった。」とか、「自分よりも酒を飲む人は炭鉱

でいっぱい見てきとる」などと語り、趣味も「盆栽や詩や野良仕事をする人多かった」などと語った。彼の発言で

は、三池争議後に、そうした労働者が「余裕がなくなって」くることにより減少していったことも注目される。 

 

・出勤 

──入った当初は出勤の状況はどうだったですか？        

「入った初めの頃はほとんど出勤しよったですよ。」 

──月にどれくらいですか？        

「平均すると 23～24(日)ですね。切羽重工のときもほとんど休みよらんやったな。」 

──事故後は出勤はどんな感じやったですか？        

「事故後はですね、坑外になったですもんね、それから、4 年ぐらいしたらすぐ組合の専従やったけんですね。私の場合は

ほとんど休むちゅうこつはなかったですね。ただ、山登りとかね、そげんか時には休むばってんね。有給のあろが。そいけ

ん、有給はたいがい使いよったかな。」 

──昔と今では会社の休みの日数そのものは違いますか？        

「そりゃ、今の方が多かよ。前はもっと少なかったもん。炭鉱は一番惨めやったよ。会社に出るとも、休むとについてはほぼ

自由やったもんね。私が会社にずっと出よったのは、現場におるときも、労働組合の代表ばしよったから。他の人たちは残

業とか公休日出勤とかしよったばってん、私はほとんどそげんかことはしたことないもんな。会社は“出てくれ”ち言いよった

ばってん。」 

  

 彼の出勤状況は、「(就労当初は)ほとんど出勤していた。平均して 22～23 日出勤し、ほとんど休んでなかっ

た」と語り、また、事故後に坑外勤務や三池労組専従職員だった時も「ほとんど休むことはなかった」という。た

だし、「公休日出勤はしていなかった」とか、「有給は山登り等に使っていた」といい、三池労組(幹部)員として<

休日は休み、勤務日は出勤してきちんと働く>といった姿勢が徹底していたようである。この<出勤>だけではな

く、インタヴュー全般にわたって、彼の<三池労組幹部としての姿勢>は、徹底している印象がある。 
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・住居 

──お住まいはずっと社宅だったんですか？        

「うん、わたしは(跡取りではないので)家ば出て行かなんほうやけん。」 

──いつ頃に？        

「えーっとね、63 年に結婚したでしょ。結婚したときに新港町社宅にいったですもんね。社宅におるときは青年会長やろ、

公民館長やろ、ＰＴＡ会長やろ、そすと、ＰＴＡの連合会長もしたですもん。もちろん、組合では組織部長とか組合長とかな、

してきたばってん。一般の(地域の)活動も大分勉強になったもんね。」 

──結婚されるまではご自宅(社宅ではなく、現社宅近くの家)に？        

「そうそう。」 

──Ｓ社宅にはいつまで行らっしゃたんですか？        

「えーっと、10 年前(1985 年)までおったかな。」 

──で、ここ(Ｆ社宅)に？        

「ええ。ここはだいたい一般職員(会社側)社宅ですもん。」 

  

 彼は 1963(昭和 38)年の結婚時にＳ社宅に住み、1985 年に現在のＦ社宅に転居している。Ｓ社宅では、「青

年会長、公民館長、ＰＴＡ会長、ＰＴＡ連合会長をした。もちろん、組合では組織部長や組合長をしてきた」とい

う。三池労組の要職を歴任しながら、地域や学校などの様々な活動に精力的に参画している。「地域の活動も

大分勉強になった」といい、ＣＯ中毒患者というハンデを乗り越え、積極的に活動していったことがうかがえよ

う。 

  

・労働者について、および会社との関係 

──<合理化で労働者の質が変わった>ということはありますか？        

「それは今年齢で言えば 70 ぐらいの人達にきくとよかろうばってんね。まあ、ちょっと思うとはですね、他の炭鉱と比べて、

三池炭鉱は労働者の質が違う。三池炭鉱の場合はものすご質が良かったわけ。これはどういうことかちゅうと、戦後、日本

の政府が石炭産業にものすご力をいれたもんだけんな、物資をね、炭鉱にまわしたわけたい。「特配」とか「マル炭」とかね。

もう、そいけん、“炭鉱にいけば食いはぐれることはない”というわけね。そこらへんでね、戦争から引き上げたりした人たち

がね、特にいちばん大きな炭鉱ちゅうかな、いちばん機械化されたちゅうかな、そりゃ三池炭鉱やけん、特に集中してくる

わけたい。そういう意味であっちこっちから来とるわけたいな。中には旧軍人とかがおって、会社が一番困ったのはそんな

人たちが労働組合が作ると、会社は対応できんとたいな。そして、戦後、労働者としての権利意識をいち早く主張したのが

三池労組です。それと、三池の場合、刺青の人はとらんやったもんね。」 

──会社がどうこうだけん、労働者が変わったということはありますか？ 

「やっぱ、爆発後はあったですね。石炭政策が昭和 37 年に出来てきてな、その時分から、炭鉱学説が活動家の中から出

てきて、それを取り巻く労働者が一緒についていくわけたいな。で、労働者の権利とか人権とかいった考えを持つようにな

ってきたですもんね。そしてひとつは、テレビがでだす、洗濯機、冷蔵庫がでてくるようになって、その時分から女性の意識

が上がってくるわけたい。そういうやつ全部、近代化ちゅう方向に流されていくわけたいね。で、オイルショックあたりから労

働組合が緩んできてくるもんな。で、子どもの教育とか、婦人の権利意識とかは、三池の労働者が早かったとよね。」 

「三池労組で三井鉱山と交渉とかしとるとね、向こう側もベテランで、マルクス・レーニンとか向こう側も学習しとっとやけん、
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ひとつの問題を話するときとかも、裏を読みながら話するわけやけんね、ま、失敗も多かったけどね、失敗をうまく生かした

けんがら、若いなりに早くいろんなことを勉強することが出来たのかなと思うよ。」 

──切羽重工をしてあった時三池労組の方は何人ぐらいいらっしゃったですか？ 

「私どもの職場(三川鉱の常一番の切羽重工)は三池労組が多かったですね。80 人ぐらいのうち 60 人ぐらいが三池労組だ

った。新労が多くなったのはですね、爆発(事故)を起点にしてからかな。」 

──もちろん争議後は新入社員は新労に入りよったけんですね？(と相槌を打つと) 

「うん、そうですね、それと爆発の前に、多かったのかな。田川のヤマ40が閉山になって、その人たちがドーッと入ってきた

けん。それで全部新労の方に。わりと多かつですよ。」 

  

 戦後の三池炭鉱は、「労働者の質が良かった」と彼は述べた。これは、戦後直後に「国が物資をまわし、“炭

鉱にいけば食いはぐれることはない”状況があった」、「機械化もされた」、「刺青した人は入れなかった」などの

ために、「旧軍人の人たち(つまりエリート)を中心として権利意識を主張しはじめた」ためだという。三池争議前

は、「<宵越しの金を持たない>気風があった(承前)」が、三池争議で、「“その日暮らしではなく自分たちが生

きていくことを長期的に見つめよう”という意識が働いてきた(承前)」という。このように、三池労組、そしてその

三池労組が闘った三池争議によって、労働者の意識が変化したことを彼は力説していた。また、「(労働者・女

性の権利意識が)近代化という方向に流されていき」、「オイルショックあたりから労働組合が緩んできた」ことで、

逆に、「子どもの教育とか女性の権利意識が三池の(三池労組の)労働者からでてきた」という。「三池争議前は、

労働者にゆとりがあり、労働者の文化(文学・芸術など)が活発だったが、三池争議後の近代化とともに、そうし

た余裕がなくなった(承前)」と語り、近代化によってゆとりが奪われてきたことを告発している。さらに、「炭じん

爆発事故前は三池労組員が多かった」ものの、争議後から、「筑豊の炭鉱が閉山になり、三池炭鉱に入ってき

た人すべて新労組」で、「爆発事故を起点として新労組員が多くなった」と語った。 

 

・自己イメージ・ふりかえって 

「とにかく忙しかったわけよ、もう、なんちゅうかなあ、あっちゅう間やったもんね、あの、鉱山学校卒業して会社行ったろう、

会社行ったら三池闘争のど真ん中やろが。三池闘争が始まる前夜じゃん。で、三池闘争で１年間ぶらぶらでね。そして、

機械調査ば追い出されたやろ。三池労組に残ったもんだけん。坑内やられたろ。そして坑内で働きよったら水俣闘争てあ

ったもん。水俣で合理化が出てきたもんだけんな、あそこに派遣されていっとったもんな。昭和 37 年に。そらもう凄まじい戦

いやったな。そんときに、“労働組合とは何か”とか、“賃金はどうして決まるか”とかの学習会で。教える方たいな。そして爆

発に遭ったろ。で 4 年間入院して、入院しとる間も労災病院でガタガタあってな、いろいろ戦いがあったもんね。労災病院

でも。それをぬけたら、三池のＣＯ闘争が本格的に始まったけんな。現場に帰ってから具体的にＣＯ闘争に関わるごつなる

わけたいな。水俣病闘争などの四大公害裁判闘争に関わったり、労働災害や職業病に関する裁判闘争にずーっと関わっ

てきたたい。炭鉱以外の労働組合が尋ねてきたもんな。当時は労災問題で裁判闘争とかで労働組合が動く、そげな風潮

じゃなかったけんな。法律ば見れば見るほど見よっと腹のたってな。労働災害で死亡するよりも、指を一本ずつなくしていく

労災の傷病の方が高かったわけ。昔、筑豊の方で働きながら指を一本ずつ折っていくちゅうかな、そげんかこつもあったり

な、びっくりしてな。“労働者の命を現場からどげん守るか”これが、労働組合運動で一番せないかんとはこのことやもんね。

次が、精神、神経症がものすご多いわけ。ノイローゼがおおいわけ。そういう会社側の締め付けを組合で和らげる、そんな

ことが本来の組合の仕事にならんといかんとやん。賃金とか労働条件は三番目か四番目やん。今の労働組合の幹部は全
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然そういうことをせんで、いくら賃金ば上げたとかで、労働者はすごくかわいそうなわけよ。ＣＯ闘争では、(和解に応じなか

ったので)32 名が孤立して、“戦いぬく”ということで、それから 10 年間が大変やった。でも、結果的に勝利し、和解した人も、

被災した多数の新労組も、職員組合も保障されて、彼らが非常に喜んでくれた。」 

──今までふりかえって自分自身がどういう人間だったのかふりかえってみて、思うことを言ってもらえますか？        

「これは、この前、定年退職したその日に親しい友達が集まって飲み会したつよ。そのときに、あいさつで言うたつばってん

ね、とにかく、“労働者としてあたりまえの主張を定年まで主張し続けることができた”ていうふうに思うとたいな。それで、そ

れはどういうところかて言うと、思想的なことで、社会主義青年同盟ていうて向坂(逸郎)さんの流れたい。そういう面では労

働者としての主張を通すことができたちゅうことたい。そのために貧乏はしてきたけどね。貫き通すのはたいへんだったな。

<あたりまえにする>ちゅうこつは本当にむずかしかつじゃな。つらぬいたけん、本当の友達もできたしね。」 

  

事故後に組合長など、組合の幹部を歴任し、同時に、自らのＣＯ裁判闘争をはじめ様々な裁判を指導、支

援してきている。その状況を「あっというまだった」と言い、「労働災害や職業病に関する法律の不備に腹が立

ち」様々な裁判に関与するようになったようである。筆者もなるほどと思ったのは、「組合は“労働者の命や健康

をどう守るか”、“会社の締め付けを和らげる”ことが第一だ」という点である。彼は、「ＣＯ裁判闘争で勝利し、新

労組や職員組合からも感謝されて、良かった」と語り、また、「労働者として当たり前の主張を難しいながらも貫

き通したことにより、友人や充足感が得られた」と、半生をふりかえっていた。 

 
  事例７ Ｇさん    

  

＜生い立ち・基礎データ＞ 

 Ｇさん(40 歳、掘進、13 年間、現役)は、1954(昭和 29)年 10 月 20 日に、熊本県荒尾市で、3 人兄弟の長

男(下に妹 2 人)として生まれた。なお、父親は会社員であった。幼少期に大牟田市に引っ越し、大牟田市内

のＪ小学校、Ｅ中学校、Ｏ高校商業科を卒業(昭和 48 年)し、同年、京都の染色工場に就職した。京都で 7 年

数か月(職場は京都市内の染色工場を数度移っている)働いた後、Ｇさんの父親の体調が悪化し、1980(昭和

55)年に大牟田に帰ってきた。2～3 年間、土木作業員、電気屋の見習い、ミシンのセールス等のアルバイトを

経験した。そして、定職を求めて、1982(昭和 57)年に三池炭鉱の三川鉱に入った。2 年程して現場を有明鉱

に移っている。現在の家族構成は妻のＮさん(インタヴュー当時 42 歳、昭和 56 年結婚)と子ども二人(インタヴ

ュー当時 14 歳と 12 歳・いずれも男性)である。なお、Ｇさんは、1997 年 3 月の閉山時まで現役であった。 

 

・動機 

──炭鉱に入られた動機は何ですか？        

「は、やっぱ、ざっくばらんに、お金です ね。お金が取るっけんですね。収入が良よかけんでしょねやっぱ。大牟田じゃで

すね。」 

──収入面だけですか？        

「やっぱ家庭の安定でしょね。家庭の安定せんとできんけんですね。」 

  

 京都の染色工場を辞め、大牟田に帰ってきた 2 年後に炭鉱に入った動機として「ざっくばらんにお金ですね。
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収入がいいから」ということと、それによって「家庭の安定」することを挙げている。そして、彼の友人の炭鉱労働

者が、「そんなに危ない職場じゃない」と言ったことも動機のひとつとなっているようだ。さらに、彼の妻のＮさん

は、「金額的には炭鉱という感じだった」と語るように、金銭的な理由が第一だったようである。 

  

・就労前のイメージと就労後のイメージ 

「そりゃ暗かったですね。全然知らんやったでしょうが、炭鉱ちゅうのば。だけん穴ん中の真っ暗なトンネルでどげんか仕事

ばせなんかなちゅうかんじやったばってんですすね。」 

──近所の人とかで炭鉱に行ってあった人に思ってあったのは？        

「ああ、友達がやっぱ炭鉱マンやったけんですね。それでやっぱ、いろいろ聞いてみっと“そげん危のはなかばい”ちゅうか

んじで、“一回出てみるなら？”ちゅうこっで、やっぱ、試験とかあったでしょうが。」 

──試験を受けられて入られたんですか？        

「で、合格の、8 ヵ月ぐらい待っとたですかね。半年位ですね。で、通知の来たけんが、“ほんなら行ってむうか”ちゅうこっ

で。」 

──最初に坑内に入った時の印象は？        

「“わあ、暗かー”ちゅう感じやったですね。キャップライトいっちょでしょが。本線関係は蛍光灯とか電気施設のあってわりと

明るかっですよ。で、やっぱ最先端に行くとしゃが、真っ暗けでしょが。自分の灯りいっちょで仕事せなんけんですね。して、

暑かったっですよね。クーラーなかったけん、当時は。で、湿度がほとんど 100％近かでしょうが。あれがやっぱきつかった

ですね。暑もあったし。」 

  

 就労前は「暗かった。穴の中で真っ暗なトンネルでどういう仕事をするのか？」といい、就労後は、「最先端は

キャップランプひとつなので暗い。」というイメージであった。 

  

・仕事の内容・現場のイメージ 

──現在はどちらの方に？        

「えーっと北部の方です。」 

──三交替ですか？        

「はい、三交替です。」 

──何方(ガタ)ですか？        

「甲方。甲乙丙とあって甲方です。甲方の“ガタ”は“○○様方”の“方”ですね。」 

──坑内の状況は？        

「切羽の状況は、１週間、１週間切羽は変わっとですもんね。１週間交替で。１週間はこの切羽で１週間仕事して、今度は

来週は違う切羽で、ずーとローテーションで替わっていくわけです。７先41で。７先おるけんですね。５～６人ずつ。仕事は５

～６人でするわけです。先山から後向きまで。」 

──どの辺りで仕事をされているんですか？        

「ええ、もう最先端ですね。あの、トンネルの一番最先端ばずーっと、片盤坑道ちゅうてずーっと、一坑道ずーっと真っすぐ

掘っていくです。」 

──坑道を二本掘っていっていくんですか？        
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「ああ。私たちが片盤ばずーっと、あの、1 ㎞位掘り進んでいくでしょうが。で、そのあとに、今度は払い面ちゅうてですね、

あの、2 本の坑道を掘っていくわけですね。して、1 ㎞ぐらい行くでしょが、そして、つなぐわけですよ今度、払い面ちゅうて、

もう先は断層で。で、払い面がだいたい150mあるけんですね、払い面をほがしたら、貫通させたらそんあとハライが入って

くるわけです。ハライのあの、自走枠とかカッターとか、あそこのネイブルランドにも今度は展示するばってんですね。で、カ

ッターで、奥から手前さんずーっとカッチングしていくわけですね。で、私たちは、掘進は坑道を掘っていくわけです。ハラ

イ面を作ってですね。で、その後にハライさんに渡すわけです。」 

──マイトとかロードヘッダで掘っていくんですか？        

「うん。今はもう、この沿層用の 65(ロクゴー)型の機械で、マイトは関係なかですもんね。これが、ツインドラムになって、カッ

チングしてからですね。梁を上げてですね。で、梁を上げたら天井にナル木(坑木)を 8 本入れて、その後下がって、今度

は産炭のあるでしょが、でこれをカッチングしながらずーっと、運転しながら積み込んでいくわけですよ、切りながらですね、

そして脚を入れるわけですね、右左ですね、そして、脚を入れたら今度はまた“当たりつけ”いうてですね、ナル木を 4 本な

いし 5 本入れてですね。」 

──ちょっと図に書いていただきたいんですけど？(の要求に、図を書きながら) 

「こりゃロードヘッダの場合ですね、えーっと、今は 4ｍのですね、平枠です。これが三つ組枠いうです。これが 4ｍの 3ｍで

すね。」 

──ご自身は何をしてあるのですか？        

「オペレーターです。いま。」 

──オペレーターのランクはどの辺に入るのですか？        

「は、だいたい、ふだは一番下ばってんですね、ばってん、賃金は助け先賃金にあるわけですよね。だけん、ふだは一番

下、後向きのもういっちょ下になっですね。一番下がオペレーターちゅうか、そげん決まっとるわけです。」 

──こういうなかで、実際にはかなり力仕事があるんですね？        

「力仕事です、はい。私は、そうやって(オペレーターなので)そげんでもなかばってんがら、あとは全部いないものばかりで

しょうが。掘進の場合はですね。みんなでいのうてですね。持っていって。」 

──だいたいどれくらいの重さがあるのですか？        

「うちは(梁が)1 メートルが 40 ㎏で、梁が 120 ㎏、で、３m の脚が 1m 当たり 30kg で 90 ㎏ぐらいですか。」 

──だいたい何人ぐらいで？       

「二人で。これは 120 ㎏の場合は４～５人で、下の 90 ㎏の３メーターの脚の場合は２人。」 

──１日でこういうのは何回ぐらい？        

「だから、これをですね、７枠から８枠ですか。７本から８本でしょ。そげんなっと 14 本から 16 本になるでしょ。７枠から８枠行

くけんですね。」 

──どれくらいの距離動かすのですか？        

「材料ですか。だいたい運搬機で持ってくるけんですね。仕繰りさんがおろしたつば、約 50m ぐらいですかね、運搬機で

持ってくるのは。で、イナイですね、イナイ運搬するのは 10m ぐらいですかね。あるいはロードヘッダで上ぐるけんです

ね。」 

──実際に掘る作業はないんですか、手堀で？        

「手堀はなかですね。手堀は、機械で、脚を入れる際の脚がまを切るですね。すと、先山さんが剣先で、何回かちょこっとこ

う、脚がまをやっぱきれいに脚を建てなんけんが、そんとき剣先で５～６回ぐらいはねるていどですかね。あとは使わんです



熊本大学文化人類学調査報告第 2 号（1998） 

 71 

ね。機械が全部切って積み込むけんですね。」 

─ロードヘッダが回って炭を切っていって、どうやって運ぶんですか？        

「掘りながら炭をずーっと、これは、カニの手みたいなのが付いとるでしょ、アームの、これをこう回してですね、カニのごとし

て、第１コンベアちゅうて、これがチェーンで回るわけですよ、これが、手が動くですね、カッチングしながら。で、炭は機械

のまん中さん入っていくですね、すと今度は、第２コンベアに落ちて、これは、自分たちで朝一番に(設置した)パンツァコン

ベアとか、あとは、スライドベルトに落ちて、炭を運んでいくわけです。本線がずーっと、延々と。坑外の洗炭場まできとるけ

んですね。」 

──温度とか湿度はあるんですか？        

「切羽の環境は今のとこは良かですね。クーラーの効いて。で、クーラーの効かんなら、40℃近こう上がるばってん、今現

在の温度は約だいたい平均で 30℃ぐらいですか。」 

──湿度はどれくらい？        

「湿度はやっぱ 100％近かでしょうね。」 

──仕事をしてあるとき、汗はどれくらい出るんですか？        

「汗はですね、もうしぼってでるぐらいあるですよ。脱水症状ちゅうか、もうじゅくじゅくですね。長靴の中まで汗がたまってし

もてからですね。たまには熱中症であがる者もおるしですね、もう、こげん夏場になってくっと 2～3℃は楽に違うけんです

ね、最先端は。坑内は気圧の違うでしょうが。」 

──気温と違うんですか？        

「気温と湿度があるけん、それでみんな参ってしまうとです。雪が降ろうが真冬でんですね、坑内はぬっかでしょうが。暑か

けん排水ば浴びたり、作業着の上から水かぶって。あと、かち割り氷ばチュッチュチュッチュ吸うたりですね。」 

──Ｃさんはマイト用の水を飲みよったて言ってありましたが？        

「自分の水筒の氷水じゃ足らんでしょうが、そしてから氷袋のあっですね、あれにマイトば詰めた辺りが発火せんごつミズダ

ゴてあっですね、川の水で、アイスキャンディのごたっとで。あればそんままチュッチュチュッチュ飲んだり、(水筒に)一緒に

入れて飲んだりしよったですもんね。今はそんかこつはなかばってん。」 

──だいたい、ミズダゴを飲むのはどんくらい前まであったのですか？        

「それは、マイト掘進の時です。そして、クーラーがなか時です。(変わったのは)7～8 年以降でしょ。」 

──わりとつい最近まであったんですね(と念を押すと) 

あったとですよ。もう昔は、10 年ぐらい前はもうマイトで、もう鼻水垂らして、タラーと垂らしてですね、ぬっかとこは、そりゃー

真っ黒なって、ダゴの水ば、ありゃ、川の水ですもんね。氷のすぐ解くっとですよ、かち割りでん。30℃以上ばっかりやった

ですもん昔は。そして、機械屋さんがおりたちと一緒に仕事しよるでしょうが、そしたら口から泡吹いたり、汗かきすぎて脱水

症状で倒れてからね、全身痙攣おこしたり、多かったですよ。今でも何人かおるばってんですね、電気屋さんや機械屋さ

んがそげんなっとですよ。掘進の人たちは今(夏場)から(暑い所を)せやんとですよ。鼻水はしょっちゅうたれよったですよ、

もうぬっかとこに行くと。」 

──防塵マスクを被らなんとでしょ？        

「今でこそ義務付けられとっけん、防塵マスクば、しとるですよ。ばってん、ぬっかとこはやっぱはずすですもんね。前は苦

しかったですよ、付けとくとが。そいけん、前はつけんでんな仕事しよったでしょうが。そいけん、珪肺とか多かとですよ。」 

──珪肺とかの不安は？        

「あーやっぱあるですよ。もう、今は厳しかけんが。どげんぬっかとこでん、付けとかんとですね。肺のやらるるですもんね。
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して、炭ならよかばってんが、岩の切り粉が一番いかんですよ。肺にたまるですもんね。珪肺になっと“ぜーぜー”いうて。」 

──実際の労働時間は実働何時間ですか？        

「実働が約６時間ぐらいですね。」 

──途中の休憩とかは？        

「は、なしです。」 

──6 時間ずっと仕事してあるんですか？        

「ハライ(採炭労働者)の場合は１時間休憩とるです。ばってん、掘進の場合は、あの、前さん前さん、一枠一枠がお金でし

ょうが。で、交替でご飯を食べてですね。」 

──賃金面ではどうですか？        

「賃金は先山さんの次に高かですね。運転手ばかりばってんですね。運転手で伸びの決まっでしょが。その日の伸びので

すね。」 

──賃金体系は？        

「単価の決まっとるですもん。一枠 40 の 30 でですね、いくらて決まっとるですもんね。それを５～６人で６枠なら６枠、７枠な

ら７枠で６人で割るわけですね。」 

──だいたいいくらぐらいですか？        

「えー、40 の 30 で１万円ぐらいでしょね。平枠の３つ組で単価が１万円ぐらいでしょ、一枠で。６人で６つ行って、１万円から

１万２千円ぐらいなるです。出来高給がですね。」 

──出来高給の他には？        

「能力給と本人基本給とですね、あのう、・・・(と言って給料明細を取りにいく)・・・これに全部載ってくるわけですよ。これが

１週間分ばってんですね。だいたい、これが本人基本給ですね。して、一枠の伸びを出したつがこれ、出来高給ですね。」 

──支払いは日給ですか？        

「いえいえ、日給月給やっけんが。」 

──平均して一ヵ月の給料はいくらぐらいですか？        

「粗で 55～56(万円)でしょうね。満勤して。」 

  

 彼は仕事の内容を詳細に語っている。ここで特筆すべきは、仕事のイメージを、現場および仕事の状況を具

体的に語ることによって表現しているということである。「切羽は一週間で交替している」とか、「クーラーが効い

ていても、気温 30℃、湿度が 100％近い」などと語り、「4ｍ×3ｍの枠」を運搬し、建て、「ロードヘッダで掘削」

していく状況まで、克明に述べている。彼は、主にロードヘッダの操作に従事している(ｵﾍﾟﾚｰﾀ)。また、90 ㎏

の脚を 2 人で運搬したり、120 ㎏の梁を 4、5 人で運搬したりと、かなりの力仕事であることが分かる。このような

仕事の内容の中でも注目されるのは、現在は、「手堀はほとんどない」ということである(筆者には、炭鉱労働と

いうと、「つるはしとシャベルで手堀している」というイメージがどうしてもあった)。賃金は、基本的には出来高制

(<本人基本給>という固定部分もある)であり、掘進の場合、一枠進むごとに 1 人当り 1 万円程度で、1 日にだ

いたい 6、7 枠進むようである。現在のところ、「満勤して 55～56 万円」という。労働時間は、「実働約 6 時間」

であり、休憩は「手の空いた時間に交替で食事をとる」という状況である。彼は、「枠間から浮き岩が出て、炭壁

が返ってきて、同僚が挟まれた(後述<危機意識とその解放および信仰>項参照)」など、危険性が高い現場の

状況も指摘している。上記のような厳しい労働条件において、気温、湿度、労働により、「汗が出て長靴の中ま
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でたまる」とか、「マイト用の<水団子>(川水)を飲んでいた。熱中症で倒れたり、鼻水を垂らしながら仕事をする

人などもいた」と語り、さらには、「昔の防塵マスクは息苦しかった。珪肺になる人が多く不安だ」などと坑内の

厳しさを強調している。Ｇさんとのインタヴューで最も興味をひかれた場面である。 

 

・事故・怪我・恐怖体験など 

─「怖い、暗い、暑い」ということの他に何か怖いということはありましたか？        

「うーん、そうですね。あれは、箇所の悪かとこで、落盤のあったですもんね。」 

──入った年にですか？        

「入って 1、2 年するかせんぐらいにあったですもんね。落盤のですね。」 

──被災されたのですか？        

「いいや、交替時やったけんが、もう行ったら落盤しとったけんがですね。たまたまそん、前の日まで行こった切羽がですね。

枠の全部びっしゃげてしもとったですもんね。10m ばかし。あんときはぞっとしたですね。もう、交替時じゃなかなら現場で

仕事しよんなら、実際災害に会うとるかんしれんけんですね。」 

──有明鉱の事故の時は？        

「有明鉱の事故の時はまだ三川におったですね。ちょうど同じ三番方やったですもんね。ヤマの違とったけんですね。59

年位やったでしょ。」 

──直接は関係なかったんですね？ 

「直接は関係なかったです。あがったら騒動しよるけんですね。」 

──友人知人を亡くされたりはしたのですか？ 

「うーん。何人か 2～3 人おるですね。入って 2 日目とか、その辺(自宅付近に住む同僚)でんおらすばってん、何人か死ん

どらすけんですね。」 

──今までの間に？        

「こないだの災害のあったでしょうが。えーと平成の・・・2～3 年前に、落盤災害で。2 人死んで係員が助かっとっですかね、

それが同僚ですね。方の違うばってん、乙方の友人やったですもん。」 

──ひとりがお友達で？        

「ひとりが友達でひとりが同僚の係員が前、うちの甲方におったっですよ、乙方に行ってすぐ事故におうてきて。」 

─事故があったときどういうふうな感じがされました？友人とか亡くされて？        

「やっぱ悲しかったですね。やっぱ。知っとるだけにですね。いの一番に駆け付けたばってん、まだ生き埋めの状態で死亡

確認はなかったけんですね。安否ばですね、家さん行って報告ばずっと待っとったばってんですね。」 

──<もし自分やったら>とか、それを機会に炭鉱がちょっと怖くなったとかありますか？ 

「ああ、いやもう、そういったのはまずめったになかこっちゃけんですね。またそこの箇所が急に天井荷圧できとったですも

んね。その前まであの、天井はよか天井やったっですよね、“まさかあげんかところで”ちゅう感じで、それが“ぼす”てきとっ

とですよね。」 

──今まで一番えすかった(怖かった)ことは？        

「怪我したときはもう、怪我したときはえすかとおもわんもんなあ。骨折ですね。」 

──いつごろですか？        

「３年ぐらい前に、こっちば、(指)骨折して、複雑ですね。もう全然駄目ですよ。５～６回手術したばってんが、もうぐしゃぐし
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ゃですね。曲がらんでしょが。」 

──他には？        

「こまか怪我はもう、骨折はちょこちょこあるですよ。足の骨折、手の骨折で３回ぐらいしとるけんですね。怪我した当初は、

えすかとは思わんばってん、後からふりかえってみると、“わあ”ちゅう感じですね。」 

──友人を亡くした事故のときはどうでしたか？        

「あの時は交替時やったけん、別に何ちはなかったばってん、ぞっとしたですね。後から考えて。おるならですね。」 

──他には？        

「えすかなーち思うときはやっぱ、今機械ものば運転しよるけんが、相手ば殺さんごとですね。巻き込んで殺した例のあっ

たでしょが、池島や太平洋で、ドラムでよそ見ちゅうか操作ば間違うとるわけですよ、それで人間ばドラムで巻き込んどるわ

けですよ。そうすっとミンチになるですね。」 

──他にご自身が怖かったことは？        

「あとはあんまりなかごたるですね。慣れっちゅうか・・・、ま、天井の悪か所が一番えすかですね。げんばで。断層切羽でで

すね。もうどろどろですよ。天井にシューち亀裂の入ってボタのドロドロ入ってくるですよ。そんかとこは入ろごとはなかです

もんね。“もう、えすかけんが入らん”ちゅうてから。」 

─危ないけど、いちいち気にしてたら仕事はできないということですか？        

「だけん、(切羽の状況が)悪かなら悪かなりにですね、手前からスーッと当たりばつけていって攻めていくわけですね、怪

我せんごつ。“わあ、えすかなあ”と思うばってんがら、仕事やけんせんとでけんでしょうが。」 

  

 「怪我をしたときは怖いとは思わない。後からふりかえってみると“わあ”と思う」と言うが、「骨折は 3 回」ほどし

ており、「複雑骨折で指が曲がらない」という。また、「入って 1～2 年の頃、前日まで仕事をしていた現場で落

盤があり、ぞっとした」とか、「3 年前(平成 4 年)の落盤災害(2 人死亡、1 人重傷)で死亡者の 1 人が友人で、

重傷者が以前に同じ方の係員だった」と語り、「知っているだけに悲しかった」とか「後から考えるとぞっとした」

という。しかしながら、それによって彼自身の恐怖感が特に増したということはなく、きわめて現実的に「“まさか

あんなところで”という感じはあるが、めったにないことだから」と不安感はそれほどない様子であった。ただ、

「機械で人を殺しかねない状況もあり、怖いと思う」とか、「天井が悪いところで、入坑時に、“怖くて入らない”と

言ったことがある」と語った。このように、彼が恐怖を感じるのは、きわめて現実的に危険が迫った時であること

がうかがえよう。 

  

・危機意識とその解放および信仰 

──坑内からあがってくるときはどんな感じがしますか？        

「感じですか。今日も一日終わったなという感じでですね。ほっとしてあがってくるですよ。ほんと、ほっとするですもんね。」 

──逆にさがるときは？       

「入るときはあんまりしゃべらんでな、なんちゅうですかね、みんな元気なかですもんね。入坑すっときは。」 

──坑内の危険性は高いのですか？       

「高いですね。天井の良いところならわりとスムーズにいかるるばってん、断層のあると雨の降ったり水が付いてきたりすっと

ですね、枠間ば縮めてですね。0.8 から 0.6m ぐらいですか。」 

──途中で落ちてきたりもするんですか？        
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「浮き岩が。枠と枠の間からですね。枠が沈む場合もあるですね。炭壁がバカッて返ってくるときもあるですね。水がついと

るなら余計に落ちてきたり返ってきたりするですね。で、死亡災害とかあっとっとですよね。バサーッときて、こないだ同僚が

一緒に挟まれてですね。良かとこならわりとスムーズに仕事さるるばってん、悪かとこなら 7 枠も 8 枠もは行かれんですね。

一日に 3 枠とか 4 枠とかですね。」 

──お酒はよく飲まれますか？        

「好きですね。晩酌はしますね。」 

─上がってきて帰ってくる途中でみんなで飲みにいったりはしないんですか？        

「いや、それは、わたしの場合はせんですね。それもまあ、会社の帰りに一杯ひっかけて、それからまた飲みにいったりパ

チンコしにいったり、そういうとはざらにおるですね。やっぱ、社宅の人が隣どうしとか結構飲む人が多かですね。うちは外

勤(社宅外)ですけんね。」 

──仲間で飲むことはないんですか？        

「職場の忘年会とか定年退職祝いとかの時仲間と飲む程度ですね。」 

──どのくらい飲まれますか？        

「晩酌はビール 1～2 本とお酒を 1～2 本ですね。」 

──趣味は？        

「趣味は魚釣りです。パチンコはせんけんですね。」  

──魚釣りとパチンコは多いみたいですね。        

「ギャンブル、パチンコ、競馬、多かですよ。炭鉱は。パチンコが多かですかね。一番。魚釣りは少なかごたですね。ほとん

ど、オフのときは魚釣りですね。(魚拓を見せながら)これはイシダイですね。これはチヌ、こっちはマダイの(魚拓です)。」 

  

昇坑時には「“今日も一日終わったな”という感じでほっとする」といい、入坑時には、「あまりしゃべらず、みん

な元気がない」という。このように、坑内へ昇降する際に、危機意識や解放感を感じているようである。飲酒を

好み、「晩酌はする」ものの、帰宅時の飲酒は、「しない」ということであった。そういったことをしているのは「社

宅の人に多い」という。また、友人などと釣りに行くことによっても解放をはかっているようである(<友人>の項参

照)。 

 

・出勤 

──出勤状況は？、満勤ですか？        

「はい満勤です。今のところずっと満勤です。前はよう休もったばってんですね。」 

──だいたい何日ですか？        

「月 24～25 日ですね。」 

──１週間に一回とプラスでですか？        

「いや、もう、日曜日は関係なかけんですね。日曜日はのかして 24 か 25 でしょうが。けん、月曜から土曜までですね。で、

中に上期の 4 月から 9 月までは特定休日て作っているわけですよ。だけん土曜か月曜に。」 

──どれくらい前によく休んであったのですか？        

「うーん、そうそう、こないだまで、11～12 月は、やっぱ、暮れあたりですね。」 

──月に何日ぐらい休んでありますか？        
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「月に 2～3 日。」 

──実際の出勤日数は 20 日ぐらいですか？        

「そう、そうですね。だいたい 20 ずっと良かけんですね。掘進・採炭の場合はだいたい 19～20 でるなら良かほうでしょうね。

みんなたいがい 2～3 日は休もごたけんがですね。私はオペレーターで入っとるでしょうが、運転手で。だけんなかなか休

まれんわけですよね。」 

──休む理由は？        

「やっぱきつかつがほんなこつですね。脚入れで入るでしょうが。オペレーターじゃなくして、後向きとか助け先で脚入れ施

枠でずっと入っていくでしょうが。と、材料運ばんといかんけんですね。いないものして。やっぱこたゆっですもんね。全然、

くたびれかたの違うですもん。」 

──朝とかですか？        

「腰の痛かったり肩はもうあればってんですね、もう、身体がぬっかとこ行くならもてんですもんね、一週間。」 

──ほかに休むときは？        

「いこごんなかなちゅうときはすったく(ずる休み)ですね。たまにはちゅう感じですね。」 

──だいたいそういう風なかたちで他の人たちも？       

「うん。かわらんですよ。はい。」 

──あまり出ない人もいますか？        

「うん出勤不良でだいぶんおるごたですね、坑内は。炭鉱の者はですね。」 

──そういう人は月にどれくらい出勤しているのですか？        

「半月出るか出らんぐらいでしょうね。月のうちに半分、出らん人で。15 日、2 週間出るならよかほうでしょうね。」 

──どういった時に休むんでしょうか？        

「暑かとか箇所の状況が悪いとか配役(繰り込まれる人間同士の人間関係)が悪いとかいって休む人もおらすし、休む率も

高かですね。」 

──ご自身は？        

「今んとこはもう、オペレーターで行っとるときは、そういうことは関係なかですね。とにかく出らんならということですね。」 

──何番方の時が一番きついですか？        

「三番方の時がきつかですね。人と逆やんけんですね。三番方は、晩にでて朝帰ってくるでしょが。まったく反対やけんで

すね。して、三番方はなかなか帰ってからでん、寝きらんわけですね。こげん暑なっとですね。で、出勤はやっぱ三番方が

一番出勤の悪かですね。」 

──ポイントガエは？        

「中には何人かおるごたるですね。私も三番方の時行こごとなかったけんが、お袋の里に行ったことがあるばってんがです

ね。昔はちょこちょこしよったですもんね。(妻に)ね。」 

  

 出勤状況は、「現在のところ満勤(24～25 日)だ」というが、「昨年(1994 年)の暮れごろには、月に 2、3 日休

んで」おり、理由としては、「担ぎものをすると体がこたえる。特に暑い現場は。」ということであった。しかしなが

ら、「掘進では 20 日出勤すればいい方」であって、「自分はオペレータなので、休めない。日曜に出勤すること

も日常的だ」という。このように、掘進という職種は、炭鉱労働でも特に厳しい労働状況のようで、「15 日出勤す

れば上出来の人もいる」と語った。また、三交替なので、「三番方は昼に寝られないのできつい。出勤も悪



熊本大学文化人類学調査報告第 2 号（1998） 

 77 

い。」という。<ポイントガエ>については、「昔はちょこちょこしていた。おふくろの里に行っていた」と語った。 

  

・友人 

「友達は、もう、掘進の連中はほとんど友達やけんですね、特定の友達ていうのは少なかですたいね。７～８人ぐらいでしょ

うね。」 

──全部掘進の方ですか？        

「掘進、採炭、機械、電気もおるですよ。同じ方でですね。」 

──同じ方の人が多いですか？        

「だいたい同じ方、よその方はわからんけんですね。休みも違うし。で、魚釣りなんか一緒に行ったりなんかするでしょが。

でその部内の採炭、電気(の人と行く)。Ｃさんともよう一緒に行ったりします。」 

─職場上というか、何というか、職場上からつながってきて、こう、酒のむとか、遊びに行くとかありますか？        

「ああ、あるですよ。たまにはあるですよ。」 

──団結して何かやるとかですか？        

「それはなかですね。そん、それこそ、“魚釣りに行こうか行かんめか？”ちゅう感じでね、仕事の面ではなかごたるですね。

たまには冗談で、“閉山したら一緒に魚釣り好いとるけん、船でも買うてから、一緒にすうか？”ちゅう感じで冗談では言い

よるばってんがですね。“瀬渡し船ばすうか、遊漁船ばすうか？”ち。」 

  

 「特定の友人は 7、8 人」で、「(職種は違うが)同じ方の人」だといい、趣味の魚釣り等をしている。インタヴュー

を行なった部屋にも魚拓が多数あった。また、「冗談で、“閉山したら船を買おうか”と話している」という。ただし、

労働者としての団結心などには「ない」という。 

  

・喧嘩および坑内での人間関係 

──仕事をしていくうえで、喧嘩いざこざとか、人が合うとか合わないとかはありますか？        

「まあ、合う合わんはあるばってん、結局そん、先山さんから後向きまで、役割分担ちゅうか、仕事の内容が決まっとるでしょ

が。脚入れか、当たり付けか、材料運びか、だけん、別に、仕事は仕事として割りきっとるごたですよ。」 

──昔は？        

「昔は口喧嘩ちゅう感じでですね、まあ、喧嘩のどうのこうのはあってたようですね。」 

──だいたいどれぐらい前ですか？        

「うーん。やっぱ機械化になる前でしょね。ダイナマイトの時。」 

──それは何年ぐらい前ですか？        

もう、６～７年以上前までですね、それこそいないものばかりで機械化されてなかったけんですね。」 

──昔ながらの気風の人は？ 

「今は、機械化されてからは、そういうひとたちはほんの先山さん、熟練者ていうてプライドの高か人も今だにおらすばって

んが、もう時代が、今はそういう時代じゃなかけんがもう、ほとんどないみたいですね。」 

──そういう人たちはどんな感じですか？        

「上がってきたら別に何ちゅうことはなかですよ。終わってからは。ただ、ワーワ言うて、気性の激しかなら人なら剣先を投げ

つけたりする人がいたりしたけどですね。今はほとんどなかけんですね。」 
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 「人間関係が合う、合わないはある」が、「仕事として割り切っている」といい、喧嘩は「6、7 年前までは機械化

されておらず(ダイナマイト掘進)、口喧嘩が多かった。先山にプライドの高い人もおり、また、剣先を投げ付ける

人もいた」という。ただし、「今はそういう時代ではなく、喧嘩もほとんどない」と、掘進の機械化によって労働者

の状態が変わってきている可能性を示している。  

  

・労働者について 

──炭鉱の労働に合うような人とは？        

「合わん人もおるですよ。ばってんやっぱ、体の強か人でしょうね。体がガッチリして、ほんなこて炭鉱マンちゅう感じですね。

身体の太してですね。そりゃ何人でん、先山連中にもおるばってんですね。あんか人がほんなこて炭鉱マンでしょね。」 

──協調性があるとかそういうのは？        

「んにゃ、なかごたるですね。協調性とかは。」 

──協調性を重視する仕事もあるんですか？        

「うん。そいけん、変わる人のおらすとですたい。普段はどげん、あんまそげんしゃべりもせんし、なんて言うか、やる気があ

っとかなかとか知らんばってん、現場さん行って切羽ば見っと性格の変わらして、協調性とかいろいろ強か人もどんどん出

てこらすですよ。 

──掘進は特に体が強くなくてはいけないということですか？        

「やっぱ(体が)強なかといかんでしょうね。身体が資本やけんですね。」 

──労働者の方たちのいろんな面が変わってきたというのは、機械化されてからですか？        

「うーん、そうですね。機械、機械になってからですね。」 

──ここ 5、6 年ですか？        

「6～7 年でしょね。機械化になって大幅に掘進は変わったですね。」 

──辞めていった人もいたのですか？        

「そりゃ合理化のさなかやったけんですね、だけん、だいぶ若っかもんがほとんどやめてしもたでしょ。」 

──若い人が辞めたんですね”と念を押したところ)もう若っかもん。20～30 代の、30 前後の若っかもんのずらり辞めたで

すもん。１回目、２回目、３回目てあって３年連続で。」 

──だいたいどんな感じの人が対象になったんですか？        

「やっぱ 30 才未満で、年功も５年未満の者が多かったですね。 

──あと出勤の悪い人とかは合理化の対象になったのですか？        

「出勤の悪い人もおったですね。若うして。で、年数の５年未満、入って１年生ぐらいで、やっぱ条件の、合理化の条件の

良かけんが、ちょっと、目にくらんでですね(<労働者が退職金に目が眩んだ>の意か)。 

──合理化は何年ごろが一番多かったんですか？        

「いまからそうですね、機械化になるかならんぐらいの時やんけんがら、6～7 年前頃ですか。」   

──機械化と同じぐらいですか？        

「機械化と変わらんです。合理化の終わって機械化されたけんですね。人間は減って。機械化の前ですね。３年連続で合

理化のあったけんですね。」 

──それで変わったという感じはしましたか？        
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「変わったですね、あれから。大幅に変わったですね。」 

──働いてあるかたの意識も変わったんですか？        

「うん。そりゃもちろん変わったですね。ごろっと変わったですよ。」 

──どんな風に？        

「人間は少のうなって、結局おるしこでしていかなんでしょ。そしてから今までマイト掘進じゃとてもじゃなかばってん、4 人で

しよったけんですね。マイト掘進は。ばってん、機械化になったけんが、もう 5 人、6 人に人間の今度は配役のなったでしょ

が。やっぱ機械化やんけん、マイトよか速かけんがですね。」 

──人員が少なくて済むことは済むようになったんですね”の問いに)ええ。ばってんが、そがしこ人間の一人でん二人で

ん増ゆっとしゃが、楽になるでしょうが。めいめいが楽になるでしょうが。だけんがら、もう、ほとんど、変わってしもたですね。

で、余裕、ゆとりもでてきて、あん、仕事に対して、マイトの時はもう、ほんなこてゆとりもうんぬんも何もなかったっです。喋る

暇もなかったです。機械化になったら回転は速かばってんが、人間のやっぱ一人二人増えたことで楽もさるるですたいね、

お互いがですね。余裕のできてくっですたいね。余裕の出来るちゅうこつは喋る回数も増えてくるけんが、わきあいあいとも

さるるわけ、冗談言いながらでもさるるわけです。」 

  

 炭鉱労働に合う人は、「体ががっちりして強い人」、「身体が資本」であり、中には、「普段はあまり喋らない人

が、現場に行くと性格が変わる人もいる」と語った。また、機械化によって労働者が変わったかどうか質問したと

ころ、「ここ 6、7 年で機械化され、その 2、3 年前から大規模な合理化によって 30 歳前後の者が多く辞めた」

ため、人間が減ったものの、<機械の効率の良さのために労働が忙しくなる>ことはなかったようである。なぜな

らば、それを会社が見越して「人間が 4 人から 5、6 人に増えた」ため、「楽ができ、余裕も増えた。余裕が増え

ると喋りながらわきあいあいと仕事が出来る」と、機械化によって環境が改善されたことを強調していた。 

  

・Ｇさんの妻、Ｎさんの語り  

「(Ｎさんの発言)炭鉱って、何かこう、あれですよね。普通のサラリ－マンと違ってですね、ちょと私も、こう、もう大体慣れて

きたけんがいいけどですね、慣れるまでが大変ですね。」 

「(Ｇさんの発言)普通の坑外の一般の考えとまた全然違うですもんね。」 

「(Ｎさんの発言)目に見える仕事というか、私たちは全然わからないでしょう、写真なんかもやっとこの、撮れとるときだけで

すね、あの、(炭鉱が)廃れて、だから、実際その話はよくする方だからですね、するけど、あの、話だけで実際に行ったこと

がないからですね、だから、よっぽど、もう、私もまだまだ理解ができてないとは思うんですよね。仕事の状況とか、実際にこ

う、自分で私が目に見える仕事だったらある程度言いもされるでしょう、だけど、聞いたところにより言うからですね、やっぱ

し主人が直接現場にあたってるあれと私たちが聞いてるのと違うからですね、だからちょっと、慣れるまでが大変ですね。」 

「(Ｇさんの発言)専門用語の多すぎてね、こげんこげんて言うたっちゃ分からんもんね。炭鉱用語の多かけん炭鉱用語は

分からんけんですね。炭鉱用語ば知らんことには、話したっちゃちんぷんかんぷんで分からんですもんね。」 

「(Ｎさんの発言)イメージ的にね、全然炭鉱とは関係なかったでしょう、主人も私も、ちょっと差別ちゅう言い方になるかも知

れないけどね、“最終的な就職は炭鉱”ちゅう感じだったんですよ、考え方がね、もうどこでもできんで、力があって体さえ丈

夫かなら入るというイメージがあったんですよ。で、入ってね、主人が友達とか連れてくるでしょ、と、結構ね、“わあ、炭鉱に

いくとはもったいないねー。”と思ったりする人もいらっしゃるでしょ、だからちょっと私もね、あんまり炭鉱ちゅうもんを軽蔑し

すぎたかなというのがあるんですよ。だから、昔の私たちの(時代の)ですね、炭鉱の人たちといったら、ほとんど私はずっと
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ここだからですね、あの、炭住地だったんですよね、ここはですね、ちょうど(小学校の校区は)３校区から来ているんですよ、

私たちの校区は田舎、あと２つの校区はほんともう、社宅の人たちばかりだったんですね。」 

「(Ｇさんの発言)昔でいう炭鉱やんね。全然違うもんね、今と。」 

「(Ｎさんの発言)小中学生時代の感覚と今のとですね。ひとつは職業ですね、職がないからという感じでね、職探しにいろ

いろ走ったけど結局はですね、京都におる頃わりととってたからその金額が頭にあるでしょ、だからどうしても金額的には炭

鉱かなーちゅう感じです。」 

「(Ｇさんの発言)今の大牟田じゃね、20 万とっとはきつかもんね。ぶっちゃけた話しね。そん替わり仕事も楽かもしれんばっ

てんですね、坑外では。また全然違うもんね。」 

  

 彼女は、「炭鉱労働者は、普通のサラリーマンと違うところがある。結婚当初は慣れるまでが大変だった」とい

う。それは、「妻は労働が目に見えない」とか、「(偏見的に)夫婦とも“炭鉱は最終的な職業”だと考えていた」と

か、幼少時に社宅地域付近に住んでいたので、「昔の炭鉱の人は今の人とはずいぶん違う」などど発言した。

このことは、ＮさんおよびＧさん本人が炭鉱にある種の偏見を持つほどに以前の炭鉱の状況が異なっていたこ

とが考えられよう。 

 

・炭鉱の閉山 

──<炭鉱はあと数年>と言われてますが？        

「ここ一年が目処でしょね。平成 8 年の 3 月が一応目処で。」 

──2001 年には政策が終わるんですよね        

「政策は(2001 年に最後の国の石炭政策)そげんいうばってんがですね、平成 9 年にはもう石油関税の 1/3 カット、それと、

トン当り 1000 円ぐらい単価ば切らるっでしょうが、そいけんが、だいたいは難しかでしょね。」 

──3 倍違うていいますね        

「そう、外炭の３倍ぐらい違うですね。」 

  

 「ここ一年が(閉山の)めど」だという。現状を把握しながら、来たるべき閉山にむけての心構えが感じられた。 

  

・自己イメージ・ふりかえって 

──仕事そのものについてはどう思われますか？        

「楽しくはなかばってん、仕事せんことにはできんですけんね。毎日毎日がそういう仕事やっけん、別に何とも思わんばって

んですね。5～6 人が同僚で、一枠でも余計にいくとお金になるけんですね。やっぱ、運転手は伸ばしてやらなできんでし

ょうが。運転手の腕ひとつで前さん進んで行くけんですね。」 

──炭鉱の仕事をしていて誇りに思うことは何ですか？        

「体がもともと強かったですけんね。よかったと思うのは、やっぱ、家族が円満であることですね。やっぱ、収入安定が円満

の秘訣やろけんですね。家庭円満のですね。収入がなかならもう、こりゃまた全然、ですね。やっぱ、その、あれですね、き

つかならきつかなりの仕事をしてきて、そがしこ見返りのあるけんが、やっぱ、魅力はあるですたいね。それだけでしょね。

すと、今度は家庭円満に結びつくでしょう？。収入のやっぱ、少なから、ちょっと、安定はせんけんですね。」 
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 「(労働は)楽しくはないが、5、6 人のグループで仕事をしており、1 枠でも余計に進むと賃金がふえる状況で

は、自分が機械の運転手である以上、仕事をしないわけにはいかない。」という。このように、掘進は、かなり責

任感を要求される仕事だといえよう。また、「きついならきついなりの収入が得られ、魅力がある」、「収入が安

定することにより、家庭円満につながる」と語った。これは、彼の労働に対する自己イメージが、<家庭円満のた

めの収入が第一であり、そのためにはつらい仕事も厭わない>というものであることを端的に表していると考え

られる。 
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第 4 章 結論 

 

第1節 労働者のイメージと著作物イメージとのギャップ  

 

第3 章の記述にもとづき、労働者ひとりひとりの自己イメージを、筆者の視点によるライフ・ヒストリー解釈のト

ピックごとにまとめてみた[表１．]。 

 そこから見えてくることは、三井三池炭鉱労働者のライフ･ヒストリーにみるイメージと、これまでの炭鉱関係の

著作物にみられるような労働者のイメージとの間にはギャップが存在するということである。   

ただし、上記の「三井三池炭鉱労働者のライフ･ヒストリーにみるイメージ」は、最大公約数的な、いわゆる

「一般像」ではない。筆者は、「ライフ・ヒストリーにみるイメージ」は、個人によって多種多様かつ多義的なもの

であり、個人レベルのイメージこそが最もその人間そのものを表現しているものであると考えている。 

また、本研究では臨時請負労働者(いわゆる「下請け」、「組夫」。一般的には常務労働者より賃金や労働

条件で厳しいとされる)のイメージは捉えられておらず、今回の研究では 7 人のライフ・ヒストリーしか提示されて

いない。 

したがって本稿では、「三井三池炭鉱労働者のライフ･ヒストリーにみるイメージ」をあえて具体的に提示せ

ず、個々の事例とその解釈を通して、三井三池炭鉱労働者のライフ･ヒストリーにみるイメージと、これまでの炭

鉱関係の著作物にみられるような労働者のイメージとの間にはギャップとその要因を述べることにする。 

三井三池炭鉱労働者のライフ・ヒストリーにみるイメージからは、三池労組員、三池新労組員にかかわらず、

これまでの炭鉱関係の著作物にあるような、悲惨で苛酷な労働とそれに対抗する労働者といった姿は見えて

こない。 

 三池労組のインフォーマント(Ｆさん)からは、より強い会社(資本主義)の体質に対する否定的・批判的イメ－

ジが見られる。しかしながら、Ｆさんの語ったことは、「主張すべきは主張していく」といった姿勢であり、これまで

の多くの炭鉱関係著作にみられるような搾取と差別の告発とは違う。また、三池争議に関する多くの著作物の

ような、「会社と新労組は敵であり実力を行使してでも戦いぬく」といった戦略でもない。 

 むしろ、Ｆさん以外の新労組員が語ったことを見ると、Ａさんは「組合離れ」を指摘し、Ｂさんは、労働者の「自

己主義」を批判した。Ｃさんは事故の多さを指摘し、Ｄさんは機械化の弊害を口にした。Ｅさんは閉山対策の遅

れを言い、Ｇさんは出来高制のつらさ(と魅力)を口にしたというように、会社(資本主義)や新労組に対する否定

的イメージは、会社協調路線の労組である新労組員からも聞かれた。 
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 第 2 節 イメージギャップの要因 

 このようなイメージのギャップはどこから生じるのであろうか。考えられる要因を挙げてみよう。 

(1)三井三池炭鉱の歴史的変化 

 まず、炭鉱そのものが変化しつづけているということである。基本的にはいずれのインフォーマントも労働が

「肉体労働」であることは認めているが、特に、本線機械、運搬、掘進機械のオペレーターなどといった仕事は、

機械の操作がその仕事の大部分である。現在の三池炭鉱においては、掘進、採炭ともに機械によって行なわ

れているため、重労働はそれらの機械や資財の据え付けや末端への運搬に限られており、「ツルハシとスコッ

プで採堀する」とか、「ダイナマイトとドリルで採掘する」といった作業はあまりない。 

 複数のインフォーマントが、10年ほど前(1980年代半ば)から「機械や技術が変わった」と発言し、それと呼応

するかのように労働者の生活における諸要素、つまり、出勤、勤務、飲酒、社宅、人間のつながり(上下関係及

び同僚･友人関係)などが変化しているのである。実際に、三井三池炭鉱では、1980 年代半ばには、採炭・掘

進の新機械(MHP、新型ロードヘッダ)が導入され、同時期に人員合理化による退職、社宅の統廃合が本格

化している。さらに平成元年に入坑口を有明立坑のみとしたため、それまで三川斜坑から出入りしていた大牟

田市南部の労働者が、有明立坑近くに引っ越したりし、ますます社宅の統廃合が進んだものと思われる。この

ようなハード面の変化に伴って、労働者の生活も変化していったものと考えられる。現実に、Ｄさんなどは、比

較的三川斜坑(旧三川鉱)に近い社宅に在住し、バスで通勤していたが、有明立坑(旧有明鉱)に入坑口が変

更になると、自家用車で通勤するようになり(バス路線がないため)、帰宅途中の飲酒は不可能になったという。 

 また、1950 年代後半から、三池争議を経て、さらに、炭じん爆発事故(1963 年)で安全対策が急務になった

こともあいまって、急速に機械化された(自走枠、ロードヘッダの導入)ことや、三池争議、炭じん爆発事故を通

して、三池労組員の急速な減少と三池新労組員の増加(争議以後の新入労働者は基本的に新労組に加入し

ていた)があり、新労組による、労働者に対する教育がなされたことなども、その要因として見逃してはならな

い。 

 このように、時間的変化に伴って、炭鉱のハード面が変化することにより、労働者の労働そのものや、労働者

の生活の諸側面が変化していったものと考えられる。 

(2)筑豊と三池の時間的・地理的なギャップ 

 さらに、これは当然のことであるが、筑豊と三池という地理的な違いにより、もともと労働者像が異なっていた

可能性が挙げられよう。 

 明治以来、現在までの両者を歴史的に比較してみよう。筑豊では、複数の資本(大資本のみならず、中小資

本の炭鉱もあった)が、多くの炭鉱を経営していたのに対し、三井三池では、基本的に三井という一つの大資

本で経営されている(もっとも、旧有明鉱は日鉄鉱業が開発した炭鉱だが、日鉄鉱業が採掘を放棄したのちに

三井に買収されている)。また、炭鉱の地盤や炭層の条件も異なっている。筑豊の多くの炭鉱が非常に厳しい

採炭条件だったのに対し、三井三池炭鉱では、比較的条件が良く、大型の機械を入れることが出来るような採

炭条件であったことも挙げられる。 

 このように、資本の状況や採炭条件といった労働環境は、労働者の労働そのものはもちろんのこと、雇用形

態や労働者の階層といった部分にも少なからず影響しているものと思われる。 

 また、筑豊においては、三池争議(1960 年)以降、石炭鉱業合理化臨時措置法(1955 年公布)及び第一次

石炭政策(1963 年実施)による「スクラップ･アンド･ビルド」政策によって、つぎつぎと閉山(スクラップ)されてい
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き、1976(昭和 51)年の貝島炭鉱の閉山とともに筑豊からすべての炭鉱が消滅した。一方、三井三池炭鉱は、

「ビルド」鉱として保護を受けることとなる。 

 つまり、筑豊の炭鉱では、昭和 30 年代～40 年代、少なくとも昭和 51 年の炭鉱の状況が、「最新の」資料と

して扱われるのである。 

 複数のインフォーマントが発言したように、筑豊閉山時に三池炭鉱へ労働者の移入があったことは留保すべ

きであるが、昭和 30 年代～40 年代における筑豊での炭鉱の状況と、最近の三池炭鉱の状況は、時代的にも

地理的にも異なっている。したがって、両者における労働者のイメージは、一致していないと考えられる。 

 ところが、多くの作家やルポライターは、そういった違いを考慮せずに、あるいは、意図的に考慮に入れ、三

井三池のイメージを描く際に筑豊のイメージをオーバーラップさせることに成功している。それは、三井三池に

おける囚人労働や与論島民、あるいは三池争議のイメージと、筑豊の被差別民あるいは争議(三池争議への

オルグとしての参加などを含む)のイメージをだぶらせることにより、「差別され、搾取された民衆」を浮き彫りに

し、人権問題として告発するといった手法である。しかし、今回の調査からは、会社主義的な資本主義への批

判は見られるものの、こうした昭和 30 年代～40 年代における筑豊での炭鉱に見られるような状況は見えてこ

ない。 

 上記(1)、(2)の要因が、最近の三井三池炭鉱の労働者のイメージと、これまでの炭鉱関係著作物のイメージ

とのギャップを生み出しているものと考えられる。 
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おわりに 

 本稿は、筆者が熊本大学大学院文学研究科地域科学専攻(文化人類学)に在籍し、1995(平成 7)年度に提

出した修士論文、「炭鉱労働者の生活史にみる自己イメージ－三井三池炭鉱の事例から－」を、調査データ

を中心とした調査報告書として加筆修正したものである。 

1997(平成 9)年 3 月 30 日の三井三池炭鉱の閉山に、一大牟田市民としてだけではなく、特別な関心を持っ

て立ち合えたことは、感慨深いものを感じる。今後とも、文化遺産としての三井三池炭鉱に何らかのかたちで

関わっていきたいと思っている。 

筆者にとって、三井三池炭鉱のあった福岡県大牟田市は、出身地かつ現住所でもある。筆者の生まれ育っ

た環境は、両親が炭鉱労働者でもなければ、社宅(炭鉱住宅)あるいはその間近に住んでいたわけでもないが、

筆者は、学部学生時代から、炭鉱を取り巻く様々な文化的事象について興味を持ち、研究をしてきた。しかし、

三井三池炭鉱の坑内には労働者のみしか入れず、1987(昭和 62)年以降、新規の労働者も募集していない。

報道機関でさえも、限られた日時に、会社が指定した現場を「取材」できたのみである。このように、筆者にとっ

て、知らないことだらけの炭鉱の坑内で働く労働者とは、「一体どのような人々だろうか？」いう素朴な疑問があ

った。また、自宅通学生として大牟田市から福岡市内の大学に通学するようになり、大牟田の街の「雰囲気」が

一種独特であることに気付き、それを解明したいとも思った。 

 学部時代の卒業論文[永吉 1994]では、炭鉱の文化の中で女性の社会的･文化的役割に注目し、20 世紀

初頭に、女性坑夫が存在したことや、炭鉱労働者の妻たちが、家事育児をこなし、夫をサポートしながら、一部

の女性たちは積極的に三池争議に参加した状況について論じた。しかしながら、その資料の扱い方、フィー

ルドワークの未熟さなど、反省すべき点が多々ある。また、炭鉱労働そのものを行なっているのは男性であるこ

とから、炭鉱労働者のすがたを生き生きと描いてみたいと思ったことや、＜はじめに＞で述べた筆者の炭鉱労

働者への印象と著作物の炭鉱労働者像との違いが本研究の最初の動機である。  

本稿を作成していて改めて気付かされたのは、それぞれの話者の皆様の温かい協力であった。時には不躾

で失礼で不適切な筆者の質問にも快く素直に答えていただき、また、それぞれの方のことばから垣間見えるそ

れぞれの「生き方」を知ることにより、筆者自身の仕事や生活についても、非常に勉強になった。また、調査研

究にご協力いただいた三井石炭鉱業株式会社三池鉱業所の方々、三池労組、三池新労組など労働組合関

係の方々、郷土史家の先生方、様々な資料や示唆を頂いた大牟田市石炭産業科学館など炭鉱関係の博物

館の方々、大牟田市教委・図書館の方々、九州通産局の方々、写真を提供していただいた有明新報社の

方々。そして、数々の指導をしていただいた、櫻井哲男先生、池田光穂先生、片山隆裕先生をはじめとする

人類学・炭鉱研究の諸先生方。陰ながら筆者を支えてくれた友人、家族。みなさん本当にありがとうございまし

た。 
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ての生活史研究案内－』 光生館) 

 

＜註＞ 

 
1 ライフ・ヒストリーは、「Biography(ﾊﾞｲｵｸﾞﾗﾌｨｰ)」とか「Life story(ﾗｲﾌ･ｽﾄｰﾘｰ)」、あるいは「Life 

document(ﾗｲﾌ･ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ)」とも呼ばれ、日本語では、「生活史」、「個人史」、「生活記録」などと

訳されており、いずれも、「個人の生活や人生について記録したもの」という意味を含んでいる。そ

の具体的内容は、「自叙伝」・「伝記」・「日記」・「手紙」・「映像」・「(本人によって)口述さ

れた、個人についての記録」といったものであるが、本稿では、上記のような、様々な種類のものを

含んだ概念を、「広義のライフ・ヒストリー」と考え、その中でも「(本人によって)口述された、個

人についての記録」を、「狭義のライフ・ヒストリー」と考えたい。以降は、混乱を避けるため、「狭

義のライフ・ヒストリー」のことを「ライフ・ヒストリー」あるいは「生活史」と呼ぶことにする。 

2 「三井三池炭鉱」の正式名称は、「三井石炭鉱業株式会社三池鉱業所」である。概要その他は第 2

章で述べることにする。なお、本稿中の「炭鉱」の「鉱」の表記方法は、「炭鉱」、「炭坑」、「炭

砿」、「炭礦」と四種ほどあるが、他の多くの研究者の例にならい原則的には、鉱山全体、鉱山施設

を表す場合は「鉱」を、坑道や坑口を表す場合は「坑」を使用した。ただし、固有名詞の場合はこの

限りではなくそのまま表記している。 

3 たとえば[Nash 1979]など。 

4 たとえば[上野 1960]、[鎌田 1982]、[武松 1982]など。 

5 たとえば[正田 1987]など。 

6 たとえば[三池炭鉱労働組合 1967]、[三池主婦会 1973]など。 

7 たとえば[三井鉱山株式会社 1963]、 

      [九州管区警察局・九州各県警察本部 1961]など。 

8 図 1 参照。 

9 図 2 参照。 

10 三井三池炭鉱には三つの労働組合が存在する。1)三池炭鉱労働組合(三池労組)、2)三池炭鉱新労働

組合(三池新労)、3)三池炭鉱職員労働組合である。1)は、1946(昭和 21)年結成、閉山時組合員数(1997

年 3 月 30 日)15 名(1960(昭和 35)年以降、新入労働者はほぼ 2)に加入したため)、2)は 1960(昭和 35)

年結成、閉山時組合員数 887 名、3)は係員以上(係員、主席係員、係長)の組合で、閉山時組合員数は

275 名である。 

11 「珪肺」とも呼ばれる。炭鉱などの鉱山や採掘現場で、岩盤や鉱石の粉塵(中に含まれるケイ素)に

よって引き起こされる職業病で、喘息や呼吸困難などの症状が慢性的に続く。 

12 図 1、写真 1.参照。 

13 図 1 参照。 

14 図 3 参照。 

15 三井三池炭鉱の労働者とその家族は、1980 年代頃まで主に「社宅」と呼ばれる会社供給の住宅(炭
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鉱住宅)に住むのが一般的であった。社宅は、大牟田市・高田町・荒尾市にあり、数軒長屋の家屋が数

十軒密集しており、ひとつの集落を形成している。通常、この集落に地名を冠して「○×社宅」と呼

ぶ。後述ライフヒストリー文中の「馬渡社宅」、「四山社宅」などがそれである。社宅内では非常に

強固な共同体意識があり、社宅内での旅行など様々な行事や相互扶助があった。社宅には共同の風呂

があり、これが社宅内でのコミュニケーションをはかり、共同体意識を生み出すもとともなっていた。

ところが、1990 年代にはいり、合理化による労働者とその家族の減少や入昇坑口の一本化などにより、

社宅集落そのものが減少し、現在では数える程になってしまった。また、1997 年 3 月 30 日の閉山以

降は、1 年半の猶予期間の後に社宅が全廃される。 

16 坑内の基幹坑道。軌道やベルトが敷設され、通気や運搬坑道として利用される(「ホーリング」や

「ホイスト」は巻き揚げ機の種類)。 

17 筑後方言で「イナウ」は「担う」の意。つまり、「担わないといけない」の意味。同様に「イナイ

モノ」も「担いもの」の意である。 

18 「炭鉱労働者」の意味。大牟田や九州の産炭地では労働者以外の一般住民でもこのことばを広く使

用する。 

19 石炭以外の岩。採掘後に坑外に運びだされて積み上げられた岩盤の堆積物を「ボタ山」などという

(ちなみに三井三池炭鉱ではボタを埋め立て等に利用したために、筑豊に存在するような地上にそびえ

る「ボタ山」は存在しない)。 

20 労働者たちは、昇坑、つまり労働現場の坑内から地上に出ること（写真 5.参照）を「上がる」と表

現している。このことばは、広く三井三池炭鉱労働者で使われていることばなので、今回は筆者の質

問のことばにも使用している。なお、坑内に行くことを「下がる」といい、かつての筑豊の撰炭労働

者の労働唄にも「坑内下がるも親の罰」などと唄われ、坑内の危機感を喚起することばである。 

21 三井三池炭鉱には、入昇坑口に「山の神」なる神が祀られており、安全の神と考えられている。労

働者は繰り込み(その日の現場についての人員配置、保安上・作業上の諸注意などの入坑前打ち合せ)

の際に「山の神」安置してある方角に一礼し、入坑の人車(電車)やケージ(エレベーター)に乗る。「山

の神」は各坑口の敷地内に設けられ、大山祇神(愛媛県大三島が本社)が祀られている。かつて山の神

はいくつかの社宅(集落)にも社殿が設けられていた(現在も数ヶ所存在する)。なお、「山の神」とは別

に、安全の神として入昇坑口に稲荷明神が祀られている場合もある。 

22 ポイント(あるいは「ポイントガエシ」、「ポイントガエ」などともいう) 

労働者が職場に行くふりをして家を出発し、職場に行かずに(あるいは一旦職場に立ち寄った後)、

労働をしない(会社に対しては体調不良などを理由に「欠勤」を申し出る場合が多い)こと。同僚や友

人と遊びに出掛ける場合が多い。 

23 「先山」とは熟練労働者の伝統的な呼び方で、現場の数人単位の集団のトップとして、部下(＝「後

向き」、「後山」)の指導を行なう存在である。なお、労働者の現場の監督は「係員」と呼ばれる労働

者が行なう。 

24 筑後方言で「怖かった」の意。 
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25 仲間と酒を飲むことにより、厄を払うこと(「精進上げ」という意味か？)。 

26 酒屋のカウンターで飲むこと。 

27 1960(昭和 35)年の三池争議の際に向坂逸郎氏(元九州大学経済学部教授)の行なった三池労組への

労働運動支援教育。 

28 前述「先山」の次に熟練した労働者。 

29 採炭現場で採炭をしていく面。図 3 参照。 

30 「池島、太平洋、三池の３つ」とは、インタヴュー当時(1995 年)に国内で操業していたすべての炭

鉱(いくつかの小規模な露天掘を除く)。松島炭鉱(株)池島鉱業所(長崎県外海町)、太平洋炭礦(株)釧路

鉱業所(北海道釧路市)、三井石炭鉱業(株)三池鉱業所(福岡県大牟田市)。 

31 坑内で作業するための安全灯で、各人のヘルメット上に取り付けるバッテリーランプ。 

32 パンツァ・コンベア(ＰＣ)の中間部にあたる樋。パンツァ・コンベアは切り羽で使用される移動型

のコンベア。 

33 1988(昭和 63)年から導入されたドラムカッターと自走枠のシステム。図 3 参照。 

34 「オマエ･･･。」などのように命令口調で指図することば。「ウン」も「ワガ」も筑後方言で「汝、

お前」の意味。 

35 「ＰＣトラフ」のこと(前述)。 

36 採炭機械。「ジブカッター」と呼ばれるものか？。 

37 前述「カッター」から技術革新された採炭機械。爪状のピックが遠隔操作(無人)されて移動しなが

ら採炭する。 

38 前述「無人ホーベル」からさらに技術革新された採炭機械。ピックの付いた巨大な円柱(ドラム)が

廻って自走しながら採炭する。写真 2.参照。 

39 1960(昭和 35)年の三池争議のこと。 

40 炭鉱・鉱山のこと。「炭鉱」と書いて「ヤマ」と読ませる場合もある。 

41 「先」は「先山」(承前)の意。つまり、掘進員のグループが 7 つあることになる。なお掘進の仕事

は、坑道を掘り、掘った坑道に枠をはめ、補強するまでを行なう。 
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表１． 自己イメージのまとめ 

 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ

動機 前職場の閉鎖、経

済面(高収入)

前職場が不慣れで

退職、父が三池炭

鉱に勤務、子ども

の養育

前々職場の転勤話

→炭鉱の下請、「生

活していくため

に」炭鉱へ

海苔養殖、運転手

のアルバイト→事

故のこともありあ

まり気が乗らなか

ったが生活の安定

のため

自営業、弟就労と

ともに「話のタネ」

に炭鉱へ(弟がすぐ

辞め炭鉱に残る)

鉱山学校、兄が炭

鉱労働者、就職で

労働条件・賃金面

で確実だった

父の体調悪化で

前々職場(京都)か

ら大牟田へ→様々

なアルバイト→収

入面での生活の安

定のため炭鉱へ

就業前後のイメー

ジ

事故のイメージな

どで当初不安→

徐々に払拭

あまり恐怖を感じ

ず→「地下工場」

→(危険な)現場と

のギャップ

(前職場在時には)

「坑内に下がると

は思わなかった」

事故のイメージで

気が乗らず→「こ

んなところで仕事

ができるだろう

か？」

就労直後は恐怖

感、温湿度の過酷

さ→慣れる

兄が炭鉱労働者だ

ったのでそれほど

の恐怖なし→坑内

条件の厳しさに恐

怖→慣れる

友人が炭鉱労働者

(そんなに危なくな

い)→暗い、温湿度

の過酷さ

現場と労働内容 本線機械、明るい

が騒音がひどい、

重量物運搬

温度・湿度の高さ、

重量物運搬

暑い、ダイナマイ

ト用川水を飲む、

慣れるとそう暗く

ない、重量物運搬

重量物運搬、温度・

湿度の高さ(特に以

前)、忙しくなる(最

近)

体力の限界まで働

く(熱中症)、ネズ

ミ・ゴキブリ

機械化は安全性向

上にはつながら

ず、肉体労働

重量物運搬と機械

のオペレート、ダ

イナマイト水飲

み、怖い・暗い・

暑い

事故・ケガ・恐怖

体験

炭罐に手が当た

る、ベルトに巻き

込まれそうに

レールの閂が外れ

膝靱帯損傷、腰痛、

(その他<危機意識

とその解放>項参

照)

ハライ面で風圧で

倒れる、ケガの多

い気風

指を挟んで骨折 頭部強打・頭蓋骨

骨折→運搬の職種

へ

炭じん爆発事故に

被災、CO患者に

指の複雑骨折、落

盤直後の現場に行

きぞっとする、友

人を災害で亡くす

危機意識とその解

放

天井に気をつけ

る、怖いと思う瞬

間が何度もあっ

た、上がってくる

とほっとする、安

全への願い

過去の事故現場は

通りにくい、小崩

落、落盤の後かた

づけ、一人作業に

「はっ」とする瞬

間あり、「ショウジ

ンアゲ」(飲酒)で

邪気払い、夢の信

仰

注意力が散漫にな

るとケガ、上がっ

てくると明るく「ほ

っ」とする、魚釣

りで解放、唄の禁

忌、セットが終わ

って仲間で完成祝

い

上がってくると「こ

れで一日終わった

か」という気持ち

でタバコを２本ぐ

らい続けて吸う、

昔は昇坑後に酒屋

で飲酒、最近は自

動車通勤で不可

能、毎日晩酌

昇坑して風呂には

いると「ほっ」と

する、山の神に一

礼(しないと気が済

まない)、気乗りの

しない日に休む、

パチンコ・ボウリ

ング、口笛の禁忌

災害は多いがそれ

ほど怖いと感じ

ず、自らの事故後

に他人の危機につ

いて組合幹部とし

て考えてきた、飲

酒

怖いが仕事だから

しないといけな

い、昇坑時にほっ

とする、入坑時は

みなあまり元気が

ない魚釣りで解放

出勤 ほぼ28日出勤、ポ

イントガエ経験あ

り

約23日出勤、体調

の悪いときは休

む、夏の夜と冬の

朝は出勤がつら

い、夢見が悪いと

きに休む

きついときは休

む、三番方が寝不

足

約23日出勤、一番

方がつらく休み多

い、夢見が悪く行

きたくなくなって

休んだことあり、

ここ10年集団での

「ポイントガエ」

みられず

機械在籍時-10 日

／月の時も、三番

方のつらさ、ポイ

ントガエシの経

験、15 年ほど前か

らポイントガエシ

はみられず

被災前は22～23日

出勤、公休日や有

休はしっかりとる

20～25 日出勤、た

まに行きたくない

ときやきついとき

に休む、三番方出

勤はきつい、昔は

ポイントガエも

友人 同僚で飲酒・旅行、

祝い事など

飲酒仲間、「ショウ

ジンアゲ」

現場が一緒の人 4、5人の飲み友達 機械在籍時の友

人、羽目を外した

思い出

(特に発言なし) 同職種(掘進)の 7

～8 人、魚釣りな

ど

住居 ｱﾊﾟｰﾄ(社宅ｱﾊﾟｰ

ﾄ)、表面的なつき

あい

社宅、社宅内での

コミュニケーショ

ン(風呂)、それほ

どの連帯感なし、

地域の長の活動

(一戸建の社宅団地

住まい)

社宅、ほとんど顔

見知り、風呂での

つきあい、校区行

事への参加、旅行

など、現住の社宅

に不満

(一戸建ての自宅住

まい)

社宅、社宅や地域

の長の活動

(一戸建ての自宅住

まい)

喧嘩 経験なし、昔は喧

嘩があっていた

喧嘩速い人は辞め

ていった、社宅で

酒の入った場での

喧嘩

口喧嘩、もめ事程

度はある

口喧嘩、以前は前

山が見下していた

(S50 頃までの上下

関係)

喧嘩しかかったが

我慢

(特に発言なし) 口喧嘩は機械化以

前に多かった

労働者について あっさりしてい

る、組合離れ

三池労組―団結

心、悪条件箇所へ

の繰込

三池新労組―世代

によって違う、自

己中心的

いい労働者―腕力

があればいい

利己主義の者もい

る、泥棒、拾得物

の私物化

力持ちで段取りの

いい人がいい労働

者、食ってかかる

人は駄目

いい人間が多いが

世間のことが分か

らぬ、金の浪費傾

向、部下に対して

良くしてくれた上

司は出世

戦後－良質の労働

者が多かったが宵

越しの金を持たぬ

気風、三池争議後

－労働者の余裕が

なくなる、近代化

の大きな流れ

体ががっちりして

強い人がいい労働

者、現場ではやる

気をみせる人も、

機械化され人員が

増え余裕も増えた

会社について 昔は労働者をあご

で使っていたが今

は係員も手伝う

昔は保安が良かっ

たが、最近は請負

給や効率のため手

抜きがある

「労働力を売る」

感じ、ボーナスは

少ないが会社の一

員意識はある

信頼されている 閉山後の対策の及

び腰を口にする

会社側もベテラン

でマルクス・レー

ニンなども学習

(特に発言なし)

自己イメージ 責任をもってやっ

てきた、仕事・生

活に満足して退職

できた

労働者としての誇

り、社宅や地域の

長を歴任できて良

かった

セットが終わって

の完成祝いの一杯

が楽しかった、仕

事だけなので気楽

(金銭的に)家族が

人並みに生活でき

良かった、人(社宅

など)とのふれあ

い、仕事はまじめ

で早く昇進できた

完成祝いでの飲酒

が面白かった、大

牟田にいて炭鉱で

定年まで働けてよ

かった

三池労組組合長な

ど歴任、自ら原告

団長となったCO裁

判活動などの労働

災害裁判、労働者

としての主張を貫

き通す

責任感が要求され

きつい仕事だがそ

れだけの収入が得

られ魅力がある、

収入により家庭円

満になる



＜附録＞

図1．三井三池炭鉱位置図 [三井石炭鉱業(株)三池鉱業所1995］
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図3.M.H.P払模式図(採炭切羽の様子）

三井石炭鉱業(株)三池鉱業所提供資料1995］
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写真1．有明立坑全景(1997年3月29日、筆者撮影）
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写真2．

写真3．有明立坑から最後の豆まき｢安全は内､災害は外」
(1997年2月3日、有明新報社提供）

1970年代の切羽(採炭現捌の様子
(ドラムカツターと自走枠）
(大牟田市石炭産業科学館提供）
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写真4．繰り込み場にて最後の繰り込み、

全員で指差し確認の練習

(1997年3月30日、有明新報社提供）

最後の昇坑

（1997年3月30日、有明新報社提供）
写真5，

／

写真6．最後の揚炭

（1997年3月29日、三川斜雲坑付近､筆者撮影）
腸
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、
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写真7.Dさん機械)愛用の坑内作業道具類
（1997年3月31日、筆者撮影）
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